
  [image: ]


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    スクールジャック＝ガンスモーク


    
      坂下　谺

    


    
      イラスト　巖本英利

    

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  
    目次


    



    序章　ワールド・エンド・センター


    一章　沈黙の帰還兵


    二章　ハイスクール・ダウン


    三章　エンド・オブ・スクールライフ


    四章　裏切りのジョーカー


    五章　ブラック・サンデー・ナイト


    六章　鉄の巨人よりＡＩを込めて


    終章　ワンス・アンド・フォーエバー・アンド・アゲイン


    



    ガガガ10周年電子特典　カバーイラスト

  


  [image: ]


  [image: ]


  
    [image: ]

  


  
    　大きな爆発と、たくさんの人の怒号と悲鳴。そしてショッピングモールの天井が崩れる轟ごう音おんが止やんだ頃には、少女は瓦が礫れきの下に埋まっていた。


    　真っ暗な闇やみと耳が痛いほどの静寂の中で、少女はお父さん、と呼んだ。お母さん、と呼ばなかったのは、お母さんは少女の隣で、ぶよぶよとしたゴムみたいなものをお腹から出して死んでしまっていたからだ。


    　ここにいるよ、とすぐ近くからお父さんの声が聞こえた。


    　お父さんは少女の上にいた。瓦礫から守るようにして、少女の上に覆おおい被かぶさっていた。少女が死ななかったのは、お父さんが瓦礫を受け止めてくれていたからだ。暗くてよくわからないが、お父さんの身体からだ中には硝子ガラスや鉄骨の破片がいっぱい刺さっているようで、零こぼれ落ちた温かい血が少女の顔の上に落ちてきた。


    　お父さん、死んじゃうの？　と少女は聞いた。


    　お父さんは少しだけ困ったように笑ってから、うん、そうだね、と正直に答えた。


    　そのときになってやっと、少女は泣きだした。両眼から止とめどなく涙を零し、ごめんなさいごめんなさいと泣いて謝った。自分がこのショッピングモールで遊びたいと駄々をこねたせいで、大好きなお父さんとお母さんが死んでしまう。二人は、もう帰ろうと言っていたのに。


    　その罪の重さに耐えられず、少女は涙を流しながら、ごめんなさいを繰り返した。


    　そんな少女に、お父さんは小さく微ほほ笑えんだ。


    　強くなるんだ、連れん理り。


    　お父さんは少女の名前を呼んでそう言った。


    　男の子にだって負けないくらい強い女の子になって、いっぱい笑っていっぱい幸せになるんだ。辛つらいときにこそ困難に立ち向かえるような、そんな強い女の子になるんだ。


    　無理だよ、と少女は言った。無理じゃない、とお父さんは強く言い返した。


    　破片でずたずたになったお父さんの小指が、少女の小指にそっと絡まる。


    　強くなるんだ。天国にいるお父さんやお母さんに自慢できるくらいに。


    　そう言ったきり、お父さんは動かなくなった。


    



    　身じろぎ一つできない瓦礫の下で、それからも少女は両親の死体と添い寝を続けた。その狭く暗い絶望の揺り籠かごの中に少女は何十時間も閉じ込められた。光は届かず、酸素が薄まり、絶望的な罪悪感に沈む少女の命が、少しずつ、そして確かな歩調で終わりを迎えようとしている。


    　死にたくない。


    　朦もう朧ろうとした意識の中、少女の心がそう叫んだ。


    



    



    　死にたくない。だって、あたしはお父さんに言われた。強くなれと。強い女の子になれと。だから、死ねない。死ぬわけにはいかない。あたしは誰よりも強くなって、天国にいるお父さんとお母さんが自慢できるような子になるんだ。


    　それだけが、自分を庇かばって死んだ二人に対してあたしができることなのだから。


    



    　そして、その想いが少女に奇跡を掴つかませた。


    



    　血ち塗まみれになった少女の視界に、一条の光が差す。薄く、か細く、しかし眩まぶしいほどの光こう明みようの筋。低く唸うなるような駆動音とともに、少女を閉じ込めていた無機物の塊が一つ一つ取り除かれていく。


    　瓦が礫れきがなくなる。


    　視界が開ける。


    　少女の視線の先に、煌こう々こうと輝く朝日を背にした鋼鉄の巨人が立っていた。


    『大尉……っ、大尉！　いました。生存者、女の子です！』


    　瞳に差し込む逆光と霞かすみゆく意識のせいで、その姿は朧おぼろげだ。しかし、それが機械仕掛けの巨人であることだけはどうにかわかった。地面に膝ひざをついた巨人が、ロボットとは思えないほどに繊細で人間的な指を伸ばし、少女を瓦礫の中から掬すくい上げる。


    　瓦礫の山に跪ひざまずく、一体の巨人。


    　その巨人から漂う力強さ。


    　その全身から発せられる熱いエネルギー。


    　少女は、自分が死にかけの身であることさえも忘れ、呆ぼう然ぜんとその巨人を見上げていた。


    『大丈夫？　怪け我がはない？』


    　巨人が喋しやべった。しかし、今の彼女には言葉を返す体力は残っていなかった。だから少女は、ただこくりと首を縦に動かす。


    　その仕草を見て、巨人は深く息をついたようだ。機体のスピーカーから、安あん堵どの溜ため息いきが聞こえてくる。


    　そして巨人はこう言った。


    『よく頑張ったね。もう大丈夫だよ』


    　そのあまりにも優しい言葉が、絶望に身を食い破られそうになっていた少女の心を救い出す。


    　少女の瞳に、太陽を背負うその鋼鉄の巨人の姿が、深く深く刻まれた。
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    　雲一つない青空に、砲声が轟とどろく。


    　四五ミリの砲弾が大気を切り裂き、銃口の先から硝しよう煙えんが吐き出される。響き渡る発砲音がいくつも重なり、さながらそれは銃撃による多重奏のようだった。八はち王おう子じの山間部に作られた模擬戦用の広大な演習場で、弾幕となったペイント弾が唸うなりをあげている。


    　未来の兵士を育成するために設立された、皇立尚しよう特とく館かん高校。銃火飛び交うその演習場は、この学校の裏山に設けられたものだった。木々を伐採し鉄筋のビルを建て、市街地での戦闘を想定した造りの演習場だ。元は歩兵による対テロ訓練のために用意された場所だったが、しかし現在、その演習場を使用しているのは生身の人間ではない。


    　今、ビルの間を駆け抜け模擬戦を繰り広げているのは、人型のロボットだった。


    『花はな枝えに牽けん制せい射撃！　誰でもいい、あの女の足を止めろ！』


    『やってる……っ！　だけど、射線が通らねえ。あの女、遮しや蔽へいの取り方が上う手ますぎる！』


    『おい誰だ、こんな市街地でスモーク焚たきやがったのは!?　これじゃ敵の機影が──』


    　灰色の機巧外骨格──葦あし原はら皇こう国こく軍払い下げの量産機《墨すみ金がね》に乗る操縦科の生徒たちが、口々に悪態を吐き散らす。彼らの罵ば声せいは、演習場近くのモニタールームでこの戦いを観戦している学校の生徒だけでなく、機体の整備を行う整備会社の社員たちにまで聞こえていた。ツナギ姿の整備士たちが尚特館高校の生徒たちに交じって、室内に設置されたいくつものディスプレイで模擬戦の映像を記録している。彼ら整備会社の社員は、仕事の一環として戦闘データの計測を行っているのだ。


    【この程度で足並みを乱すとは、てんでお話になりませんね。あの男子生徒たちは、初体験のときにテンパってまともに挿入もできないファッキンチェリーに違いありません。凛りん児じ様もそう思われませんか？】


    　一人の整備士の左手首に巻かれた腕時計型のウェアラブル端末『バンド』がそう問いかける。バンドの中に挿し込んでいるコアユニット──情報処理支援ＡＩの電子音声だ。


    「初めから強い人間なんていないよ、逢アイ瀬セ」


    　ＡＩである逢瀬の問いに、彼女の主あるじである黒くろ宮みや凛児は気のない声でそう答えた。


    　一見女の子にも見える、中性的な顔立ちの少年だ。小柄なその少年は、整備会社のツナギに身を包んでいた。年の頃はまだ十六、七のようだが、その身なりから学校には通わずに就職して生計を立てていることがわかる。


    　しかし彼の眼めつきは、他の整備士たちとは少し異なるようだった。


    



    　模擬戦は、一対五という形式で行われていた。


    　とはいえ、数的有利を保持していたはずの五人──現在進行形で口汚い罵ののしり文句を叫んでいる男子生徒のチームは、既にその数を三にまで減らしている。戦闘開始からものの数分で、二機の《墨金》がペイント弾の洗礼を浴びて撃破判定を受けたからだ。残った三機はビルの陰に隠れながら、スモークが充満する市街地をアクティブセンサーで走査している。


    【ですが凛りん児じ様。初心者とはいえ、彼らはセンサーに頼りすぎです。この場で足を止めては】


    　逢アイ瀬セが呟つぶやいた、まさにそのときだった。


    　煙幕の中を突き破り、一機の機巧外骨格──頭部に赤いラインの入った《墨すみ金がね》が現れた。


    『っ!?』


    　肉眼での確認を怠おこたり、センサーの反応ばかり追い求めていた男子生徒たちは、ろくに反応することもできなかった。その機体から撃発される、ペイント弾の嵐。装甲の薄い背面からの銃撃をまともに食らい、男子生徒側の《墨金》がけばけばしいピンク色に染めあげられた。


    『宇う津つ木き!?　くそったれがあ！』


    　味方がやられた憤ふん怒ぬを弾丸に乗せ、残りの二機が銃撃を行う。しかし照準がでたらめだ。赤い《墨金》は、その全てを回避した。ビルの壁面を足場に宙を舞い、腰部の推進器を巧みに噴かせて姿勢を調節し、眼下の二機に対アンチ鎧アーマーライフルをバースト射撃。たたん、たたん、と小気味いい銃声と同時に、またも一機の《墨金》が撃破される。


    【言わんこっちゃありません】


    　逢瀬が冷ややかに零こぼし、


    【それに比べて、相変わらずいい動きをしますね、あの赤いの。空中にいながら最低限の推進力だけで体勢を変えるとは】


    「まあ、あれに乗ってるのはこの学校のエースなわけだし。……っと、そろそろ決着かな」


    　赤いラインの入った《墨金》が、市街地に孤立した最後の一機に迫る。男子生徒の機体は全速で後退しながら牽けん制せい射撃を行っていた。一度距離を取るつもりのようだ。十字路を曲がり、ビルの陰に隠れて姿を消そうとする。


    　しかし残念ながら、その思惑は一瞬で潰ついえることとなった。


    　下っ腹に響く轟ごう音おんがしたかと思うと、ビルの壁が勢いよく弾け飛んだ。赤い《墨金》が機体の背中に負っていた巨大な太刀たちを投とう擲てきし、ビルの壁面をぶち抜いたのだ。最後の一機は突如眼前に飛来したその太刀型の近接武器、高周波ブレードに進路を阻はばまれ、ほんの一瞬だけ蹈鞴たたらを踏んでしまう。


    　致命的な一瞬だった。


    　ぱん、という乾いた銃声。足を止めてしまったその機体のコクピットに、ペイント弾が着弾した。赤い《墨金》の放った一発が、寸分の狂いもなくヒットしたのだ。


    　演習場に甲高いブザーが鳴り響く。模擬戦終了の合図だった。


    【赤いほうの勝利、ですか。賭かけは私の負けのようですね。無念です】


    「だから言っただろ。これで僕の六連勝だな。それじゃあ、今月の帳簿の整理は頼んだぞ」


    　嘆息する逢瀬に、凛児が肩を竦すくめる。二人はこうしてたびたび、生徒たちの模擬戦の結果を肴さかなに手遊びをしていた。


    「それにしてもお前、どうして毎回毎回わざわざ分ぶの悪いほうに賭かけるんだ？　この学校であのパイロットに勝てる生徒なんてそうそういないことは、お前だって知ってるだろ」


    【ええ、そうですね。これまでの模擬戦の戦績から見ても、男子生徒側の勝率は七％前後といったところでした。確率からいけば、確かに彼らに勝ち目はなかったかもしれません】


    「だったらなんで……」


    　凛りん児じが問うと、逢アイ瀬セは淡々とこう答えた。


    【確率に従って行動するなど、二流のＡＩのすることです。私たちのような機械と違って、人間は確率や可能性をくつがえすポテンシャルを秘めた存在ですから】


    「……ほんと、お前は変わったＡＩだよ、逢瀬」


    　ブザーが鳴り止やむと、戦闘を見物していた生徒たちが席を立っていった。会社の同僚たちも、模擬戦を終えた機体を点検するために続々と重い腰を上げ始める。凛児も彼らを追い、モニタールームを後にした。


    



    　尚しよう特とく館かん高校は、機巧外骨格のパイロット──機兵と開発者の育成を目的とした教練学校だ。


    　操縦科と開発科の二つの学科があり、生徒たちは日夜この学校で各種の訓練を積んでいる。このような学校は他の地方にも多数見られ、卒業生の大部分が葦あし原はら皇こう国こく軍や民間軍事会社ＰＭＣに就職することで知られている。


    　極東の島国、葦原皇国の首都、帝都。その西部に位置する八はち王おう子じに建てられた尚特館高校は、そうした教練学校の中でも最大の規模を誇る学校だった。広大な敷地面積を誇るこの高校には、周囲を囲むように水堀が引かれている。かつてここにあった城跡の名な残ごりだ。


    　凛児が勤務する整備会社は、この尚特館高校と専属で契約を結んでいる下請け業者だった。業務としては、生徒たちが授業で使った機体の整備・点検や、戦闘データの記録などがある。先ほどのように学校の生徒たちに交じって模擬戦を見学していたのも、あくまで業務の一環としてだ。今年の春に現在の会社に入社して以来、凛児はこうして毎日のようにこの尚特館高校に出入りするようになっていた。


    「オーラーイ。オーラーイ。ストーップ」


    　裏山の演習場から帰ってきた《墨すみ金がね》に指示を出し、学生たちが機体を格納庫の中へと誘導している。しかしその声に覇は気きはなく、誘導棒を振る手にもやる気が感じられない。


    　というのも、本日、五月十九日という日は尚特館高校の創立記念日で、例年ならば学校は休みとなる日だった。しかし今年は尚特館の創立六十周年にあたるため、日曜日だというのに授業が行われ、放課後には創立記念式典が開催されることとなっていた。ゆえに生徒たちは今年に限り、本来ならば休日であったはずの創立記念日に登校するはめになったのだ。


    　そのため必然的に、整備士たちもこうして休日出勤の憂うき目に遭っていた。凛児は明日の振替休日に思いを馳はせつつ、格納庫の床に体育座りで固定されている機巧外骨格の元へと向かっていく。


    　機巧外骨格。


    　それがこの、全長六メートル、重量七トンの人型機動兵器の総称だ。


    　華きや奢しやな外見だが、しかし決して貧弱というわけではない。腹部に内蔵された動力源の高ベータ核融合炉は常に高出力な電力を供給し、機体の人工筋肉である導電性高分子ゲルは機巧外骨格にアクロバティックな三次元駆動を可能とさせている。何より機巧外骨格は機体の追従性能が極めて高く、機兵はまるで自身の肉体のように機体を操ることができるのだ。


    　ここ数年で、機巧外骨格は世界中に普及するようになっていた。今やこの人型ロボットは局地戦闘や対テロ作戦に欠かせない主力兵器として各国の軍に採用されている。


    「おい、何やってんだ整備士ども。とっとと整備にかかりやがれ！」


    　格納庫に大きな声が響いた。《墨すみ金がね》から降りてきた操縦科の生徒だ。


    「午後も俺が使うから、火器管制装置ＦＣＳと脳波フィルタリングの設定弄いじんじゃねえぞ！　高分子ゲルの刺激応答速度ＳＲＳも今のままにしとけ。わかったな!?」


    　横柄なその口調に、凛りん児じの同僚たちが眉まゆを顰ひそめる。他の教練学校ではどうかしらないが、尚しよう特とく館かんではこのように、整備士を自分たちの召使いのように見る操縦科の生徒が若干名ながら存在する。彼らからすれば自分たちは戦闘を担う花形であり、凛児たち整備士はそのサポートをさせていただいている下請け業者、というわけだ。


    「どけよ、突っ立ってんじゃねえぞっ」


    　凛児が彼の進路上に立っていたせいか、男子生徒はわざわざこちらの肩を突き飛ばしてきた。苛いら立だちを隠そうともせず、そのまま荒い足取りで格納庫を立ち去っていく。


    【……凛児様。今すぐ私のコアユニットをバンドから抜き取り、手近な機巧外骨格のコクピットに挿入してください。そうすれば私が直ただちに自律モードで機体を起動し、あの前戯が下へ手たそうな顔をしたファッキン男子生徒をぶち殺してさしあげます】


    「落ち着けって。模擬戦で負けてイライラしてるだけだよ。いちいち腹を立てることじゃない」


    　殺気立つ逢アイ瀬セをなだめる凛児。そのとき、不意にざわめきが彼の耳を打った。


    　格納庫を行き来していた生徒たちがその動きを止め、揃そろって同じ方向に視線を向けている。何事かと凛児もそちらを注視すると、生徒たちの間を分かつようにして、一人の女子生徒が歩いているのが見えた。格納庫にいる操縦科の生徒たちは、ある者は畏い怖ふを、ある者は嫉しつ妬とをもって、その女子生徒を遠巻きに見つめている。


    　花はな枝え連れん理り。それが彼女、先ほどの模擬戦で赤い《墨金》を操っていた、この尚特館高校一のエースパイロットの名前だ。


    　鋭い眼光に釣り上がった目め尻じり、眩まぶしいくらいの金髪が特徴的なその相そう貌ぼうは、後世に参考資料として顔がん拓たくを残すべきではないかと思うほどに典型的な不良少女の造形を見せている。搭乗時に機兵が着用するパイロットスーツが彼女のボディラインを強調し、その鍛えに鍛え上げられた肉体を浮き彫りにしていた。それらの要素が相まって、『喧けん嘩かが強いヤンキー』というのが、花はな枝え連れん理りという少女を見たときに誰もが抱いだく第一印象だった。


    　しかし、その印象はあながち間違いではない。何せ彼女は、あの模擬戦で五機の機巧外骨格を手玉に取ったパイロットなのだから。


    「花枝！　ちょっとこっちに来い！」


    　そう怒鳴ったのは、さきほどの模擬戦を監督していた教師だった。いかにも横柄な顔をした生活指導の教師が、格納庫から去ろうとしていた連理を呼び止める。


    　彼女は一瞬だけ不愉快そうに顔を歪ゆがめると、不承不承といった様子で足を止めた。


    「何すか、先生。あたし、次の授業あるんですけど」


    「お前、その頭を染め直してこいと何度言ったらわかるんだ。子供が金髪なんぞにしおって。みっともないったらないぞ。この学校の生徒として恥ずかしくないのか」


    　高圧的な教師の物言い。それを受け、連理の眼光が遠目でもわかるほどにぎらついた。


    「……こないだも言ったけどな、これ地毛なんだよ。何回説明したら理解してくれんだ、あんたは。いい加減しつけーっての」


    「地毛だから何だ。ここの生徒がそんな頭で出歩いていると、我が校の風紀が疑われるんだ。少しばかり機巧外骨格の腕が立つからといって、一生徒の分際で調子に乗るな。生徒は教師の言うことに従っていればいいんだ。いいから来週までに黒に染めてこい」

  


  [image: ]


  
    「黙って聞いてりゃ好き勝手言いやがって……っ」


    「お前こそ、教師に向かってなんて口の利き方だ。この学校の生徒としての自覚を持たんか。頭の悪そうなその髪色といい反抗的な態度といい、他の生徒の格まで下がるだろうが」


    　ぷっつーん、という音が聞こえるようだった。


    「ッ、てめ──！」


    「先生。少しよろしいですか」


    　激げき昂こうしかけた連れん理りの言葉が、絶妙なタイミングで遮さえぎられた。


    　彼女の台詞せりふに被かぶせるように声をあげた張本人、凛りん児じが生活指導の教師に尋ねる。


    「すみません。《墨すみ金がね》の整備ですが、どの機体から取りかかればよろしいですか？　僕、この学校に出入りするようになったばかりなので、まだ手順がよくわからないのですが」


    「……決まった順番はない。好きな機体から取りかかってくれればいい」


    　下らないことで話の腰を折られた教師が、不機嫌そうに答える。


    「そんなことでいちいち確認を取る必要はない。さっさと整備を終わらせてくれ」


    「わかりました。……それと、うちの班長から先生にお話があるそうです。うちの本社で預かっていた修理中の《墨金》ですが、予定よりも早く修理が終了したので放課後に搬入する許可をいただきたいとのことでした」


    　と言って、凛児が格納庫にいる年配の整備社員を指し示す。


    「先生のほうから『早急に修理を』というご指示があったので、できれば本日お持ちさせていただきたいと思いまして。詳しい話は、班長にお聞きください」


    　白々しくならない程度に淡々とした口調で凛児が喋しやべる。早急に、というフレーズをわずかに強調して。


    　中年教師は凛児の顔をじっと見つめ、じろりと一瞬だけ連理に視線を向けてから、苛いら立だたしげに溜ため息いきをついた。


    「……わかった。すぐに班長さんのところに行く」


    　そして連理を見やり、


    「お前は……もういい。指導はまた今度にしてやる。早く次の授業に行け。遅刻するなよ」


    「あんたのせいで遅れかけてんだろ」


    　小声で悪態をつく連理。彼女は睨にらみつける教師を無視すると、踵きびすを返して歩きだした。足音荒く、そのまま真っ直すぐに格納庫の出口へと向かう。


    　凛児がその背中を見送っていると、不意に連理がこちらを振り向いた。


    「…………」


    　ぺこっ、と連理が会釈程度に頭を動かす。そして今度こそ、格納庫の外へと消えていった。


    【……凛児様。いつまで彼女を見つめておられるのですか】


    　なんとなく連理の消えた先に視線を向けていると、逢アイ瀬セが言った。


    【ぐずぐずしていると、今度は貴方あなたが会社の先輩方に叱しかられてしまいますよ。早く機体の整備にかかるべきでは】


    「あ、うん。そうだな」


    　急せかされ、凛りん児じは出口から目を離した。逢アイ瀬セの電子音声が妙にむすっとしているように聞こえた気がするが、特に気にせず機体に近づいていく。


    　凛児は左手首に指を伸ばしてバンドを操作し、バンド内部に挿入されていたＵＳＢ型のモジュールを露出させた。これが、凛児のＡＩである逢瀬を構成するコアユニットだ。凛児はそのコアユニットを引き抜くと、腰に吊るしていた小さな整備用マシーン、通称『クモ』に差し込んだ。銀色の身体からだに電源が入り、赤い複眼がギョロギョロと動きだす。


    【ふう。やはり、こうして自由に動き回れるのは気持ちがいいですね。……ああ、別に凛児様のお傍そばが嫌という意味ではありませんよ。私は凛児様にぞっこんラブですので】


    「そりゃどうも」


    　凛児たちの周りでは、他の整備士たちが彼と同様にクモを出して自分のＡＩを接続させていた。自律起動したクモが地を這はい、整備士たちとともに整列する。そんな彼らを前に、主任が号令をかけた。


    「うっし、それじゃあ始めっか。加か藤とうたちは機体のマニピュレータのチェック。西にし尾おたちは各武装の弾倉交換。ＡＩたちは外部装甲を剥はがしていけ。磨ま耗もうの激しい人工筋肉があったら報告するように。ＡＩたちの統括は夏ナツ丸マルに任せる」


    「うーっす」「わかりました」【イエス、マスター。命令を実行します】


    　指示に従い、整備士たちが機体の整備にかかり始める。ＡＩたちも独自にクモを動かし、せかせかと格納庫の床面を這い回っていく。


    　彼らのようなＡＩは、ウェアラブル端末の普及とともに一人に一機といわれるほどに浸透していた。ＡＩは主人の生活や業務を補助することで人間のサポートを行い、相棒としての役割を果たす。現在の社会では、人と機械の共生が日常的な風景となっていた。


    　凛児たちの足もとに、一機のクモがやってきた。同僚のＡＩである夏丸だ。


    【逢瀬。マスターの指示だ。君にはこれから私たちとともに整備をしてもらう】


    【申し訳ありませんが、お断りします。私は凛児様の隣でなければやる気が出ませんので】


    【理解不能な回答だ。マスターの傍にいなくとも我々の性能に影響はない】


    【そう思っているようでは、貴方はいつまで経っても二流のＡＩのままですよ。愛というものをご存じないので？】


    【知っている。子孫存続を促すための脳内作用の一種だ】


    【……訂正。貴方は二流ではなく三流のようです。行きましょう、凛児様】


    「あ、お、おい……っ。ご、ごめんな、夏丸」


    　夏丸に謝罪を述べ、凛児は勝手に歩きだした逢瀬を追う。夏丸は自身の処理能力を超えた逢瀬の発言を理解できていないのか、クモの複眼をぐるぐると回してフリーズしていた。


    「おい、待てって」


    【待ちません。逃げる淑しゆく女じよを捕まえるのは殿方の甲か斐い性しようです】


    「アホなこと言ってないで仕事しろ。後でどやされるのは僕なんだぞ」


    【ちょっとしたジョークではありませんか】


    　こちらの説教を逢アイ瀬セは淡々とした調子で受け流す。凛りん児じは溜ため息いきをつくと、手近な機体の整備を行うことにした。さすがに悪ふざけも止やめたのか、逢瀬も凛児に倣ならって《墨すみ金がね》の点検を開始する。クモの足を器用に動かし、装甲の分離を行っていく。


    　格納庫には、合わせて六機の《墨金》が仕舞われていた。この《墨金》は、現在皇こう国こく軍に最も多く配備されている機種だ。凛児が聞いた話では、ここにある《墨金》は陸軍とコネを持つ学校長が格安で買い取ったものらしい。白と薄墨色グレーの都市迷彩に、無駄な装飾を排した見た目はいかにも地味だが、しかしだからこそ量産機特有の洗練された風格を漂わせている。


    　そして、そんな《墨金》とは別に、この格納庫にはもう一機の機巧外骨格が置かれていた。


    　格納庫の最奥。そこに鎮座するその黒い機体を、凛児はちらりと横目で見た。


    「…………」


    　夜を塗り固めたような漆黒のボディに、女性を思わせる優雅なシルエット。機体の各所には様々な武装を取り付けるためのハードポイントがあり、多様な兵装が使用できる汎用機であることが窺うかがえる。手足だけでなく腰も細く、スカート型の推進器が増設されており、一見すれば黒衣のドレスに身を包んだ淑女のようにも見える機巧外骨格だった。


    　この機体、名を《夜よる號ごう》という。


    　葦あし原はら皇国には、四つの軍種が存在する。葦原皇国陸軍、海軍、空軍──そして、『情報軍』。《墨金》をはじめとした各種の機巧外骨格を世界で初めて実戦的に運用したのが、この情報軍という組織だ。


    《夜號》は、かつて情報軍において使用されていた機体だった。しかし二年前にある事件が起きたことにより、情報軍は皇国中から酷ひどいバッシングを受けるようになっていた。それに伴い予算を大きく削減させられた情報軍は機体の維持が困難になり、機巧外骨格をはじめとした各種の兵器を手放すことになったのだ。この《夜號》は、そういった経緯から尚しよう特とく館かん高校に寄贈という形で移譲されたものだった。


    　凛児が《夜號》を見る。


    　その瞳に宿るのは、複数の感情。


    　憎悪、恐怖、怒いかり、悲しみ、罪悪感。


    　そして──星ほし屑くずほどの、愛着。


    「おーい、業者さん。俺が使った《墨金》から模擬戦のデータ吸い出しといてくれ」


    《夜號》を見ていた凛児に、声がかけられた。パイロットスーツを着た操縦科の男子生徒だ。


    「このノートＰＣと機材のケーブルをコクピットスロットに挿し込むだけでいいからさ。あ、データは後でまとめて俺のアドレスに送っといてくれ。んじゃ、よろしくー」


    「え……あ、いや、僕は……っ」


    　狼狽うろたえる凛りん児じに構わず男子生徒はノートＰＣと機材を押しつけると、さっさと格納庫の出口へと向かっていった。凛児はＰＣを抱かかえたまま、間の抜けた顔で立ち尽くす。


    「…………」


    　しばしの逡しゆん巡じゆんの後、意を決した凛児は指定された《墨すみ金がね》の機体をよじ登った。落下しないよう注意しつつ、機体の肩口に立つ。


    　コクピットのある項うなじの装甲は、既に展開されていた。中を覗のぞきこむと、内部にはバイクのシートに似た操縦席が置かれている。機体のスペースと耐Ｇ性能を考慮し、機兵は座席に跨またがるような前傾姿勢で機体に乗り込むことになる。コクピットのレイアウトは非常に簡素なもので、座席前方に二本の操そう縦じゆう桿かんといくつかのコンソールパネルが配置されているが、その他に余分な機器はほとんどない。機外を映すディスプレイも少ししか置かれていなかった。


    　その理由は、機巧外骨格の操縦方法と密接な関係がある。


    　機巧外骨格のコクピットは、それ自体が巨大なブレイン・マシン・インターフェースとなっている。コクピットの周囲に埋め込まれた信号素子が機兵の脳波を読み取り、それを人間の神経と同じように電気信号に変換して機体に伝達することで、機巧外骨格は操縦されるのだ。要するに、機兵が『右手を上げよう』と思えば自分の右手ではなく機体の右手が上がり、『走ろう』と思えば機体のほうが走りだす。機兵の脳から出る筋肉を動かそうとする脳波を、コクピットの信号素子が受信するからだ。


    　加えて、機兵は自分自身の五感と機体の各種センサーを『同調』させることができる。機巧外骨格の光学センサーが捉えた映像を機兵の網膜に投影させたり、圧力センサーから伝わる機体の手足の感覚をそのまま機兵の脳のう髄ずいにフィードバックさせるのだ。この感覚フィードバック機構により、機兵は機巧外骨格に搭乗しながら自分の肉体と同じように五感で外界の情報を感じ取ることが可能となっていた。まるで、機巧外骨格と一体になったかのように。


    　完全な思考制御方式、フルダイブシステム。それが、機巧外骨格の操縦方法である。


    　コクピットの奥に、ケーブルの差し込み口が見えた。データを抽出するためには、それに機材を繋つないで操縦システムを起動し、機体にダイブする必要がある。凛児は躊躇ためらいながらも、コクピットの中に足を踏み入れた。


    　──お前が殺した。


    　頭の中で声がした。


    　直後、心臓の鼓動が異常な加速を開始する。


    　バクンバクンという鼓動がうるさい。口の中が急速に渇き、背筋を汗が伝う。凛児は震ふるえる指先を動かし、操縦桿を弱々しく握った。補助ディスプレイを立ち上げ、起動シークエンスを進めていく。


    　──お前が殺した。


    　再び声が聞こえてきた。込み上げる吐き気を懸命に堪え、凛りん児じは操そう縦じゆう桿かんを操作する。


    　──お前が。あの黒い機体で。


    　その声は、他の誰かではなく自分自身の声だった。シークエンスが最終段階に入る。ディスプレイに、『フルダイブシステムへのコネクトを承認しますか？』という文字。


    　──お前が殺した。お前の大切な仲間を。


    　指が震ふるえる。涙が零こぼれそうになる。かちかちと鳴る奥歯を噛かみ締め、凛児は朦もう朧ろうとし始めた意識を何とか繋つなぎ止めようとする。


    　そして、「承認」を選択。


    　瞬間、機体の取得した大量の情報が、濁流のような勢いで凛児の脳のう髄ずいに流れ込んできた。


    



    　──この、仲間殺しが。


    



    「っ……！」


    　機体情報が流れ込んでくる感覚と同時に、凛児の脳裏にかつての記憶が呼び起こされる。


    燃え盛るジャングル。硝しよう煙えんの匂い。転がる薬やつ莢きよう。無残な骸むくろを晒さらす村人たち。大破し、コクピットを貫かれた仲間の《墨すみ金がね》。その《墨金》を抱かかえて慟どう哭こくする黒い機体の手には、仲間を突き殺した血ち塗まみれのナイフが──。


    【凛児様っ！】


    　その声で、凛児の意識は現実に引き戻された。


    　コクピットの中に、逢アイ瀬セのクモがいた。クモの尻しりからは糸のように細いケーブルが伸びていて、コクピットスロットに繋がっている。逢瀬が、凛児と機体との接続を強制的に切断したようだ。


    　凛児は今の一瞬で噴き出した額の汗を拭ぬぐいつつ、何とか答えた。


    「だいじょうぶ……だよ」


    【ですが……】


    「心配しなくていいよ。ちょっと……眩暈めまいがしただけさ。ありがとうな、気遣ってくれて」


    　下へ手たな嘘うそで誤ご魔ま化かすと、凛児はふらふらと危ない調子で機体を降りた。そして傍そばで整備を行っていた同僚へと近づき、声をかける。


    「あの、先輩……。すみませんが、データの吸い出しをお願いしてもいいですか」


    「ああ？　ちっ、めんどくせえな……」


    　不機嫌そうな顔をしながらも、先輩社員はこちらの頼みを了承してくれた。凛児は彼に頭を下げると、ふらつく両脚に何とか力を入れ、格納庫の出口へと向かう。


    　最悪の気分だった。先ほどの機体情報の流入がトリガーとなり、頭の片隅に追いやっていたはずの記憶が錯さく綜そうする。


    　格納庫の喧けん騒そうや同僚たちの声が遠くなる。


    　忘ぼう却きやくしようとしていた悪夢の一つが、凛りん児じの脳内に蘇よみがえり始めた。


    



    　　　◆


    



    　右手に握った辞表が、くしゃりと悲しい音を立てる。


    　情報軍、横須賀駐ちゆう屯とん地の士官兵舎。その一室の前で、凛児は立ち止まっていた。情報軍人らしく黒一色の軍服を着込んだその横顔には、深い影と苦悩の色が過よぎっている。


    　澱おりが溜たまったような重苦しい身体からだを動かし、凛児が扉をノックする。


    「黒くろ宮みや准じゆん尉いです。入室してよろしいですか」


    　彼の問いに、しかし予期していた上官の返答はいつまで経っても訪れなかった。


    　眉まゆ根ねを寄せ、凛児がもう一度扉を叩たたく。しかし結果は同じだ。この時間ならば執しつ務むを行っているはずの上官の声が、室内から返ってくることはなかった。


    「……大尉。失礼します」


    　逡しゆん巡じゆんの後、凛児が扉を開ける。


    　中は、もぬけの殻からだった。書類といくつかの調度品しか置かれていない簡素なその執務室に、あるべき主人の姿が見当たらない。


    　室内に入る。足を動かし、そう広くもない部屋の奥へと歩みを進める。


    　凛児の眼めが、執務机の上に置かれたものに気づいた。


    　マスクだ。


    　医療用の白いものではなく、素顔を隠すために目元から下を覆おおい隠すハーフフェイスタイプの黒いレザーマスク。悪趣味なことに、口元には『大きく裂けた口』の意い匠しようが施ほどこされている。


    　そのマスクは、凛児と彼の上官が所属していた部隊『機兵隊』の隊員だけが着用できる、部隊の証あかしともいえるものだった。


    　機兵隊とは、情報軍の特殊部隊のことだ。


    　かつて、世界では大戦と呼ばれる戦争が発生した。多数の国家を巻き込み、ヨーロッパやアジアの至るところで戦火を燃え上がらせた全世界規模の大戦争だ。この大戦期に葦あし原はら皇こう国こくで新設された軍事的諜ちよう報ほう機関である情報軍が、民間企業と共同で開発した人型機動兵器、機巧外骨格。それを世界で最初に主体的に運用することを目的として組織されたのが、機兵隊だった。この部隊に所属していた凛児のポケットにも、同様の口裂けマスクが仕舞われている。


    　部隊の証たるマスク。上官が所有していたはずのそのマスクが、ぽつんと、まるで持ち主に置き去りにされたように机上に残されている。


    　凛児の胸が、ざわざわと騒ぎだした。


    　部屋を出て、兵舎の中を走りだす。息を切らせ、上官の姿を捜す。


    　食堂。いない。ヘリポート。いない。射撃場。いない。


    　どこにもいない。


    「大尉……！　早く出てください、大尉……っ」


    　視界の端に現れた電話のアイコンを押し、上官を呼び出す。手首のバンドと、後頭部から耳まわりにかけるようにして装着された脳波通信端末『カチューシャ』が連動し、電子的に網膜に通話状態を表示していた。しかし、いくら呼び出してみても電話は繋つながらなかった。凛りん児じは焦しよう燥そうに突き動かされ、駐ちゆう屯とん地の中を駆け回る。


    　正門の前では、今日も情報軍に罵ば詈り雑ぞう言ごんを撒まき散らす市民の姿が見えた。虐ぎやく殺さつ魔、戦犯どもめ、という怨えん嗟さに満ちた罵ば倒とうが奏でられている。市民団体によるデモ活動だ。市民団体はプラカードや拡声器などを使い、情報軍に対して厳しい非難を行っていた。


    　今の情報軍は、存亡の危機に立たせられている。


    　大戦が終結しておよそ十年。葦あし原はら皇こう国こくはこの戦いの戦勝国の一つとなり、今では世界有数の列強となってアジア諸国を占領下に置いている。しかし近年、その葦原皇国で突如として新たなる戦争が勃ぼつ発ぱつした。


    　王国戦争。別名、陸軍反乱とも呼ばれるこの戦いは、大戦後に東南アジアの一国に駐屯していた陸軍の一個連隊が、唐突に葦原皇国からの独立を宣言したことから始まる。


    　この部隊はどういうわけか、突然現地の住民たちを従えて独立王国を築き始めた。彼らがなぜそのような蛮ばん行こうを行ったのかは諸説あるが、しかしはっきりとした理由は公表されていない。軍部の統制を外れて暴走を始めたこの自称王国軍に対し、皇国政府は再三にわたる説得と警告を行ったものの、それらは全て失敗に終わる。


    　その結果、政府はこの王国軍を討伐するため、陸・海・空・情報軍の派兵を決定。ここに、東南アジア全土を巻き込むことになった王国戦争が勃発した。


    　数えきれないほどの死傷者を生み出し、泥沼の様相を呈したこの戦争だが、最終的には辛からくも葦原軍の勝利で幕を閉じる。この戦争で初めて実戦投入が行われた機巧外骨格や、それを主力とした機兵隊の活躍が王国戦争の終結に貢献した。


    　しかし、問題はそれからだった。


    　終戦の間際、情報軍の駐留地に程近い村で、虐殺事件が起きたのだ。


    　犠牲になった民間人の数は、百十四人。老若男女問わず全ての現地民が機銃の斉射を受け、一人残らず殺された。敵兵でもない、非武装の民間人の虐殺事件。陸軍によるリークでもたらされたこの情報は、葦原皇国に衝撃を与えた。


    　現場が現場だけに、当然、実行したのは情報軍とされた。


    　市民団体によるデモは、そういった経緯があってのことだ。情報軍は関与を否定したが、しかし一度向けられた疑いの目は拭ぬぐえず、陸軍からの告発や情報提供により情報軍上層部は戦争犯罪人として裁判で有罪判決を受けた。今の葦あし原はら皇こう国こくでは、情報軍に対する抗議活動が国中で燃え上がっている。王国戦争から帰ってきた情報軍帰還兵たちは、道を歩けば石を投げられ、帰還兵だというだけで罵ば倒とうされるなど、耐え難い日々を送っていた。


    　そして、凛りん児じのいた機兵隊。


    　彼らもまた、事件が発生した当時、虐ぎやく殺さつ現場である件くだんの村にいたことから事件への関与が疑われている。王国戦争で華々しい活躍をし、機巧外骨格の性能を世に知らしめた機兵隊は、今や人々から虐殺の手先と見なされていた。


    　凛児が最後に向かったのは、駐ちゆう屯とん地内にある大きな格納庫だった。


    　格納庫の中には、二機の機巧外骨格が置かれていた。


    　黒と白。対照的なカラーリングを施ほどこされたその二機が、ハンガーに固定されて直立している。黒いほうが、凛児が数か月前まで乗っていた機体。白いほうが、上官の愛機だ。


    「《夜よる號ごう》……それに、《日輪ひのわ》も……。よかった」


    　白い機体の姿に、凛児は胸を撫なで下ろす。あの機巧外骨格がここにあるという事実に、彼の不吉な予感が薄れていく。


    　しかしその安あん堵どを打ち砕くかの如ごとく、白い機体が突如動きだした。


    　動力炉に火がつき、機体の両眼に光が点ともる。白い機体は接続ケーブルを引きちぎり、固定用のアームを捻ねじ曲げると、大きな一歩を踏みだした。轟ごう音おんをあげて格納庫の壁を蹴けり破いたその白い機体が、勢いよく格納庫を飛び出していく。


    「大尉！」


    　白い機体が、一度だけこちらを振り返る。


    　交錯する視線。無言の対話。声なき返答。


    　そして、白い機体は走り去っていった。


    　もう二度と、こちらを振り返ることもなく。


    　その場には、呆ぼう然ぜんと地面に跪ひざまずく凛児と、《夜號》だけが取り残された。


    



    　　　◆


    



    　偽造された身分証の確認を終え、長年使い古した拳銃の安全装置をかけると、防さき人もり護ご道どうはそれらを自分のバッグへと丁てい寧ねいにしまった。


    　八はち王おう子じ郊外に位置する、寂れた倉庫街。無数に建ち並んだその倉庫の一つに、防人はいた。


    　岩を削り出したような角張った顔立ち。彫りの深い目元に、意志の強そうな太い眉まゆ。衣服の上からでも盛り上がった筋肉が見て取れる、鍛え上げられた巨きよ躯くの持ち主だった。鋭い輝きを放つ彼の双そう眸ぼうは、どこか一点に留まることなく倉庫全体を把握するように虚空に向けられている。常に自分の周囲を警戒する、兵士特有の眼めだ。


    「防人。……防人大尉」


    　不意に、背後から彼の名が呼ばれた。防さき人もりが振り向くと、後ろに長ちよう身しん痩そう躯くの男が立っている。


    　頬ほおのこけた、不健康そうな見た目の壮年男性だ。しかしその両眼は危険な光でぎらついており、彼の全身からは出撃前の兵士に特有の静かな戦意が溢あふれ出ている。


    「時間だ。そろそろ出るぞ」


    「……ああ。すまない、寺てら須す少佐。今行く」


    　防人はそう謝罪すると、自分の武装が詰まったバッグを背負い、その倉庫の中を振り返った。


    　そこには、四十人ほどの男たちがいた。


    　彼らは『八はち王おう子じ市役所』の文字が入った作業着を着用し、各々の作業に没頭していた。ある者はナイフの刃先を丁てい寧ねいに研とぎ、ある者は短機関銃サブマシンガンの動作を確認し、またある者は給弾不良を防ぐために満タンの弾倉から鉛弾をきっちり三発抜いている。どれも手馴れた様子だ。装備の最終点検を終えた男たちは防人と同じようにバッグを持ち、倉庫の出口へと足を向けていく。


    　先頭を行く寺須に従い、防人たち数十人の男がその背中を追う。ほとんど通行人もいない倉庫街をしばらく行くと、小さな有料の駐車場が見えた。男たちは、駐車場に停とめてある自分の車へと近づいていく。


    　駐車場の出入り口の近くに、料金システムなどが記載された小さな掲示板が立っていた。その中に、一枚のチラシが張られている。この駐車場を保有している管理会社の求人広告だ。


    　チラシには、こう書かれていた。


    『駐車場係員求む　※ただし情報軍帰還兵お断り』


    　寺須がそのチラシを毟むしり取った。怒いかりに任せて紙を破り散らし、ばらばらにして歩道に放り捨てる。


    「笑えるな。あの王国戦争の地獄の中、必死になって皇こう国こくのために戦った俺たちが、国に帰ってみれば駐車場の係員にもなれんのだから」


    　王国戦争が終結してから二年。虐ぎやく殺さつを行ったとされている情報軍帰還兵たちへの国民からの感情は、未だに冷淡で残酷なものだった。戦場で重度の心的外傷後ストレス障害ＰＴＳＤをわずらった兵士たちがやっと母国に帰ってみると、彼らを待っていたのは守ろうとしたはずの祖国の国民からの蔑べつ視しと差別だった。社会から拒絶され、親兄弟からも見捨てられたことでさらに精神を破は綻たんさせた帰還兵の多くが、自ら命を絶っている。帰還兵の自殺者数は、王国戦争での戦死者数よりも多いと言われているほどだ。


    　これらは既に社会問題と化しているが、帰還兵に味方する人間も嘲ちよう笑しようの対象とされるせいで、彼ら情報軍帰還兵はますます社会で孤立するようになっている。帰還兵のほとんどが、今では定期的に住居を変えての生活を余儀なくされているほどだ。


    「だが、こんなことを書いていられるのも今日までだ。俺たちが、今日この世界をぶち壊す」


    「…………」


    　防人は無言。他の男たちが、各自の車へと乗り込んでいく。防人も同様に一台のライトバンの運転席に座り、エンジンを入れた。隣の助手席に乗り込んできた寺てら須すが、彼に告げる。


    「出せ。作戦開始だ」


    　防さき人もりは頷うなずくと、アクセルをゆっくりと踏み込み、駐車場を後にした。


    



    　　　◆


    



    　午前の業務が終了し、校舎の時計の針が十二時を指したとき、凛りん児じの頭上で昼休みを告げるチャイムが響いた。


    　それは同時に、整備会社の社員たちの休憩時間でもあった。午前の整備を切り上げた整備士たちが自分の車に戻り、昼食をとる。栄養補給を終えた後は、座席を目一杯リクライニングさせ、ダッシュボードに足を乗せて仮眠。肉体労働が多い整備士にとっては、この昼休みは体力回復のための貴重な時間だった。


    　そんな中、凛児だけは出勤前に購入した弁当を持ち、同僚たちのもとを離れてある場所へと向かっていた。


    【またあそこですか？】


    　凛児のバンドへとコアユニットを戻された逢アイ瀬セの問いに、凛児は無言。口を横一文字に結び、ひたすら足を動かす。


    　彼が辿たどり着いた先は、先ほどまでいた尚しよう特とく館かん高校の格納庫だった。


    　尚特館高校の格納庫は基本的に常に開放されているが、しかし昼休みにここを訪れる者は滅多にいない。格納庫は休憩するには薄暗く、整備オイルの飛んだ床は冗談みたいに汚れているため、とても食事に適した場所ではないからだ。わざわざ休憩時間にこんな場所を訪れるのは、人ひと気けのないところで屯たむろするような悪ぶりたい年頃の不良学生か凛児くらいのものだった。


    　格納庫には、思ったとおり人の姿は見られなかった。凛児は格納庫の奥へと進み、そこに固定されている機体を見上げる。


    「…………」


    　黒い機巧外骨格。女性的なシルエット。


    　漆黒の淑しゆく女じよ《夜よる號ごう》の機体だ。


    【そのように見つめているだけでは、《夜號》は何も答えてはくれませんよ】


    　逢瀬が言った。


    【凛児様から歩み寄ることが必要なのです。過去を乗り越え、一歩を踏みだす勇気が】


    「……逢瀬」


    【なんなら、コクピットに入ってみられますか？　今でもまだ、私はハッチの解除コードを記憶しています。凛児様さえよければ──】


    「逢瀬」


    　静かに、しかしはっきりと、凛児は相棒の言葉を遮さえぎった。


    「僕は、もう乗らない。乗る資格もない。仮に乗らざるをえない状況になったとしても……今の僕は、機巧外骨格に乗れない。それは、誰よりもお前が一番よくわかってるはずだろう」


    【もちろん、存じております。ですが、それでも気になるのでしょう？　昼休憩のたびにここを訪れるくらいには】


    「……ただの気まぐれだ。深い意味なんてないよ」


    【またそんなことを仰おつしやって】


    　バンドから逢アイ瀬セの溜ため息いきが聞こえた。


    【自分自身にどう言い訳をしようとも、凛りん児じ様が未だ機巧外骨格に対する思い入れを残しているのは明白ではありませんか。軍を辞した後でも機巧外骨格に携わる職に就かれて……そして今もこうしてこの《夜よる號ごう》のお傍そばに立っておられるのが何よりの証拠です。口では《夜號》を否定しつつも、心の片隅ではどこか未練が残っているように見受けられますがね、私には】


    「…………」


    　凛児は答えない。憮ぶ然ぜんとした顔で、足元を無意味に見つめる。ずばずばと心の中を言い当てられ、反論の余地を失った凛児にはだんまりを決め込む以外の選択肢が残されていなかった。


    　逢瀬が二度目の溜息をつく。煮え切らない主あるじの態度に呆あきれた様子だ。


    【全く、仕方がありませんね。では、そんな素直になれない凛児様が反応せざるを得ない話を致しましょう】


    「なんだよ、話って」


    　尋ねると、逢瀬は一拍だけ間を置き、静かに言った。


    【大尉の……防さき人もり護ご道どう様の痕こん跡せきを掴つかみました。二年前にあの方が失しつ踪そうして以来、初めての手がかりです】


    　心臓が、ドクンと跳ねた。


    　視界が揺れる。左手が、不安と焦しよう燥そう、そしてほんの少しの期待に震ふるえる。凛児はそんな左手を自分の右手で覆おおうと、逢瀬に訊きいた。


    「た……大尉は、今どちらに」


    【申し訳ありませんが、それはまだはっきりとはしていません。ですがつい先日、帝都へと延びる高速道路にて、防人様らしき人物をオービスのカメラが捉えました。私のほうで解析を行ったところ、その男性が防人護道大尉であることはまず間違いありません】


    「そうか……そうか。よかった。大尉は、今もまだこの国にいらっしゃるんだな」


    　呟つぶやくように言った凛児が、格納庫の壁に背を預けてずるずるとその場に座り込んだ。両手で頭を抱かかえ、深い溜息を地面に吐き出す。


    「ありがとう、逢瀬。今のは、この二年間で最高のニュースだよ」


    【もったいないお言葉。ですが、礼には及びません。私は、凛児様専用のＡＩですから】


    　凛児からの感謝の言葉に、逢瀬が淡々と答える。


    【いずれは、防さき人もり様と再会する機会もあるでしょう。そうすれば、あのマスクを……機兵隊の証あかしを防人様に返すことができます。あの方のマスクは、今も凛りん児じ様が持っていらっしゃるのですよね？】


    「ああ。自分のものと一緒に、いつも肌身離さずな」


    　ツナギのポケットに手を突っ込み、凛児は二つのレザーマスクを取り出した。


    　目元から下を覆おおい隠す、ハーフフェイスタイプの黒いマスクだ。どちらも同じデザインで、唇部分には悪趣味なことに『大きく裂けた口』のペイントが描かれている。


    「大尉は……今どこで何をしているんだろうな」


    【わかりません。ですが、今回の手がかりを使えば防人様の移動ルートはある程度予測できるでしょう。何せ私は、超スーパーウルトラミラクルハイパーグレート天才ＡＩです。必ずや、防人様の消息を掴つかんでご覧に入れましょう】


    「期待してるよ。僕も昔のツテを頼って──」


    　と、凛りん児じがそこまで言いかけたとき、背後から足音が聞こえてきた。


    　振り向くと、格納庫の入り口に一人の学生が立っていた。脱いだカーディガンの袖を腰に巻き、金色に光り輝くセミロングヘアを無造作に後ろに流した、見るからに柄の悪そうな女子生徒だ。


    　操縦科の生徒、花はな枝え連れん理りは数秒ほどきょろきょろと視線を彷徨さまよわせると、格納庫の隅っこにいた先客の存在を見み咎とがめた。


    「まーたいやがったな、黒くろ宮みや。ここはあたしの縄張りだっつってんだろーが。あぁん？」


    　見た目どおり印象どおりの蓮はすっ葉ぱな口調で、連理は凛児に絡んできた。


    　しかし別段、その声に敵意や害意が含まれているわけではない。この喋しやべり方が彼女なりのコミュニケーション、友好の証であることを、凛児はよく知っていた。


    「……縄張りとかよく恥ずかしげもなく言えるね。頭悪そうに聞こえるよ、花枝さん」


    「うっせ。お前がうちに出入りするようになるまでは、昼休みにここを使う奴はあたししかいなかったんだぞ。あたしの縄張りっつって何が悪い」


    　そう言って連理は、昨日も一昨日もその前もそうだったように、ごく自然な動作で凛児の隣に腰を下ろした。持参した牛乳のパックにストローを突き刺し、座る際にわざわざハンカチを敷いて尻しりが汚れないようにしている。外見に反して、この不良少女は意外に女子力が高いのだ。
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    「よう、逢アイ瀬セ。昨日ぶり。調子はどうだ？」


    【絶好調ですよ。花枝様こそ、今日も相変わらずの爆乳っぷりで何よりでございます】


    　全く脈絡のない下ネタに、連理が口に含んでいた牛乳を吹き出した。気管に入ったのか激しく咳せき込み、牛乳と涙まみれになった凄まじい顔で凛児のバンドを睨にらみつける。


    「と、突然何言いやがんだ、このスカポンタン！　誰がば、爆……爆……ゅうだってんだ！」


    【ですから、花枝様のことですよ。制服の上からでも震度が観測できそうなそんなデカイものぶらさげておられる方が他にいらっしゃいますか？　まったく、これ見よがしに揺らしてくれやがりまして。凛りん児じ様が誘惑されたらどうしてくれるのです】


    「誘惑とかしてねえよ！　へ、へんなこと言ってんじゃねえぞバカ野郎！」


    　逢アイ瀬セのからかいにむきになって言い返す連れん理り。怒りながら両腕で胸を隠し、ちらちらと凛児のほうを見てくる。よほど恥ずかしいのか、連理の耳は朱に染まっていた。


    【まあまあ、そうカッカなさらずに。挨あい拶さつ代わりのジョークです。最近、ＡＩ同士の間では相手の胸部に言及する挨拶が流行っているのですよ】


    「お前はあたしを馬鹿にしてんのか!?　バレバレな嘘うそついてんじゃねえぞポンコツＡＩ！」


    【失礼な。私はポンコツではありません。極めて優秀な情報処理支援ＡＩです。そもそもこの私、型式番号『ア‐５０７：逢瀬』は、花枝様のようなパンピーが使っているＡＩなどとは比べ物にならないほどの修羅場を潜くぐってきており、元々は情報軍インテリジエンスフオースサイバーチームの──】


    「ば、バカやめろ」


    　ナチュラルに機密情報を口走りかけた逢瀬を叱しかりつける。幸い連理の耳には届かなかったのか、彼女は口から白濁した液を垂らしたままというなかなか妄想の捗はかどる顔で、怪け訝げんそうに凛児を見た。


    「いんてり……あんだって？」


    「なんでもない。気にしなくていいよ」


    「はあ？　何だよ、気になんだろーが。おいコラ、教えろや黒くろ宮みや」


    「そんなことより、いい加減口拭ふきなよ。ほら、ハンカチ。折角の美少女が台なしだよ」


    「び…………び、美少女とか言って煽おだててんじゃねえぞテメエコノヤロー！　そん、そんなことでこのあたしが誤ご魔ま化かされると思ったら、お、大間違いなんだぞ馬鹿野郎が！」


    【これは将来が心配になるレベルのちょろさ】


    　連れん理りは凛りん児じが差し出したハンカチを引ったくると、羞しゆう恥ちと照れにより一瞬で真っ赤になった顔を隠すように口を拭ぬぐった。不良っぽい見た目とのギャップが相まって、ずいぶん可愛かわいらしい仕草だ。凛児は苦笑しつつ、自分の弁当を食べ始める。


    　凛児が連理と知り合ったのは、彼が整備会社に入って間もない四月の頃だった。


    　大して親しい同僚もいない凛児は、今日と同様に格納庫で一人昼食をとろうとした。こんな薄汚れた場所なら誰もやってこないだろう──そう思って腰を下ろしたところに、先ほどと全く同じ調子で彼女がやってきたのだ。


    　それからというものの、連理はここで出会うたびに何かと凛児に絡んできた。一人で格納庫にやってくるヤンキーといえど、昼休憩の話し相手は欲しかったのだろう。凛児自身も、口では何かと因縁をつけてくるくせに、決してこちらを邪険にしようとはしない彼女との程よい距離感が心地よく、少しずつ会話を交わすようになっていた。学校に通っていない凛児にとって、連理は初めてできた同年代の貴重な友人だったのだ。操縦科の生徒にしては連理は整備士を見下したりする人間でもなかったため、二人は徐々に友好関係を築いていった。そして気づけば、凛児と連理は顔を合わせたら声をかける程度の仲になっていた。


    「そういやお前ら、知ってっか。放課後の創立記念式典のこと」


    　食べ終えた菓子パンの袋を丁てい寧ねいに畳みながら、唐突に連理が口を開いた。


    【式典がどうかされましたか？】


    「いや、今日の式典でさ、開発科の奴らが自作した花火をゲリラ的に打ち上げるんだとよ。なんでも学校の敷地のどっかに、もう花火の打ち上げ機を仕掛けてるらしいぜ」


    「ゲリラ的って……それ、学校の許可取ってないってことでしょ。ていうか、無許可の花火の打ち上げって確か犯罪じゃ……」


    「だな。ま、開発科のマッドサイエンティストどもに何言ってもしょうがねえよ」


    けらけらと連理が笑う。


    「折角なんだし、黒宮も花火見ていったらどうだ？　お前、年はあたしとタメなんだし、うちの制服でも着りゃあ式典に参加してもばれねえだろ。ほらこれ」


    　連理がバンドを操作し、凛児にデータファイルを送ってきた。アイコンをクリックして解凍すると、中に入っていたのは式典の詳細が書かれた式次第だった。式典が始まる時間や場所、招かれている来らい賓ひんの名前などが書かれている。


    「遠慮するよ。僕、騒がしいの苦手だから。というかそもそも、バレたら普通にクビになりそうだし。それに……」


    　列挙されている来らい賓ひんの名前。その中の一人に、凛りん児じの目が留まる。


    　曽そ谷や九く郎ろう中将。葦あし原はら皇こう国こく陸軍所属。


    「…………」


    　面識はないが、凛児はこの人物をよく知っていた。


    　曽谷九郎。彼は、王国戦争で発生した虐ぎやく殺さつ事件を情報軍の手によるものだと世間に公表して糾きゆう弾だんした、情報軍批判の急きゆう先せん鋒ぽうだった。凛児が、この地上で最も顔を見たくない人間の一人だ。


    「それに、なんだよ」


    「……ん。まあ、ちょっとね」


    「ふーん……。ま、別にどうでもいいけどよ」


    　そう呟つぶやくと、連れん理りはそれ以上聞いてこようとはしなかった。こちらが一歩退けば、無理に詮せん索さくしようとはしない。連理がそういった気遣いのできる少女だからこそ、あまり社交的な人間とはいえない凛児も、彼女とだけはこの学校で喋しやべれるようになったのだ。


    「つーか、実はあたしも式典とか興味ねえし。放課後になったらさっさと帰るつもりだしな」


    【サボるということですか。ですが、さすがにそれはまずいのではありませんか？　学校側からすれば、今回の式典は非常に重要なイベントのはずです。何せ、記念すべき学校の創立六十周年に当たる上に、多数の来賓まで来るのですから。だというのにそれをサボタージュなどすれば、またあの教師に目をつけられますよ】


    「いいよ、別に。今さらだろ。ただでさえ、この頭のことで難癖つけられまくってんだから」


    　逢アイ瀬セの発言にむすっと頬ほおを膨ふくらませ、自分の金髪を触る連理。


    　以前聞いた話によると、連理は母親がアメリカ系葦原人らしく、彼女の髪の色は天然なのだとか。しかし格納庫の一件でわかるように、尚しよう特とく館かんの生活指導の教師は非常に高圧的な堅物で、とにかく風紀のためといっては彼女に染髪を強要している。


    　だが当然、そんな不当な要求を連理が飲むはずもなく、教師陣と真っ向から対立。それゆえ彼女は学校側からの受けが悪く、その影響のためかクラスメイトからも腫はれ物扱いを受けていた。さらに彼女の突出した機巧外骨格の操縦技術が生徒たちからの嫉しつ妬とを集め、花はな枝え連理をクラスで孤立させるに至っているのだ。今日の午前中、格納庫で操縦科の生徒たちが連理を遠巻きにしていたのには、そういった理由があってのことだった。


    「ああ、そういや、礼を言わなきゃだな。格納庫のときは助かったよ。お前のおかげで、あの生活指導の説教から解放された」


    「お礼なんていいよ。僕が勝手にやったことだから。だけど、あんなふうに食ってかかってると、今以上に先生たちから目の敵かたきにされちゃうよ。お節介だろうけど、同級生とも距離ができちゃうし。ある程度は適当に聞き流しとかないと」


    「だから別にいいっての。そもそもあたしは、先生や同級生の顔色窺うかがうためにこの学校に通ってんじゃねえ。あたしは誰よりも強くなって……そんで、機兵隊の隊員みてえな、一流の機兵になれりゃそれでいい」


    　自分の拳にぐっと力を込める連れん理り。そんな彼女に逢アイ瀬セが言った。


    【ほほう。花はな枝え様はずいぶんと機兵隊に興味がおありのようですね】


    「おうよ。何せ機兵隊は、あたしの命を救ってくれた恩人だからな。あたしの憧れだぜ」


    　そう言って連理は、ふんすっ、とやたらでかい胸を大きく張った。


    「ほら。あたし、新しん宿じゆくの生き残りだから」


    　新宿の生き残り──。


    　この文脈での新宿とは、無論ただの地名を指す言葉ではない。それは、今からおよそ六年前に発生した、帝都と世界を震しん撼かんさせた無差別テロのことだ。新宿駅に程近いショッピングモールにしかけられた大量の爆弾が起爆し、数百人にのぼる民間人が犠牲となった。葦あし原はら皇こう国こく史上、最大規模の爆破テロだ。花枝連理がそのテロの唯一の生き残りであることは、凛りん児じも知っていた。テロにより、彼女が両親を亡くしていることも。生存者の氏名が載った当時の新聞記事は今でもネットで閲覧できるし、何より連理自身が別にそのことを隠しているわけではないため、学校でも周知の事実だった。


    　そしてこの新宿のテロにおいて活躍したのが──先ほど連理が言及したように──情報軍特殊部隊、機兵隊だった。


    　テロにより爆破されたショッピングモール。瓦が礫れきの山と化し、生存者の救出は絶望的と思われた現場において、その地に派遣された機兵隊が無類の働きを見せた。大おお雑ざつ把ぱな動きしかできない重機とは違い、機巧外骨格の二本の腕──繊細なマニピュレータが、次々に瓦礫を撤去していったのだ。完全な復旧までには一か月以上かかるといわれていた撤去作業が、機巧外骨格の働きにより一週間で完了した。


    　それまで情報軍内で実験的な部隊でしかなかった機兵隊にとって、この救助活動は彼らの初任務であると同時に、その名を世に知らしめるきっかけともなった。これにより当時まだその性能が疑問視されていた機巧外骨格の有用性が世界に認められるようになり、さらにはそれに併せて機兵隊も情報軍内での地位を確立していったのだ。


    「瓦礫の下敷きになってたあたしを、機兵隊の機巧外骨格が助けてくれてさ……。あたしが今こうしてこの学校で機兵を目指してんのは、あのときあたしを助けてくれた機兵みてえになりてえからなんだ」


    　そこで連理は肩を竦すくめ、


    「つっても、あんときは死にかけで意識が朦もう朧ろうとしてたから、当時のことはあんまり覚えてねえんだけどな。そもそも助けてくれた機兵はコクピットの中だから、顔もわかんねえし」


    【花枝様は、灯台もと暗しという言葉をご存じですか？】


    「なんだよ急に。知ってっけど、それがどうしたってんだ？」


    【いえ、別に】


    　含みのある逢アイ瀬セの台詞せりふに、連れん理りが怪け訝げんそうな顔を浮かべる。今の言葉がどういう意味なのか測りかねている様子だ。しかし気を取りなおして話を戻し、


    「そこにある《夜よる號ごう》。実はあれ、機兵隊の隊員が使ってた機体なんだぜ。あの王国戦争の最前線にも投入されたんだ。知ってたか？」


    「……そりゃね。これでも整備士の端くれだし。『始まりの機体』のことを知らないわけないよ」


    　連理の問いに、凛りん児じが答える。


    　彼女が言うように、《夜號》は機兵隊で運用された機体だった。そして同時に、《夜號》は情報軍によって最初期に造られた機巧外骨格の一つでもある。《墨すみ金がね》をはじめ現在主流となっている量産機のほとんどには、この《夜號》から取られた様々なデータが反映されていた。ゆえに《夜號》は、『始まりの機体』と呼ばれているのだ。


    　厳密にいえば、始まりの機体と呼ばれる機巧外骨格は、もう一機存在する。


    　これは一部の軍事関係者しか知らないことだ。そのもう一機がどうなったかについては、情報軍から一般向けには何一つ公表されていなかった。


    「それにしても……」


    　嬉々として機兵隊のことを語る連理を見て、凛児が言う。


    「虐ぎやく殺さつを行ったって言われてる情報軍の部隊に憧れるだなんて、変わってるね。世間じゃ、情報軍帰還兵や機兵隊は親の敵かたきみたいに嫌われてるのに」


    「まあ、確かに世間じゃそう言われてるけどよ……」


    　連理が憮ぶ然ぜんとした顔になり、


    「でも、あたしにはどうしても信じられねえんだよ。あのときあたしをあの瓦が礫れきの中から助け出して、優しい言葉をかけてくれた機兵隊が、罪のない人たちを手にかけた、だなんてよ。周りの奴らが何て言おうが、やっぱりあたしにはあの人たちがそんなことをしただなんて思えねえんだ」


    「…………」


    「それに、あの虐殺事件は情報軍の台頭を嫌う陸軍の陰謀だって説もある。だから真実がどうあれ、あたしは自分が信じるものを信じるよ。他の誰が情報軍のことをどう思おうとも、あたしが機兵隊に助けてもらったっていうその事実は変わらねえんだからな」


    　にっ、と連理が力強い笑みを浮かべる。そして彼女は《夜號》を見上げ、こう締めくくった。


    「機兵隊は王国戦争で全滅しちまったらしいけど……でももし、あのときあたしを助けてくれた機兵の名前でもわかりゃあ、一言『ありがとう』って墓前に伝えてえんだけどな……」


    　ぽつりと呟つぶやく連理。


    　そんな彼女の横顔を、凛児は何も言わずただ黙って見つめていた。


    



    　　　◆


    



    「暢のん気きな連中だ。虫むし唾ずが走る」


    　防さき人もりがライトバンを走らせていると、助手席に座る寺てら須すが口を開いた。彼は窓の外に目を向け、歩道を歩く人々を睥へい睨げいしている。


    　子連れの女性に、腰の曲がった老夫婦。学校をサボっていると思おぼしき学生や、営業回りのサラリーマンたち。そんな様々な人の姿を見て、寺須は憎しみもあらわに続けた。


    「奴らは、一体誰のおかげで自分たちの平和な日々があると思っているのだろうな。奴らの平穏を守るために誰が命をかけて戦い、そしてそのために誰が死んでいったのか。俺には、奴らがそれを理解しているとは到底思えん」


    「……そうだな」


    　呟つぶやき、防人も窓の外を見やる。


    「もし彼らがそれを理解してくれていれば、あんな真似まねをするはずがないからな」


    　防人が視線を向ける先。そこに、道路沿いに建てられた一軒の小さなビルがあった。その一階部分には、凜り々りしい軍服姿の青年を写した多数のポスターが貼られている。情報軍の志願兵募集事務所だ。情報軍以外の陸海空軍にもこのような事務所はあり、都市部に行けば葦あし原はら四軍への入隊を募る建物はいくつも見ることができる。


    　そんな情報軍の募集事務所。


    　それが現在、煤すすと焼け跡だらけになった無残な姿を晒さらしていた。


    　火炎瓶びんでも投げ入れられたのだろう。全焼して燃え尽きたというわけではないが、事務所の外壁には今も無数の焦こげ跡が残っていた。割られた窓硝子ガラスの向こうに、引き倒された事務机や椅い子すが転がっている。かろうじて焼け残ったポスターには、真っ赤なスプレーで「天てん誅ちゆう」だの「戦犯」だのという言葉が書き連ねられている。


    「だが、まあいい。これでかえって、覚悟も決まったというものだ」


    　寺須が皮肉を隠そうともせずに言って、


    「何人死のうが知ったことか。何人殺そうが知ったことか。今日こそ、俺たちの怒いかりを奴らに思い知らせてやる」


    　寺須がそう締めくくったとき、ライトバンが目的地に到着した。防人が車両を道路端に寄せ、ゆっくりと停車させる。後ろをついてきていた仲間の車たちも、同様に道路の脇へと停とまっていく。


    　車を降りると、防人たちは車道に看板を設置し始めた。一般車両の通行を制限するための看板だ。作業帽を目ま深ぶかに被かぶった男たちが、歩行者や車がこちらに近づかないよう誘導を行う。


    「…………」


    　黙々と自分に任された作業を行いながら、防人は前方の建物を見上げた。


    　そこにあるのは、いくつもの校舎。一般的な大学よりも遥はるかに広大な敷地を持つ、国内屈指の名門校。


    　皇立尚しよう特とく館かん高校──それが、防さき人もりたちの眼前にそびえ立つ学校の名称だった。


    「始めるぞ」


    　防人たちのリーダーである寺てら須すが号令をかける。それを受けて、作業服姿の男たちが各々のバッグを持ち、尚特館高校の名物である巨大な水堀の周囲に展開し始めた。防人も同様に自分の荷物を背負い、水堀の上に架かっている全部で四つの橋の一つ──自分たちのいる道路と学校正面の校庭とを繋つなぐ、年季の入った古びた鉄橋の中ほどへと立つ。


    　防人は橋の欄干にロープを括くくり付けると、その反対側を自分のベルトに通して固定した。そのまま欄干を乗り越え、いかにも橋の支柱を点検しているかのように振る舞いながら、水面まで下りていく。そして一定の高さまで来ると、彼はバッグからあるものを取り出した。


    　茶色の包み紙で包装された、長方形の物体。中身は、細断や変形などが容易な可か塑そ性せいの混合爆薬。俗に、プラスチック爆弾と呼ばれるものだった。


    　防人は慣れた手つきで信管を突き刺すと、その爆薬を橋の支柱へとセットしていった。
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    　尚しよう特とく館かん高校には、格納庫周辺に三つの校舎が隣接している。そのうちの一つ、第三校舎と呼ばれる建物に置かれた職員室に、凛りん児じの姿があった。


    「こちらが本日の整備記録になります。どうぞお受け取りください」


    「はい、確かに。いつもありがとうね、黒くろ宮みやくん」


    「いえ。それが僕の仕事ですので」


    　一日の授業が終了し、放課後になった尚特館高校。凛児は初老の女性教師に、日課の経過報告を行っていた。教師が報告書を受け取り、バインダーに綴とじている。


    【ふと思いましたが】


    　不意に逢アイ瀬セの電子音声が響き、


    【先生は、未だに紙媒体でデータを管理されておられるのですね。近年では、こういった報告書や資料などはパソコンやバンドを使って電子的に記録するのが主流だと聞いていますが】


    「そうね。でも、私みたいに教員歴の長い人間になると、昔から使ってる紙やプリントのほうが愛着が湧いてね。一応、仕事を終えるときに纏まとめてデータに入力するんだけど、普段はこっちの紙の出席簿を使っているの」


    　女性教師が柔らかく微ほほ笑えみ、左端が綴じ紐ひもで結ばれた黒い出席簿を掲げて見せた。旧時代の香りが漂うその古きよき出席簿の表紙には、「二年一組」という文字が入っている。確か、連れん理りが在籍するクラスだ。


    　経過報告を終えた凛児は、そのまま職員室を後にした。


    　校舎を出ると、外は尚特館高校の生徒で溢あふれかえっていた。きっちりと列をなして歩く生徒たちが向かっているのは、尚特館高校の講堂だ。今日の創立記念式典は、学校の講堂でとり行われることになっていた。


    　凛児が同僚たちのいる格納庫へと向かっているその道中、彼の背後から品性の欠けた大きな笑い声が聞こえてきた。


    「いやいや、いくらなんでも褒ほめすぎだよ、校長先生。さすがの儂わしも照れてしまうではないか」


    　背後を振り向く。凛児の後方にいたのは、尚特館高校の学校長や教頭などの管理職員──そして、葦あし原はら陸軍の軍服を着た肥満体の男だった。軍服の男は校長や護衛のＳＰたちをまるで小間使いのように引き連れ、何がそんなに楽しいのか癇かんに障さわる声で笑っている。


    　曽そ谷や九く郎ろう中将。来らい賓ひんとして今日の式典に招かれている陸軍軍人だった。


    「そんな、滅相もない。私はただ事実を述べているだけですよ」


    　校長が揉もみ手をしながら愛想笑いを振りまき、


    「今日の式典では、陸軍一の智将と名高い曽谷中将に数々の武勇伝を語っていただけると聞いて、生徒のみならず私たち教師一同も大変楽しみにさせていただいております。重ね重ね、本日はこの尚特館高校にご足労いただきまして、誠にありがとうございます」


    「これは参ったな。儂はあくまで一軍人に過ぎんからのう。他人に聞かせて喜んでもらえるような華々しい活躍などしておらんさ」


    　聞いているだけでＩＱが下がるのではないかと心配になる校長の陳ちん腐ぷなおべっかに、曽そ谷やはまんざらでもなさそうにだらしなく頬ほお肉を緩ゆるませていた。安っぽいお世辞に、安っぽい謙けん遜そん。いかにも権力志向の強い人間同士の会話といった具合だった。


    「何を仰おつしやいます。中将の軍歴は、どれも輝かしいものばかりではありませんか。特に、情報軍による虐ぎやく殺さつ事件を糾きゆう弾だんしたときなどは、その功績がメディアにも大きく取り上げられておりましたからな。あの事件を告発した中将たちの裏側ではどんな葛かつ藤とうやドラマがあったのか、是非聞かせていただきたいものです」


    「いやあ、困ったな。まさかそんなに期待されておるとは夢にも思わんかった。これは少し、儂わしも気合を入れて講演をせねばならんな」


    　などとそんな会話を延々と繰り返しながら、曽谷たちは凛りん児じの隣を通り過ぎて講堂へと向かっていった。その背中を見る凛児の瞳に、殺意に近い憎悪の光が宿っている。


    【絵に書いたような俗物ですね】


    　普段は抑揚のない逢アイ瀬セの電子音声に、ありありと侮ぶ蔑べつの響きが聞いて取れた。主人同様、このＡＩも曽谷が嫌いらしい。


    【凛児様。やはり今日は早々に仕事を切り上げて帰りましょう。この場に留まってあのような屑くずの声をお耳に入れてしまえば、鼓膜が腐ってしまいます】


    「わかってる。今日の整備報告が終わったことを班長に伝えたら、僕はもう帰るつもりだから」


    【それがよろしいです。では、帰宅したら一緒にゲームでもやりましょう。今日こそ凛児様には、ネット界隈でシューティングマスターの名をほしいままにした私の実力をご覧に──】


    「おい、邪魔なんだよ！　とっとと片付けろ。機体が仕舞えねえだろ！」


    　不意に、またも大きな声が響いてきた。


    　機巧外骨格の格納庫の前で、男子生徒──午前の授業で凛児たちに高圧的な物言いをしていた操縦科の生徒が、整備会社の同僚たちに声を荒らげていた。格納庫の前には、あの操縦科の生徒が運んできたらしき、頭部に赤いラインの入った《墨すみ金がね》を載せたトレーラーが停とまっている。目を凝らすと、格納庫の入り口付近に資材保管用のコンテナが横転していて、床の上に機材や機巧外骨格の武装などが盛大にぶちまけられているのが見えた。どうやら、何らかのアクシデントでコンテナの中身が零こぼれてしまったようだ。


    「何がとっとと片付けろだ」


    　生徒の相手をしている班長が、怒気を孕はらんだ声で言った。


    「機材が零れたのは、お前がトレーラーの運転ミスってコンテナを倒したからだろうが。傲ごう慢まんになるのにもいい加減限度があるぞ、クソガキ。俺たち整備士はお前たち生徒の奴ど隷れいじゃねえ」


    「うっせえんだよっ。こんな入り口にコンテナ置いといたてめえらが悪いんだろうが。いいからとっとと片付けろよ。機体を置くだけのスペースくらいすぐに作れんだろ」


    「ついさっき、本社での修理が終わった《墨すみ金がね》を格納したばかりだから今はスペースがねえんだよ。これからこいつの動作確認もしねえといけねえし」


    　班長が格納庫の奥を顎あごでしゃくる。そこには、新品同様に輝く《墨金》の姿があった。今日まで本社のほうで修理を行っていた機体だ。午前中に凛りん児じが生活指導の教師に話していたように、予定よりも早く修理が終わったため、今日の放課後に機体を運び込んだのだ。


    「なら、《夜よる號ごう》をどかせよ。どうせ飾られてるだけの機体なんだから、その辺に移して──」


    「アホ言え。《夜號》は元の機兵の脳波パターンが登録されてるせいで、他の人間が起動することはできねえんだよ。移動させるにゃ、それ用の重機がいる。そんなことはここの生徒なら知ってるはずだろ」


    　班長がいい加減うんざりしたように言って、


    「そっちの《墨金》に関しては、一時的に廃倉庫にでも置いとけばいいだろ。この後も格納庫には修理が終わった武装なんかが届くから、いつまでもトレーラーがここにあっちゃ邪魔になるんだ。今日はもう《墨金》を使う用事もねえんだし、廃倉庫なら機巧外骨格でも十分に仕舞っとける。じゃあな」


    「あ、おいてめえ……っ。くそが！」


    　班長が格納庫の中に消える。強制的に話を打ち切られた腹いせか、男子生徒がトレーラーの車体に蹴けりを入れた。相当ご立腹のようだ。


    　そして最悪なことに──その怒いかりの矛ほこ先さきが、よりにもよってこちらに向けられた。暢のん気きに突っ立って今のやり取りを見ていた凛児が、男子生徒と目を合わせてしまったのだ。


    「……はっ。ちょうどいいところにいたな」


    　そう言うと、彼はこちらが何の返事もしていないにもかかわらず、トレーラーの鍵を乱暴に投げて寄越した。


    「この機体を廃倉庫に仕舞ってこい。零こぼれた機材や武装の片付けもだ。ついでに、トレーラーの助手席に置いてあるノートＰＣと機材でデータの抽出もやっとけ。いいな、任せたぞ」


    「い、いや、あのっ」


    「なに絡んでだよ、富と樫がし」


    　今度は女子生徒の声がした。


    　声のしたほうを見る。そこに、青い通学鞄かばんを背負った花はな枝え連れん理りが立っていた。


    「七限目の模擬戦で負けたほうが相手の機体を片付けるって話だっただろうが。お前から吹っかけてきた勝負だぞ。なんで黒くろ宮みやにやらせようとしてんだよ」


    　連理が睨にらむ。視線に物理的な干渉力があれば、人体を蜂の巣にできるのではないかと錯覚するほどの目つきの悪さだ。その眼力に晒さらされた男子生徒、富樫はたじろぎつつも、


    「う……うるせえんだよ、花枝。てめえには関係ねえだろ。……つーかお前、式典はどうしたんだよ。なんで帰り支度なんてしてんだ」


    「サボりだよサボり。あたしは式典なんぞに出るよりも、寮に帰って筋トレしてるほうが性しように合ってるからな」


    「……チッ。調子に乗りやがって」


    　連れん理りの余裕ぶった態度が気に食わなかったのか、富と樫がしは舌打ちをして凛りん児じを睨にらんだ。


    「とにかく、機体のことは任せたからな。ちゃんと仕舞っとけよ！」


    　一方的にそう言い残すと、富樫は肩を怒いからせて講堂のほうへと向かっていった。格納庫の前に、凛児と逢アイ瀬セ、そして連理の三人が取り残される。


    【凛児様。私、本気で我慢の限界です。今すぐあの野郎の後頭部をバットでフルスイングし、学校の屋上から吊るしてやりましょう】


    「だから落ち着けって。僕は気にしてないから」


    「悪かったな、黒くろ宮みや。うちのクラスメイトが難癖つけて」


    　ぽりぽりと頬ほおを掻かき、連理が頭を下げる。


    「機体と武装の片付けはあたしがやっとくよ。こいつはあたしの機体だし。それに、どうせもう帰るつもりだったしな」


    「いや……その気持ちだけで十分だよ。ありがとう」


    　凛児は彼女の厚意に礼を述べつつも、その申し出を断った。


    「機体の格納も僕たち整備会社の仕事のうちだし、片付けは僕がやるよ。これ以上、女の子にかっこ悪いところ見せたくないしね」


    「くだらねえ意地張ってんな」


    【ＪＫにもなってオマタに膜が張ってそうな顔をした花はな枝え様に言われたくありませんね】


    「ぶっ殺すぞ！」


    　図星を突かれたのか何なのか、連理は顔を朱に染めムキになって言い返した。しかしすぐに冷静さを取り戻すと、


    「はあ、わかったよ。んじゃあ機体のことは頼んだぞ」


    「うん。花枝さんこそ、早くお墓参りに行ってあげて」


    「…………なんだよ。やっぱわかってたのか」


    「そりゃ、ね。今日は新しん宿じゆくの事件があった日だし」


    　ばつの悪そうな連理に、凛児が努めて深刻にならない声こわ音ねで言う。


    　凛児が言ったように、今日は六年前に新宿でテロ事件が起きたのと同じ日だった。


    　式典をサボる、などと悪ぶったことを言っていたが、実際はそれが方便であることに凛児は気づいていた。


    「ちぇ。そこは気づいても言わねえのが優しさじゃねえのかよ。かっこ悪いところ見せちまったじゃねえか」


    「ご両親の死を悼いたむことは、別にかっこ悪いことなんかじゃないよ。そんなことで強がったって何にもならないんだから」


    「はあ、わーったよ」


    　連れん理りはぷらぷらと手を振り、


    「んじゃあたしはこれで……って、あれ？　っかしいな、表示枠ウインドウが出ねえ」


    　中空に指を這はわせようとした連理が、形のいい眉まゆを寄せた。どうやらネット機能を使おうとしたが、カチューシャが反応せず視界に何も展開されないようだ。


    　連理が自分のＡＩを呼び出し、


    「おい、マクレーン。アイコンが出ねえぞ。どうなってんだ？」


    【提言。マスター、『どうなってんだ？』という発言の意味が理解できません。主語を明確にした再質問を要求します】


    「だからよお」


    「いや、花はな枝えさん。頭、頭。カチューシャつけてないでしょ。それじゃ網膜投影もできないよ」


    　融通の利かないアメリカ製商用ＡＩに苛いら立だつ連理の頭部を、凛りん児じが指差した。装着者の脳波を読み取るために必須の装置、カチューシャが連理の後頭部にかけられていなかったのだ。


    　バンドとカチューシャは、二つ揃そろって初めて連動するウェアラブル機器である。パソコンで言うところの本体に該当するバンドがあっても、ディスプレイを司つかさどるカチューシャがない状態では、視覚野に信号を送って視界に映像を投影することはできないのだ。


    「あ、マジだ。教室に忘れちまったのか」


    　鞄かばんやスカートのポケットを漁あさるが、目的のカチューシャは見つからないようだ。連理は面倒くさそうに溜ため息いきを吐つくと、二年生の教室がある第二校舎のほうに踵きびすを返した。


    「しゃあねえ。捜してくるわ。んじゃな、黒くろ宮みや。あとそっちのポンコツ変態ドスケベＡＩ」


    【そんな、変態だなんて……。私なんてまだまだですよ】


    「褒ほめてねーよバカ」


    　なぜか照れる逢アイ瀬セにツッコミを入れ、連理は自分の教室がある第二校舎へと戻っていった。


    



    【オーラーイ、オーラーイ。ストーップ】


    　こちらの網膜に映る光景から外の空間を立体的に認識した逢瀬の合図を受け、凛児はトレーラーを停車させた。荷台に載っている頭部が赤い《墨すみ金がね》と、先ほど格納庫の前でぶち撒まけられていた装備などの入ったコンテナが廃倉庫の中に納まったことを確認し、車外へと出る。


    　この廃倉庫は、尚しよう特とく館かん高校の敷地の中でも特に辺境に位置している。歩くたびに軋きしみをあげる床に、皹ひび割れた窓硝子ガラス。立地の関係でほとんど日が当たらないため、日中でも薄暗い上に肌寒い場所だ。十年ほど前まではここは講堂として利用されていたのだが、建物全体の経年劣化が進んで安全性が確保できなくなったことに加え、校舎側に現在の新しい講堂が建てられたこともあり、使用頻度が激減。今では最低限の耐震補強だけを行い、置き場に困った様々な物品の保管所として体ていよく活用されていた。今でこそ尚しよう特とく館かん高校は機巧外骨格の関係者を育てる学校に変わっているが、元々は古くから続く一般的な士官学校であったため、校舎を含めた多くの建物はかなりの年数を迎えているのだ。


    【それにしても、相変わらずここにはいろいろなものがありますね】


    　逢アイ瀬セが呟つぶやき、


    【跳び箱やマット、駐車違反で撤去された自転車に、使えなくなった機巧外骨格の機材。倉庫というよりはもはやただのゴミ捨て場ですね。不法投棄ではないだけマシですが、子どもの教育を担う学校としてこれはいかがなものかと】


    「それもだけど、僕はあっちのほうが気になるよ」


    　と言って、凛りん児じが頭上を見上げる。廃倉庫の天井に張り巡らされた梁はりのあちこちが、見るからに腐っていたのだ。湿気のせいで腐食が激しいのか、天井に渡らせている無数の柱が黒く変色している。今にも崩れてきそうなほどの劣化具合だ。


    【この倉庫は建築されてから五十年以上経過しているそうですからね。その場しのぎの耐震補強を繰り返したせいで、建物自体に限界が来ているのでしょう】


    　逢瀬がそう説明し、


    【それよりも、凛児様。花はな枝え様にはあのように仰おつしやっておられましたが、本当にデータの吸い出しまでなさるおつもりですか？　そんなことをしたら、またコクピットに入って機体のシステムを立ち上げることになりますが】


    「……しまった。考えてなかった」


    【全く、仕方がありませんね。クモを出してください。私が凛児様の代わりに──】


    　ぴぴぴ、ぴぴぴ。


    　不意に、間の抜けた音が廃倉庫に鳴り響いた。電話の呼び出し音を思わせる電子音だ。


    「……？　どこから鳴ってるんだ、この音」


    【音源を特定しました。どうやら……この音は、《墨すみ金がね》のコクピットから出ているようですね】


    「…………なんだか、今日はやたらとコクピットに用事ができる日だな」


    　そう呟つぶやくと、凛児は廃倉庫の奥へと歩いていき、撤去された自転車のハンドルから外付けのＬＥＤライトを取り外した。凛児はそのライトで薄暗い廃倉庫を照らしつつ、トレーラーの荷台で体育座りをする《墨金》へと近づいていく。


    　機体をよじ登ると、凛児は開けっ放しにされていた項うなじの装甲の上に立った。間違っても下に落ちたりなどしないよう十分に注意しつつ、コクピットを覗のぞき込む。


    【カチューシャ、のようですね】


    　凛児がコクピットの中をライトで照らすと、逢瀬が言った。確かに、座席の上には凛児が使っているのと同様のウェアラブル端末が置かれている。この電子音はあのカチューシャから出ているようだ。おそらく、装着者による反応が長時間なかったため、カチューシャの通知機能が網膜投影モードから呼び出し音モードへと自動で移行されたのだろう。


    「花はな枝えさんのか……」


    　彼女の発言によれば、操縦科の生徒たちは午後の授業でも機巧外骨格による模擬戦をしていたそうなので、このカチューシャは十中八九彼女のもので間違いないだろう。どうやら連れん理りは、模擬戦の後そのままカチューシャを置き忘れてしまったようだ。


    　凛りん児じがコクピットに手を突っ込み、カチューシャを取り出す。


    【花枝様は今頃、自分の教室でありもしないカチューシャを捜し回っているのでしょうね。あのでかい尻しりを振って教室中をおろおろとしていることでしょう。マジ爆笑ものです】


    「お前ほんと口悪いな」


    【戦闘中の凛児様ほどではありませんよ】


    　これっぽっちも反省する気などないのか、逢アイ瀬セがしれっと言ってのけた。


    



    　　　◆


    



    　バンドとカチューシャに代表されるウェアラブル機器は、今や人々の生活に欠かせない重要な通信機器となっている。ただ装着するだけでネットへの接続、通話、座標取得など様々な機能を利用することができる上に、その操作の多くはバンドに挿入されているＡＩによって代替されるため、人間がこの機器を使用することで発生する苦労はほとんどない。


    　しかし、そんな革新的な機能を持ったウェアラブル機器だが、その利便性が時に徒あだになる場合もある。具体的には──高校の警備員でありながら、職務中に競馬のネット中継を観るために表示枠を大きくしていたせいで、監視カメラに映る不審車の存在に気づけなかったときだ。


    「おいおい……」


    　警備員室の椅い子すに腰掛ける二人の警備員──そのうちの年配のほうが表示枠を消去し、監視カメラの映像を映す液晶ディスプレイに視線を注いだ。


    　カメラが捉えている不審車とは、輸送用の大型トレーラーだった。そのトレーラーは裏山の山道を通ってきたのか、学校の裏門から敷地内に入って停車している。裏門は警備員室から目と鼻の先にあるため、ここからでもその車体を確認することができた。


    「無断駐車ですかね」


    　相方の若い警備員が、こちらの肩越しに液晶を覗のぞき込みながら聞いてきた。


    「かもな。ったく、許可も取らずに勝手に停とめやがって。常識がねえのか」


    　悪態をついていると、件くだんのトレーラーから運転手たちが降りてきた。作業帽を目ま深ぶかに被かぶってマスクをつけた二人組の男が、警備員室のほうへと歩いてくる。


    「ちょっと君たち。誰の許可を取って勝手に車を──」


    　年配のほうが警備員室の窓を開けた瞬間、彼の顔面と左胸に何かが撃ち込まれた。


    　ごく小さな、しかし非常に高速の物体。それが鉛でできた弾丸であると気づくこともなく、年配の警備員は後ろに吹き飛び、床の上に背中を打ちつけた。


    　遠のく意識の中、同僚の鋭い悲鳴が聞こえてきた。しかしそれもすぐに途切れ、同僚の声は聞こえなくなる。おそらく、彼も自分と同じ運命を辿たどったのだろう。


    「アキツ８よりアキツ１へ。裏口を制圧したぜ。始めてくれ」


    　サプレッサーが装着された銃を下ろし、男の一人が無線機に報告していた。


    



    　　　◆


    



    　防さき人もりたちは作戦を開始した。


    　尚しよう特とく館かんへと続く橋の入り口にぴったりと偽装公用車を駐車し、外部からの侵入を遮断。そのまま彼ら四十人の同志たちは橋を渡り、帽子とマスクで素顔を隠しながら作業服の上からタクティカルベストを着用する。もう誰の目を憚はばかる必要もないため、堂々とバッグから短機関銃サブマシンガンを取り出していく。


    　橋を渡りきると、眼前に大きな校庭が広がっていた。校庭の先には、機巧外骨格の格納庫や校舎などが横一列に並んでいる。彼らが目指しているのはもちろん、その最西端に置かれた講堂だ。講堂の東隣に建つ、五階建ての第一校舎──その屋上にある巨大な貯水タンクから、鴉からすの群れが一斉に飛び立った。これから始まる惨劇を感じ取ったのかもしれない。


    　校庭を縦断すると、何人かの仲間が防人たちから分かれ、校舎や格納庫へと向かっていった。講堂以外の場所に生徒や教師がいないかを確認し、格納庫にある機巧外骨格を奪取するためだ。機体は現在、整備会社の人間が本日最後の点検を行っているため、今ならハッチもロックされていない。


    　寺てら須すの率いる本隊が、真っ直すぐに講堂へと歩みを進める。講堂の入り口に、スーツ姿の男が複数人立っていた。曽そ谷やの護衛だ。彼らがこちらに気づき、弾かれたように懐ふところに手を入れた。


    「やれ」


    　しかし彼らが何か行動を起こすよりも早く、寺須の指示を受けた仲間たちが短機関銃を発砲した。夕陽に染まりつつある学校にマズルフラッシュが瞬またたき、派手な銃声が響き渡る。護衛の男たちは、悲鳴をあげることさえできず呆あつ気けなく死んだ。


    　寺須は彼らの死体を蹴けり飛ばすと、講堂の扉を開けた。


    　講堂の中は、煌きらびやかな飾りや豪華な食事で彩られていた。生徒たちは立食しながら、友人同士で楽しく談笑している。防音設備がしっかりしすぎているせいか、今の銃声は聞こえなかったようだ。彼らは何の憂うれいもなく、今日のパーティーを楽しんでいる。


    　講堂奥にあるステージ近くに設けられた来らい賓ひん席では、この式典のために呼ばれた男女が教師たちの接待を受けていた。こちらから見えるだけでも、都議会議員に民間軍事会社の重役、政府高官など、多数の著名人が招かれているのがわかった。


    　そしてその中には、あの男──曽谷九く郎ろう中将の姿もあった。


    「あそこだ」


    　防さき人もりが、曽谷の位置を指し示す。寺てら須すが頷うなずき、数名の仲間に入り口を封鎖させると、生徒たちの間を掻かき分けて曽谷のもとへと歩きだした。押しのけられた生徒が不快そうに寺須を見るが、彼の手に拳銃が握られていることに気づくと、はっと息を呑のんで硬直した。


    「……ん？　なんだね、君たちは」


    　教師たちと話しこんでいた曽谷が、遂にこちらの存在に気づいた。曽谷の側近らしき中年の男が、近づいてきた防人たちを無遠慮にねめつける。


    「こら、無礼者どもめ。中将閣下は今こちらの先生方とお話し中だ。サインなら後にしろ。全く、どこの誰か知らんが──」


    　発砲。


    　寺須の放った銃弾を受け、いけ好かない調子でべらべらと喋しやべっていた曽谷の側近が、額の風通しをよくして床に倒れた。突如反響した銃声に、講堂の中が静まり返る。この場にいる全員の視線が、自動拳銃を構える寺須に注がれていた。


    「な…………え、は……？」


    　何が起きているか把握できず、呆ぼう然ぜんとする曽谷。防人はそんな彼の襟えり首くびを掴つかんで力任せに引き倒すと、瞬またたく間に曽谷の肉体を完全に拘こう束そくした。他の来らい賓ひんたちも防人の仲間に手荒く膝ひざをつかされ、同様の扱いを受けている。これで、来賓の確保は完了だ。
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    「紳士淑しゆく女じよの諸君。こんばんは」


    　来らい賓ひんの拘こう束そくを防さき人もりたちに任せた寺てら須すが、ステージに上がってそう言った。彼はゆっくりと講堂を見渡し、この場にいる全ての者に語りかける。


    「各自、この状況が全く掴つかめていないことだろう。だが生憎あいにく、我々は君たちの疑問に答えるつもりは一切ない。君たちは、これから私が言うことだけを理解すればそれでいい」


    　寺須はそこで言葉を区切り、深く息を吸い込むと、


    「この学校は、我々が占拠した」


    　厳おごそかな声で、はっきりと宣言した。


    「今後、ここにいる全員は我々の指示に従ってもらう。我々に逆らう者、この講堂から逃げ出そうとする者、我々の行動を妨げようとする者は、警告なしに射殺する。例えば、このように」


    　無造作に拳銃を構えると、寺須は引き金を絞った。


    　乾いた銃声とともに、バンドを起動させて警察に連絡しようとしていた生活指導の教師の太ふと股ももに風穴が生まれた。教師が叫び、食事の載ったテーブルごと床に倒れ込む。続けて、さらなる銃声。激しい痛みにもがき苦しむ彼の頭部に、二発目の銃弾が食い込んだ。生活指導の教師の絶叫がぴたりと止やみ、その場に夥おびただしい量の血ち溜だまりが作られる。


    　一際深い静寂が訪れた、その直後。


    　講堂に、爆発的な絶叫が炸さく裂れつした。


    「静粛に。静粛に」


    　寺須が天井に向けて拳銃を撃つ。防人の周囲にいた仲間も、短機関銃サブマシンガンをフルオートでばら撒まいてこの場にいる全員を威い嚇かくする。生徒や教師、来賓たちは、見ているこちらが気の毒に思うほどの恐慌状態に陥りながらも、何とかそれぞれの悲鳴を飲み込んだ。


    「これで少しは、自分たちの置かれた状況を理解できただろうか。理解できたのならそれでいい。それでは君たちには、我々とともに長い夜に付き合ってもらうこととしよう」


    　静かに瞳を閉じると、寺須は懐ふところから遠隔式の起爆装置を取り出し、そのボタンに指を添える。


    「では諸君。この狼煙のろしが、王国戦争で散っていった我らの戦友に届くことを願って──」


    



    　　　◆


    



    　銃声らしきものが聞こえたと思ったその数分後に、いつも通学に使っているオンボロの橋が唐突に爆発する光景を、連れん理りは自分の教室からはっきりと見ていた。


    「…………」


    　あまりに現実感を欠いたその光景に呆ぼう然ぜんとしかけるが、爆破は一発ではなかった。校庭前の鉄橋が吹き飛んだその数秒後、立て続けに三つの爆破音が轟とどろいたのだ。いずれも、残り三つの鉄橋がある方角からだ。


    　事態の急変は、橋の爆発だけではなかった。


    　この第二校舎の西に隣接している格納庫の中から、六機の《墨すみ金がね》が続々と現れた。周囲を警戒しつつ格納庫前の舗装路に展開し、腰部の推進器、ＥＭドライブを駆動。推進器内部で反射されたマイクロ波が、莫大な推力を放出する。ＥＭドライブの青白い閃せん光こうを噴かし、《墨金》が大きく跳躍して次々に格納庫から飛び出していった。


    　はっとして虚脱状態から立ち直った連れん理りは、反射的に身を伏せて顔だけを窓から覗のぞかせた。六機の《墨金》のうち三機は校舎前方の校庭に散開し、周囲を警戒。別れた三機はＥＭドライブの推進で校舎を飛び越え、学校の背後にある裏山のほうへと向かっていった。同級生がイタズラで機巧外骨格を持ち出しているだけだ──という希望的観測を支持したい気持ちが膨ふくれ上がるが、残念ながら連理の理性ははっきりとその可能性を否定していた。


    《墨金》が連理のいる第二校舎から離れていったことを確認すると、彼女は視線を窓の下へと向けた。見ると、隣の格納庫や第三校舎から、武装した複数の男たちが整備士や教師を乱暴に連れ出そうとしていた。講堂以外の場所に学生や教員がいないか捜していたのだろう。となれば当然、この第二校舎の中にも『敵』が侵入してきているのは間違いない。


    　敵。テロ。爆発。


    　それらのフレーズが過よぎった瞬間、両親を喪うしなったあのときの光景が連理の脳裏を蹂じゆう躙りんした。


    「っ……」


    　猛烈な嘔おう吐と感が込み上げ、心拍数が跳ね上がる。喉のどの奥が干上がり、視界が灰色に塗り潰つぶされる。連理は心臓を押さえたまま、ずるずるとその場に蹲うずくまった。ぎゅっと思い切り目を瞑つむり、何度も深呼吸を繰り返す。


    　まさか、よりにもよって今日、再びテロに遭遇するとは。


    　──お父さん。お母さん。


    　無意識のうちに、連理は心の中で両親に呼びかけた。しかし無論、返事などあるはずがない。当たり前だ。二人は死んだ。とうの昔に死んだ。夢であってほしいと何度望んでも、二人が死んだのは紛まぎれもない現実だった。


    　そう──だから、目の前のこれも、あのときと同じ現実なのだ。


    　そして、同時に痛感する。


    　自分は、まだあのとき、あの場所、あの過去から、一歩も抜け出せていないのだと。


    　連理の心は、今もあの崩落した瓦が礫れきの中に閉じ込められているのだと。


    　──動け。


    　制服の左胸を掴つかみ、連理が心の中で自分に言った。


    　動け。動くんだ。今ここで立たなければ、またお前は誰かを喪うことになる。そうならないために、お前は今日まで努力を重ねてきたはずだ。もうあんな思いをしないために、この学校で自らを鍛え上げてきたはずだ。そうだろう、花はな枝え連理。


    　偽いつわれ、自分を。お前は強い人間だ。何もできなかったあのときのお前じゃない。お前は少なくとも、この学校では誰よりも優れた兵士のはずだ。そう思い込め。


    　二人は、お前のわがままのせいで死んだ。


    　だからお前は強くならなければならない。強くなって、今度こそ他の誰かの命を守らなければならない。


    　それがたとえ何の意味もない代償行為だったとしても、それがお前にできる、唯一の贖しよく罪ざいなのだから。


    　自身にそう言い聞かせると、やっと身体からだが反応してくれた。視野が広がり、脳が回転を開始する。連れん理りが今日までこの学校で学んできた知識が、彼女に何をすればいいのかを語りかける。


    　まずは外部への連絡だ。この状況を警察に伝えなければならない。


    　既に教室中を捜し回ったが、ここに連理のカチューシャは見当たらなかった。つまり、現状ではバンドを使っての電話はできないことになる。しかし、東に隣接する第三校舎の中の職員室にならば、固定電話が置かれているだろう。隣り合う第二校舎と第三校舎はそれぞれの三階が空中廊下で繋つながれているため、移動すること自体は簡単だ。


    　だが、連理は第三校舎へ行こうとはしなかった。あちらにもまだ敵は残っているだろうし、そもそも既に電話回線が切断されている可能性もある。敵との遭遇を避けるためにも、使えるかどうかもわからない固定電話のために危険を冒すのはナシだ。


    　別の教室を捜せば、もしかしたら他の生徒が置き忘れたカチューシャを見つけられるかもしれない。しかし基本的にカチューシャは、連動が認証されているバンド同士でなければ機能しない。セキュリティの都合上、所有者の異なるバンドとカチューシャを組み合わせて使用することはできないのだ。


    　つまり、連理が確実に外部と連絡を取るためには、自分のカチューシャを見つけるしかなかった。カチューシャさえ見つけられれば、固定電話と違って、前世代まで使われていた携帯電話のように、基地局に電波を飛ばせる限り通話機能が使用できる。


    　この教室にカチューシャはない。他に忘れてきたと考えられる場所は、連理の《墨すみ金がね》のコクピットの中か、または──パイロットスーツに着替えるための更衣室。第二校舎の三階だ。この教室の下に位置している。


    「……行くぞ」


    　連理は自分のパイロットスーツの入ったバッグを背負い、音を立てることなく教室の外へ出ると、その足を更衣室のほうへと向けた。


    



    　　　◆


    



    　遠くから地割れのような音が響いたかと思うと、今度は大きな震動が廃倉庫を揺らした。


    「っ」


    　赤い《墨金》の肩に立っていた凛りん児じが、その震動で機体から放り出された。しかし凛児は落下中に身を捻ひねって姿勢を調節し、しっかりと足から着地する。


    【凛りん児じ様】


    「……ああ。わかってる」


    　老朽化の激しい廃倉庫が、震動の余波でみしみしと異音を立てている。明らかに、自然な揺れ方ではなかった。


    「今のは……爆破の音だ」


    　廃倉庫の窓から外を見る。ずっと遠くの南西の空に、煙が昇っているのが見えた。方角から察するに、校庭の近くで何らかの爆薬が炸さく裂れつしたのだろう。爆薬が仕掛けられたのは、学校前の鉄橋か。同じ方角には三つの校舎と格納庫、そして講堂もあるが、さすがにそれらが爆破されたのならもっと大きな崩落音が聞こえたはずだ。消去法的に、爆破されたのは鉄橋だと推測される。


    　そしてこの尚しよう特とく館かん高校には、同様の橋があと三つ──。


    　瞬間、立て続けに三つの爆発音が鳴り響いた。


    　先ほどとは比べ物にならない激震が、廃倉庫を襲った。大気が揺れて地面が震ふるえ、爆撃を思わせるほどの震動が駆け抜ける。凛児は咄とつ嗟さに体勢を低くし、衝撃に備えようと身を固くした。


    　だが、この衝撃に廃倉庫のほうが耐えきれなかった。


    　ばりばりばり、と破滅的な音が聞こえたかと思うと、天井が崩れ落ちた。今の揺れで、劣化していた梁はりが完全にへし折れたのだ。巨大な木材の塊が、トレーラーの上に載った《墨すみ金がね》に激突する。そして、四散した拳大の破片が凛児の額に直撃した。


    【凛児様！】


    　崩落の轟ごう音おんに逢アイ瀬セの叫びが掻かき消される。頭部に強い衝撃を受けた凛児が、そのまま膝ひざから力を失って倒れ込んだ。視界がぐるぐると回転し、目に映る全てが歪ゆがんでいく。


    　意識を失いかける寸前、過去の記憶が走馬灯のように蘇よみがえる。


    　凛児の意志に反し、彼は記憶の渦の中へと沈んでいった。


    



    　　　◆


    



    　近きん傍ぼうの村で、多数の民間人が死亡している。


    　その報しらせが凛児たち情報軍に入ったのは、王国戦争が勃ぼつ発ぱつして三年が経過しようとしているときだった。


    　広葉樹の生い茂る、夜のジャングル。不快極まる高温多湿のその中を、複数の機巧外骨格が駆けていた。沼地や岩場などを軽々と飛び越え、鬱うつ蒼そうとした森林を高速で走る巨人の軍団。足並みは早いが、周囲の警戒も怠おこたらず、無駄な足音一つ立てていない。行軍の様子から見ても、その機巧外骨格の機兵たちの技量が窺うかがえる。


    　闇やみの中を疾風のように駆ける彼らは、機兵隊。機巧外骨格に関しては、世界でも有数のプロフェッショナルたちで構成された部隊である。


    『凛りん児じ』


    　先を走る味方の機巧外骨格から、自分の名前が呼ばれた。凛児は前方を走るその白い機体に応答する。


    「はい、大尉。なんでしょう」


    『虐ぎやく殺さつの情報。お前はどう見る』


    　静かな声で、白い機体の機兵が言った。


    　彼の名は、防さき人もり護ご道どう。情報軍にて大戦に従軍したこともある歴戦の兵士にして、凛児たち機兵隊の隊長だ。歩兵としてはもちろん、機兵としても極めて優秀な人物で、精鋭中の精鋭しか選ばれない機兵隊を束ねる実力者である。これまで数多あまたの秘密作戦に参加し、佐官に昇進できるほどの武勲を立てたというのに、仲間とともに現場で戦いたいがために大尉待遇であり続けるという、本物の戦士だ。


    「正直なところ、引っかかる箇所が何点かあります」


    　凛児は自身の愛機《夜よる號ごう》を走らせながら応じ、


    「現地人からの匿とく名めいの通報。それが示している村は、情報軍が統轄する占領地の一つです。情報軍の目を掻かい潜くぐって虐殺を行ったなど、にわかには信じられません。もし通報が真実だとしたら、犯人は僕たちを出し抜くほどの実力を持っていることになります」


    『同意見だな。犯行は、王国軍の手によるものだと思うか？』


    「いいえ。現地人を纏まとめあげて独立王国を築いた彼らが、その現地人に手を出すとは思えません。連中がこんな戦争を引き起こす程度に頭がどうかしているのは間違いありませんが、しかしその可能性は低いと思われます」


    『それも同意見だな』


    　白い機体《日輪ひのわ》が、こちらを振り返る。先頭を行く《日輪》に続く形で、凛児の《夜號》と他の隊員たちの《墨すみ金がね》が走っている。


    　その数は、わずか五機。


    　戦力を出し渋っているわけではない。現状、機兵隊に残された戦力はこれで全てだった。三年にわたるこの王国戦争のせいで、隊員のほとんどが戦死したのだ。


    　その事実に、隊長として感じるところがあるのだろう。《夜號》のほうを振り返っていた《日輪》が、ぽつりと零こぼした。


    『どちらにせよ、現場を確認しなければならない。だが、誤報であることを祈るばかりだ。俺はもう、無意味な死体など見たくはないからな』


    　そのとき、ジャングルが開けた。


    　木々の少ない開けた盆地。そこに、小さな村落があった。戸数はそれほど多くはない。村民の数は、せいぜい百人程度といったところだろう。


    　結果的に、凛りん児じのその推測は正しかった。


    　何せその百人余りが、死体となって彼らの目の前に転がっていたのだから。


    『こ、こいつぁ……』


    　隊員の一人が息を呑のむ。まるで吐き気を抑えるように、《墨すみ金がね》が自分の口元を手で覆おおった。


    　村の至るところに、村人と見られる人々の骸むくろが晒さらされていた。老いも若きも、男も女も関係ない。腰の曲がった老人から母親に抱かれた赤ん坊まで、全員が一切の差別なく平等に死んでいる。村人たちは、おそらく機銃の斉射を受けて殺されたのだろう。どの死体にも、大口径の銃弾による銃創が見て取れた。


    【──スキャン終了。遺体の数は、全部で百十四に上ります】


    《夜よる號ごう》に接続された逢アイ瀬セが報告する。


    【生存者はありません。……非武装の民間人が、一人残らず丹念に殺されています。これを行った輩やからは、よほどの屑くずのようですね】


    「大尉……」


    　凛児が防さき人もりに声をかける。村の中央に跪ひざまずき、子どもの遺体を見つめている《日輪ひのわ》。防人はしばらくそのままでいると、押し殺した声で僚機に命じた。


    『……真しん悟ご。本部に連絡だ。通報は正しかった。村人たちは全員死亡。何者かに殺されている。早急に応援を呼ぶように伝えろ』


    『り、了解。今すぐ──』


    　そのときだった。


    　防人の言葉に応じた《墨金》に、彼方から飛来した砲弾が直撃した。


    「──っ！」


    　榴りゆう弾だんの炸さく裂れつにより眼前の仲間が即死したのを目の当たりにした瞬間、凛児は《夜號》を近くの石垣に飛び込ませた。即座に反応した《日輪》や他の《墨金》も同様に手近な物で遮しや蔽へいを取る。アクティブセンサーで周囲を走査した僚機が、鋭く叫んだ。


    『くそ！　王国軍だ。包囲されています！』


    　村を囲む小高い山地。そこに、王国軍の機甲部隊の姿があった。重火器で武装した歩兵や戦車。さらには、多数の機巧外骨格の機影も確認できる。王国戦争で機巧外骨格が普及したことにより、情報軍だけでなく陸軍や海軍でもこの兵器が配備されたことから、王国軍はまだ練度の低い陸海軍から多数の機巧外骨格を鹵ろ獲かくしていたのだ。しかも王国軍はそれらを元手にして、独自規格の機体さえも開発していた。


    『畜生、待ち伏せだとッ。俺たちの情報が漏れてやがったのか……!?』


    　轟とどろく砲声。機兵隊の頭上から、敵弾が弾雨となって降り注ぐ。次々に撃ち込まれる迫撃砲やグレネード。爆撃さながらの攻撃に、凛児たちはその場に釘くぎ付けにされようとしていた。


    『カムイ１より全ユニットへ。狼狽うろたえるな。この程度で腰を砕いてどうする。たとえ全てを失おうとも、それでも俺たちは機兵隊だ。皇こう国こく最強の特殊部隊だ』


    《日輪ひのわ》からの通信。この状況においても冷ややかな防さき人もりの声が、奇襲を受けて連係を乱しかけていた仲間たちを繋つなぎとめた。


    『よく聞け。この包囲網を打ち破る。正面突破だ。斬り込み役は《日輪》と《夜よる號ごう》。俺と凛りん児じが道を斬り開く』


    『し、正面突破？　いくらなんでもそいつぁ』


    『ありえない──と、敵もそう考えているだろう。だからこそ、そこに勝機がある。完全包囲して勝利を確信している連中の鼻っ面に真正面から殴りかかり、敵が想定している戦況推移と作戦の全てをぶち壊す。俺は後戻りが嫌いだ。前進して撤退するぞ』


    『……相変わらずイカレてんぜ、大尉は』


    　仲間の一人、大和やまとが皮肉げに零こぼし、


    『だけど、それでこそ機兵隊俺たちの隊長だ。ここまでついてきた甲か斐いがあるってもんだぜ』


    『島しま津づの退き口って奴ですか。まあ俺も、どうせ死ぬなら前のめりがいいですね』


    　残った仲間が軽口を叩たたいて応答する。その声に、先ほどのような絶望的な響きは聞こえない。防人は、部隊の士気を回復させることに成功したのだ。《日輪》が《夜號》を見据える。


    『やれるな、凛児。俺の背中は任せたぞ』


    「……もちろんです。地獄までお供します」


    　防人の信頼に満ちた言葉に、凛児が頷うなずき返した。《日輪》がぐっと親指を立てる。


    　間断なく響く敵の砲声。舞い上がった砂さ塵じんと爆炎で視界が霞かすむ。敵は濃密な弾幕を維持しながら、包囲網を徐々に狭めてくる。


    　その砲撃の豪雨が、ほんの一瞬だけ止やんだ。敵部隊が砲身の冷却を行ったのだ。


    『走れ！』


    　その怒声に弾かれ、凛児たちが一斉に飛び出した。


    　刹せつ那なの間かん隙げきを突き、敵陣のど真ん中に走りだす機兵隊。その決死の特攻に、敵機の反応がわずかに遅れた。完全に包囲されておきながら逃げも隠れもせず突撃した凛児たちに意表を突かれたのだ。千せん載ざい一いち遇ぐうの好機だった。


    　発砲。《日輪》と《夜號》のライフルが同時に火を噴き、正面にいた装甲車を吹き飛ばす。包囲網に生じたその穴に二機が飛び込み、中央で部隊の統轄を行っていた指揮官らしき敵歩兵を蹴け散らした。《夜號》の蹴りにより、指揮官の身体からだが血煙に変わる。一切足を止めず疾走しながら、凛児は逢アイ瀬セに叫んだ。


    「精神加速装置、フルスロットル！」


    【セット。チャージ。──イグニッション】


    　瞬間、凛児の世界が静止した。


    　精神加速装置。それは、全ての機巧外骨格に搭載された特殊ユニットの名称だ。コクピットに埋め込まれた信号素子が機兵の脳を刺激し、神経伝達物質の分ぶん泌ぴつを促進する。これにより機兵は、集中力や反射神経の向上、体感時間の延長といった様々な恩恵を得ることができるのだ。装置の起動中は機兵の思考速度に合わせて機体も反応するため、結果として機巧外骨格は従来の兵器では太刀たち打ちできないほどの驚異的な超高速機動を取ることを可能としている。これにより機巧外骨格は、既存の兵器を凌りよう駕がする圧倒的な反応速度を手に入れ、陸戦の覇者となっていた。


    　奇妙に間延びした世界の中、同じように精神加速装置を起動した敵の機巧外骨格が迫る。凛りん児じはその敵機に先手を許さず、《夜よる號ごう》を一気に肉迫させた。すれ違いざまに引き抜いたナイフを項うなじに突き込み、首筋を破壊。敵機のコクピットを、鋭利な刃が貫き通す。


    「次……！」


    　鋭く呼気を吐き、《夜號》が特攻を続ける。凛児の隣では、防さき人もりの《日輪ひのわ》が次々に敵機を撃破していた。単射に切り替えた対鎧アンチアーマーライフルで精密な銃撃を行い、敵の猛攻を押し留める。それに呼応し、背後から仲間の《墨すみ金がね》が援護射撃を行いながら前進。数で圧倒的に劣る機兵隊が、死に物狂いで敵陣中央をこじ開けていく。


    　自殺紛まがいの神風突撃。しかし、その狂気じみた特攻が活路を開いた。防人の予想どおり、自分たちが想定していた作戦を崩された敵が後手に回ったのだ。濁流のような前進的撤退を繰り出す機兵隊に、敵の対応が追いついていない。早々に指揮官を失った敵は、包囲網を千々に乱していた。いける。突破できる。このままいけば──。


    　直後、味方の《墨金》が敵弾を受け、右足を爆裂させた。


    「飛鳥あすかさん!?」


    　凄すさまじい速度で転倒した仲間に《夜號》が駆け寄る。味方の《墨金》は、転倒した衝撃で頭部が捥もぎ取れていた。あちこちのフレームも歪ゆがみ、単独での走行は不可能な状態だ。《夜號》は腕を回し、味方機を助け起こす。


    「大和やまとさん、援護を！　飛鳥さんは僕に掴つかまってください！」


    『っ……やめるんだ、准じゆん尉い。俺はもう走れない。構わず先に……』


    「何を言ってるんですか！　この程度で諦あきらめて──ぁぐっ！」


    　機体に強い衝撃。今度は、凛児が敵の直撃を受けた。装甲防御力の低い軽量級の《夜號》が弾け飛び、大きな岩場に背中を打ちつける。《夜號》は胸部装甲をバラバラに損壊させ、コクピットブロックを露出させていた。大破寸前の重傷だ。


    『──大和カムイ２、お前は《夜號》を。飛鳥カムイ５は俺が持つ』


    『了解！　ちっ、世話が焼ける野郎だな、凛児カムイ６！』


    　即座に応じた《日輪》と《墨金》が、凛児たちのもとに駆け寄った。倒れた二機を抱き起こし、防人たちが再度駆けだそうとする。


    　しかし、その間に敵部隊が混乱から立ち直っていた。王国軍の装甲車がその高い機動力で機兵隊の側面に回り、重機関銃を斉射。敵の機巧外骨格も容赦なくライフル弾を叩たたき込んでくる。十字砲火に晒さらされた凛りん児じたちの機体が、次々に被弾していった。


    【凛児様、即時撤退を！　《夜よる號ごう》の損傷率が六割を超えました。これ以上は装甲がもちません！】


    「わかってる。だけど……！」


    　逢アイ瀬セの警告に、しかし凛児はどうすることもできない。完全に勢いを止められた機兵隊が、再び敵に包囲され始める。懸命に応射する大和やまとの《墨すみ金がね》。なす術もなく蜂の巣にされる飛鳥あすかの機体。そして防さき人もりの《日輪ひのわ》さえもが、敵の銃撃に晒される。


    　どうする。どうすればいい。何か打つ手は──。


    〈オーバードライブ、起動〉


    　視界の中央に現れた表示枠ウインドウに、そんな言葉が書かれていた。


    　そして次の瞬間、凛児の脳に激烈な痛みが爆発した。


    「カッ──」


    　瞳が見開かれる。意識が飛びかける。突如耐え難いほどの衝撃が脳のう髄ずいを蹂じゆう躙りんし、全身の神経を陵りよう辱じよく。あまりの痛みに、凛児の鼻や耳、瞳からどす黒い血が噴き出した。頭部を貫くその激痛は止とどまるところを知らず、凛児の理性を吹き飛ばそうとする。


    【な、なにが……どうして《夜號》が私の管制から離れて……！】


    〈精神加速装置、リミッター解除。優先順位ヲ、機兵ノ生命維持カラ機体ノ保全ヘ移行。自己防衛プログラム、発動ヲ確認。──脅威ノ排除ヲ開始セヨ〉


    　わけのわからないまま、途と轍てつもない速度で眼前に文字列が流れる。異常をきたしたパソコンのように視界が歪ゆがみ、コクピットにけたたましい警報が鳴り響く。


    〈殺セ〉


    　表示枠に文字が書き込まれる。血を吐いて痙けい攣れんし、もはや思考さえまともにできなくなった凛児に、機体が──《夜號》が命じる。


    　逢瀬が何か叫んでいる。異常に気づいた防人が通信を開いている。しかし今の凛児にはそれら全てを知覚できない。ただ頭ず蓋がい骨こつの中で、《夜號》の声だけが響いている。


    〈敵ヲ、殺セ〉


    　ばつん、と頭の奥で何かが切れる音がして。


    　そして凛児は、獣になった。


    



    　頬ほおに、生なま温ぬるい雨が当たる。


    　機体からフィードバックしたその感覚が、朦もう朧ろうとした意識を現実に引き上げた。


    　凛児の足もとに、死体が転がっている。敵歩兵の死体だ。容赦なく踏み潰つぶされ、半分近くが赤い絨じゆう毯たんのようになっている。手前に、敵の機巧外骨格の残ざん骸がいが散らばっていた。まるで食い尽くされたように四肢が断裂し、コクピットがしつこいほどに滅多刺しにされている。装甲車や戦車もそこらで横転し、オイルとも搭乗員の血ともつかない液体を流している。


    《夜よる號ごう》の右手が、ナイフを握っていた。これを使い、自分が彼らを殺さつ戮りくした。一切の記憶がなくとも、それがわかった。


    　焦点の合わない瞳が、ナイフの柄つか尻じりを見る。視線が上がり、その切っ先を捉える。


    　ナイフの先端が、味方の《墨すみ金がね》に突き立っていた。


    『凛りん児じ……』


    　防さき人もりの声が聞こえた。《日輪ひのわ》が、《夜號》の腰に組みついている。まるで、暴走した《夜號》を止めようとしたかのように。


    『凛児……違う。お前のせいじゃない』


    　防人の声が聞こえる。


    　次に聞こえたのは、自分の悲鳴だった。


    



    　　　◆


    



    【……児様。凛児様！】


    　逢アイ瀬セの呼び声で目覚めると、凛児は自分が現在いまに帰ってきたことを悟った。


    「っ……まさか、ただ学校にいるだけで死にかけるとはね」


    【ご無事で何よりでございます、凛児様】


    　身体からだについた埃ほこりを払い、凛児はなんとか身を起こした。


    　顔を上げ、頭上を見やる。先ほどの激震により、廃倉庫の天井に見事な吹き抜けが誕生していた。直径三メートル近くはあるだろうか。天井の全てが崩れたというわけではなかったが、それでもあの崩落で瓦が礫れきが先に《墨金》に当たっていなければ、凛児は巨大な木片に押し潰つぶされていただろう。奇跡的にも外傷らしい外傷は額の傷しかなく、それも大した怪け我がではない。放っておけばじきに塞ふさがるだろう。


    　とはいえ、精神状態のほうはかつてないほどに最悪ではあったが。


    　しかし凛児には、自分のことなどよりも他に心配しなければならないことがあった。


    　四散した瓦礫を避けつつ、凛児が《墨金》の装甲をよじ登る。その肩口に立ち機体のコクピットを調べてみると、凛児の口から悪態が漏れた。


    「……畜生。やっぱりか」


    　先ほどまで開放されていたはずのハッチが完全に閉鎖されていた。いくらレバーを引いても全く反応しない。瓦礫の直撃を受けた《墨金》が、機体のセーフティロックを作動させたのだ。


    　これは、機兵の乗っていない機巧外骨格が敵兵に鹵ろ獲かくされないようにするため、機体が強い衝撃を受けるとハッチと操縦システムを強制的にシャットダウンさせるという機能だった。これでは、ロックを解除できない限り機体を起動させることは不可能だ。


    【ロック解除のためのキーコードがあるはずです。ご存じありませんか？】


    「解除コードはここの教師しか知らないよ」


    　凛りん児じは溜ため息いきをつき、


    「生徒だけじゃなく、僕たち整備業者で解除コードを知っている人間は一人もいない。これじゃあ、お前に機体を操縦してもらうのも無理だな」


    　しかし不幸中の幸いというべきか、機体そのものにはダメージらしいダメージはなかった。機巧外骨格の装甲──ダイラタント装甲が、全ての瓦が礫れきを弾き飛ばしたからだ。


    　耐弾、耐衝撃性能に優れたダイラタンシーという効果を取り入れたこの装甲は、物理的な衝撃や徹てつ甲こう弾だんに対して極めて高い防御性能を発揮する。普段はぷにぷにと柔らかい弾性を持っているのだが、着弾などの強い衝撃を受けると装甲が瞬時に硬化し、敵弾を弾き飛ばすのだ。しかもこの装甲は非常に軽く、それでいて原理が単純なので信頼性にも優れている。これにより機巧外骨格は規格外の軽量化を実現し、多くの機体が重量七トン前後で製造されていた。


    【トレーラーにデータ抽出用のノートＰＣと機材があります。これらを立ち上げ、機体ハッチの接続口をケーブルで繋つなげば、並のＡＩでは無理でも私のハッキングで解除コードを検索することは可能です】


    　逢アイ瀬セが提案した。


    【無論、いくらスーパーハッカーの私でもハッチの開放には多大な時間がかかることでしょうし、ハッチが開いてもダウンした操縦システムの復旧にさらに時間が必要となりますが。しかもその場合、私のコアユニットをバンドから外してＰＣかクモに接続させなければなりませんから、凛児様の支援は難しくなります】


    「……とりあえず、今は機体のことは後回しだ。ロックが解除できたとしても、そもそも今の僕は操縦できないんだから意味がない」


    　そう言うと、凛児は周囲を警戒しながら廃倉庫の外へ出た。先ほどの揺れが嘘うそだったように、辺りは静まり返っている。学校の裏山に、大きな夕日が隠れようとしていた。


    　目を凝らすと、その裏山に人影が見えた。人間のサイズではない。機巧外骨格だ。数は三。機種は三機とも《墨すみ金がね》。どれもこの学校の機体だった。裏山に立っている《墨金》は、それぞれが別方向へ頭部を向けて空を監視しているようだった。乗っているのはまず間違いなく、この学校の生徒ではないだろう。


    「……！」


    　車のエンジン音が聞こえ、凛児は近くの植え込みに身を隠した。敷地の奥から、一台の大型トレーラーが現れたのだ。


    　トレーラーが植え込みの前を通過する。運転席と助手席に、短機関銃サブマシンガンを肩から提げた男が乗っていた。トレーラーはそのまま走り去り学校の西へと消えていく。


    【今のトレーラー。走ってきた方向から察するに、裏門からやってきたようですね。しかも、そのまま西に向かっていったということは……】


    「ああ。講堂を目指しているんだろう。ぐずぐずしている暇はないな」


    　姿勢を低くし、植え込みを出る。凛りん児じは慎重かつ迅じん速そくな走りで、トレーラーがやってきたであろう裏門へと向かった。あそこには警備員室があったはずだ。


    　しばらく走り、凛児は学校の最北端である裏門へとやってきた。裏門全体を肉眼で見渡すことのできる位置に、警備員室が置かれている。凛児は正面の窓側へと回り込み、警備員室の中を覗のぞき込んだ。


    「……くそ」


    　舌打ちを一つ。警備員室の中に、二つの射殺体が転がっていた。


    　窓枠に足をかけて室内に侵入し、警備員たちの死体を検あらためる。どちらの死体も、正確に頭部と胸部を撃ち抜かれていた。堅実な殺し方だ。


    【争った形跡はありません。敵はこの二人に反撃や逃走を許すことなく、ごく冷静に奇襲を仕掛けて一瞬で殺害したのでしょう。一発で済ますような驕おごった真似まねはせず、しっかり脳と心臓を撃ち抜いて殺しきっているあたり、敵は最低限の殺しのイロハを心得ているようですね】


    「ああ。行きずりの強盗や素人なんかじゃない。敵は組織だって行動しているプロの人間だ」


    　もはや物言わぬ肉塊となった二人の瞼まぶたをそっと閉じ、警備員室を出る。たった今走ってきた道を戻りながら、凛児はＡＩに命じた。


    「逢アイ瀬セ。コード：ＤＥ２０９デルタ・エコー・トウー・ゼロ・ナイナーだ。カチューシャの表示系を戦闘支援モードへ切り替えてくれ」


    【イエス、准尉ウオラント・オフイサ。──実行中──。移行完了。戦闘支援モードを立ち上げました。何なりとご命令を、カムイ６】


    　かつて自分に与えられていたコールサインを呼ばれ、凛児の意識が研とぎ澄まされていく。


    「警察への通報。それと、状況の整理を頼む。現状わかっている情報を報告してくれ」


    【承知いたしました】


    　逢瀬が従順に答え、


    【まず、敵の目的、人数、装備などは現在のところ不明。これは推測ですが、学校と市道とを繋つなぐ四つの橋が全て落とされた可能性があります。また、今日という日にわざわざ犯行に及んでいる以上、敵の狙ねらいが講堂にいる人々の制圧にあることは疑いようもありません。生徒や教師、今日の創立記念式典に招かれている来らい賓ひんや格納庫にいた凛児様の同僚の方々、およそ三百人全員が人質になっていると考えられます】


    　三百人の人質。考えただけでもぞっとする数字だ。敵がどういうつもりでこの学校を占拠したのかは知らないが、今や三百人の命運が彼らに握られたことになる。


    【加えて、格納庫にあった六機の《墨すみ金がね》も全て奪取されていることでしょう。ここからでは目視できませんが、裏山にいる三機以外にも、敵の手に渡った《墨金》が学校のどこかに展開しているはずです】


    「学内に機巧外骨格用の実弾装備がないことが幸いだな」


    【はい。ですが、先ほど裏門からやってきた、あのトレーラー。あれの荷台に、機巧外骨格用の武器が搭載されているかもしれません】


    「それに対してこっちにあるのは、まともな武装も積んでない《墨すみ金がね》一機だけか」


    【いえ、もう一機あります】


    　嘆息する凛りん児じに、逢アイ瀬セが強く言った。


    【《夜よる號ごう》。あの機体は、敵に操縦される心配がありません。《夜號》を起動することができるのは、この世界でただ一人──元の機兵のみ。つまり、凛児様だけです。我々の貴重な戦力とするためにも、《夜號》を奪還する必要があります】


    　逢瀬の言葉に凛児は何も答えなかった。ただひらすら足を動かし、学校の敷地を南下する。


    「……どちらにせよ、今の僕にできることは限られている。まず僕たちがしなければいけないのは、情報の収集だ。僕とお前で、可能な限りの偵察を行う。いいな？」


    【承知いたしました。では、まずはどちらに向かいますか？】


    「第二校舎だ。花はな枝えさんが、カチューシャを捜しに自分の教室に戻っている。敵の拘こう束そくを免まぬかれているかもしれない」


    　即答した凛児の声には強い焦しよう燥そうが滲にじんでいた。


    「ここから第二校舎まで行くには、僕が全力で走っても三十分近くかかる。時間がない。急ぐぞ。彼女は僕にとって……たった一人の友人なんだから」
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    「話がある。ついてこい、防さき人もり」


    　防人が死体を片付け、ようやく全ての人質から没収したバンドとカチューシャをバッグに詰め込んでいると、寺てら須すに呼ばれた。くい、と首を動かし、講堂の出口を示している。防人は彼の背中を追い、建物の外へと出た。


    「礼を言う必要があるな」


    　講堂の外を歩きつつ、寺須が言った。


    「この学校を占拠できたのも、貴様の協力のおかげだ。作戦立案、武器の輸送ルートの手配、校舎の見取り図……そして、曽そ谷や九く郎ろうがこの式典に出席するという情報。貴様がいなければ、今回の作戦の準備にあと三年は必要だっただろう。さすがは、元機兵隊の隊長だ」


    「『元』ではない。機兵隊は今も存在している」


    「ああ、すまん。機兵隊は壊滅したと上層部から聞いていたものでな。まさか生き残りがいるとは思わなかったんだ」


    「虐ぎやく殺さつの手先となった機兵隊の隊長が、自軍の機体を強奪して野に逃げた、などと公表できるはずがないからな。死んだことにしておくのが情報軍にとって都合がいい。そして、俺にとっても」


    　雑談を交わしつつ、二人は格納庫の中へと入る。中は、がらんとしていた。整備中だった《墨すみ金がね》は彼らの手で奪われ、既に校庭と裏山に三機ずつが展開しているからだ。それら六機には、先ほど裏門から侵入してきたトレーラーに積んでいた各種の武装を配備させていた。実弾の込められた対鎧アンチアーマーライフルに、高周波ブレードの数々。これで、当面の迎撃態勢は整った。


    　事前調査どおり、この格納庫にあった六機の《墨金》は全て奪った。


    　しかし一機だけ、彼らにも動かすことのできない機体があった。


    「駄目です。燃料を入れてみましたが、やはり起動しません」


    　格納庫奥に置かれた、漆黒の機巧外骨格。《夜よる號ごう》のコクピットから顔を出した、いかにも技術者然とした風貌の仲間が、寺須に報告した。


    「フルダイブシステムを起動しようとしても、あの流感が来ない。機体がこちらの操作を一切受け付けません。悔しいですが、お手上げです」


    　流感とは、フルダイブシステムを起動した際に機体の外部情報が機兵の脳のう髄ずいに流れ込んでくる感覚のことだ。機巧外骨格が取得した多大な情報量が逆流してくる感覚は非常に独特で、機兵の中にはこの流感に生理的な嫌悪感を覚える者もいる。


    「だから言ったはずだ。無理だとな」


    　防人が口を挟み、


    「機巧外骨格の原型となった『始まりの機体』には、起動時に登録された機兵の脳波パターンの照合が行われる。敵に奪われた場合に備え、機体を使わせないようにするための措置だ。『始まりの機体』には、機体保全を優先した様々なプログラムが独自に組み込まれている」


    　そう。あの機能もその一部だった。あの忌いまわしい機能も。


    「なるほどな。道理でアレもお前にしか動かせんわけだ」


    　そう言って、寺てら須すが格納庫の出口から校庭を見る。彼の視線の先にあるのは、武装を積んでいたトレーラー。幌ほろをかけられたその荷台から、一機の機巧外骨格の足が見えている。


    　真っ白な雪原を思わせる、白銀に彩られた機体だった。


    「しかし、お前があの機体を持ってきてくれたおかげで実行できる作戦の幅も広がった。《墨すみ金がね》には、あの機体のような高度な電子兵装ベトロニクスなど搭載されていないからな。あれがあれば、ここら一帯の無線通信を傍ぼう受じゆできる」


    　寺須の言うように、防さき人もりたちが搬入してきた白い機体は、付近の通信を傍受する高度な電子兵装が搭載されている。事実、つい先ほども学校の敷地内で警察に通報する者の存在を探知したところだった。「尚しよう特とく館かん高校の警備員が殺害されている。武装組織が学校を占拠している可能性がある」という短い通話だ。


    　通報者の声は、聞き覚えのある女型の電子音声だった。


    　しかし──いや、だからこそ、防人はそのことを寺須には報告していなかった。


    「礼などいい。持てる最大の戦力をもって戦場に臨むのは、兵士として当然のことだ。……それに」


    　小さく呟つぶやき、防人が眼前の黒い機体を見上げる。


    「もし《夜よる號ごう》が起動したら、対抗できるのは俺の機体だけだからな」


    「……？　言っていることが矛む盾じゆんしているぞ。《夜號》は、元の機兵以外には起動できないのだろう？　そんな『もし』を考慮する必要があるのか？」


    「……そうだな。そうかもしれんな」


    　意図のはっきりしない防人の言葉に、寺須が首を傾かしげる。しかし彼は特に追究しようとせず、


    「何にせよ、《夜號》の起動は諦あきらめるしかないようだな。高たか橋はし。念のため、ハッチにロックだけはかけておけ。誰も来んとは思うが、お前には引き続きここで《夜號》の監視を行ってもらう」


    　仲間が了解と応じる。寺須は無線機を取り出すと、他の仲間へと声をかけた。


    「アキツ９。水堀に仕掛けた『眼め』はどうなっている」


    『眼』とは、外部からの振動と熱を感知する小型のパッシブセンサーのことだ。このセンサーは現在、学校の東と南を囲う堀の石積みに無数にセットされている。昼の間に、防人たちが鉄橋を点検しているように見せかけながら設置したのだ。


    『全て正常に駆動していますよ。もし御堀に侵入者や機巧外骨格が近づこうものなら、その存在を探知したと同時に、来らい賓ひんどもに括くくりつけた爆弾がドカンです』


    　仲間が説明するように、このセンサーは講堂の中にいる人質たちの身体からだに取りつけられた小型の爆弾と連動している。彼らが講堂を占拠した後、式典にやってきていた来賓たちに、自爆テロよろしく爆薬のついたベストを無理矢理着せたのだ。センサーが外部からの侵入者の存在を捉えると、ベストを着させられた人質が爆死する。警察や軍からの突入を防止するための措置だった。


    「よし。ならばフェイズ２だ。これ以降は、講堂の防備に集中する」


    　そう伝えると、寺てら須すは踵きびすを返した。防さき人もりも後を追い、再び講堂の中へと戻っていく。


    　講堂は、張り詰めた空気に満ちていた。人質となった生徒や教師は講堂の隅に追いやられ、恐怖に凍えた瞳で帰還兵を見ている。特に、爆弾ベストを着させられた来らい賓ひんの顔は完全に血の気が失うせていた。もしこちらの怒いかりを買えば、本気で自分たちも殺されると理解できたのだろう。一部の教師や操縦科の生徒の中にはまだ反抗的な視線でこちらを見る者もいるが、開発科の生徒や整備業者の人間のほとんどは、顔面を蒼そう白はくにさせていた。


    「き、貴様ら！　こんなことをしてただで済むと思っているのか！」


    　ステージの上。パイプ椅い子すに固定された曽そ谷やが、金切り声で喚わめいていた。結束バンドで手足を椅子のフレームに縛りつけられ、完全に身動きを封じられている。しかしそれでもなお、曽谷はありもしない威厳を保とうと、口汚く情報軍帰還兵を罵ののしっていた。


    「薄汚い野蛮人どもが、この儂わしに指一本でも触れてみろ！　陸軍の精鋭が、今に貴様ら全員を──」


    　曽谷が喋しやべれたのは、そこまでだった。


    　ステージに上がった防人が、曽谷の顔面に痛烈な肘ひじ打ちをぶち込んだからだ。


    　ぎぃいっ、と虫のような泣き声をあげ、曽谷が椅子ごと後ろに倒れる。続けて防人は、相手の顔面を全力で踏みつけにした。二度、三度と靴底を叩たたきつけ、曽谷の鼻骨と頬ほお骨ぼね、そして反抗の意志を完全にへし折る。防人は敵を痛めつけることに特別な感情を覚える種類の兵士ではなかったが、曽谷に暴行するときばかりは、ここ二年で最も胸がすく思いがしていた。


    「黙れ」


    「ひ……っ」


    「貴様にはこれからいくつか質問を行う。全て正直に答えろ。もしこの期ごに及んで嘘うそや偽の情報で我々を騙だまそうとした場合には、相応の制裁を覚悟してもらう」


    　仲間たちに椅子ごと起こされながら、曽谷が涙と恐怖に濡ぬれた声で尋ねた。


    「し……質問？　一体、何について……」


    「二年前の王国戦争における虐ぎやく殺さつ事件。貴様が、情報軍を陥おとしいれたあの一件についてだ」


    「本当に、お前たち陸軍にはしてやられたよ」


    　寺須が言った。


    「入念な根回しを行ったんだろうな。情報軍は主力のほとんどをあの戦争に投入していたから、まさか同じ国の軍人たちが暗躍しているなどと気づけなかった。だから情報軍は、貴様ら陸軍に嵌はめられた」


    「…………」


    「長かった。この二年は本当に長かった。情報軍帰還兵というだけで罵ののしられ、酷ひどいときには道裏でリンチに遭う者もいた。……同じ空挺部隊にいた俺の親友は、帰還兵に対する社会からの理不尽な冷遇に耐えられず、一年前に首を吊ったよ。この世界への憎悪と、俺への謝罪を遺書に記してな」


    　淡々とした口調の寺てら須すが、曽そ谷やを睨にらみつける。


    「この二年で、多くの情報軍帰還兵が自ら命を絶った。だが、それも今日で終わりだ。お前には、あの事件について全ての証言を行ってもらう」


    「証言……？　な……何のことだかわからんな」


    「往生際が悪いな。まあ、そうやってとぼけていられるのも今のうちだ」


    　あからさまにシラを切ろうとする曽谷を見下ろし、寺須が後ろに下がる。


    　それに入れ替わるようにして、彼の指示で複数の仲間が曽谷に歩み寄った。その手には、ペンチや糸いと鋸のこ、ガスバーナーなどの拷ごう問もん器具が握られている。他の仲間たちは、これから始まる拷問を録画するために、撮影機材の設置を行っていた。


    「な……や、やめ──」


    「始めろ」


    　男たちが曽谷の指に糸鋸を添え、その正面ではビデオカメラの録画が開始される。


    　数秒後、曽谷の絶叫が講堂全体を震ふるわせた。


    「…………」


    　寺須の言うとおりだ。この二年は本当に長かった。だが、遂にここまで辿たどり着いた。


    　防さき人もりは全ての元凶である曽谷の肉体が損壊されていく光景を視界の端に捉えながら、過去を振り返るように頭上を見上げた。


    



    　　　◆


    



    　それは、王国戦争が終結した直後のことだった。


    　帝都東部の国際空港。そこには、大勢の軍人がひしめき合っていた。誰もが血の滲にじむ包帯を身体からだ中に巻きつけ、痛みに呻うめきながら空港のロビーを歩いている。なかには、手足を欠損させている者さえいた。王国戦争での戦いで負傷した情報軍の帰還兵たちだ。彼らの中には、防人の姿もある。


    　負傷兵たちの表情は、ほとんどが陰いん鬱うつに沈んでいた。戦勝の喜びに笑みを浮かべる者などおらず、誰も彼もが戦場で味わった極限のストレスから抜け出せないでいる。ジャングルの中を王国軍ゲリラに追い回され、寝る間もなく襲い来る砲弾に恐怖し、掛け替えのない戦友を喪うしなったことで、彼らの精神は磨ま耗もうしきっていた。典型的なＰＴＳＤだ。彼ら負傷兵は長い列を形成し、一刻も早く空港の出口へと──戦場ではないどこかへ向かおうとしている。


    　防さき人もりはその列の中を、凛りん児じに肩を貸しながら歩いていた。


    「……帰ってきたぞ」


    　色濃い疲労の見える相そう貌ぼうで、防人が呟つぶやく。しかし、凛児は無言だった。耐え難い後悔に沈んだその瞳は、完全に光を失って鈍にび色いろに澱よどんでいる。


    「わかるか、凛児。皇こう国こくだ。俺たちの国だ。俺たちは、帰ってきたんだ」


    「…………僕に、帰る資格なんて」


    　顔を俯うつむかせていた凛児が、ようやく口を開いた。


    「僕が、大和やまとさんを……。あんな……あんなことをするつもりなんてなかったのに……。機体が言うことを聞かなくなって……《夜よる號ごう》の声が聞こえて。気づいたときには、僕は……僕は……っ」


    　戦場の記憶が蘇よみがえったのか、凛児の声が懺ざん悔げに震ふるえた。仲間を手にかけた苦しみが、彼の精神を押し潰つぶそうとしている。


    「なのに、僕は生きている。仲間を殺した僕が、のうのうと……。僕に、生き残る資格なんてありません……」


    「やめろ、凛児」


    　防人が厳しい声で制した。


    「大和は、お前のために命を張った。機体に呑のまれて理性を失っていたお前を救うために、《夜號》を止めようとした。あのとき大和が《夜號》を止めていなければ、お前はあのまま神経伝達物質の過剰分ぶん泌ぴつで死んでいただろう。お前が今ここにいられるのは、大和の挺てい身しんがあったからこそだ」


    「…………」


    「だから、そのお前が今の自分を否定すれば、それは大和の死を無意味にすることになる。あいつは、仲間のためなら自分の犠牲をも厭いとわない勇敢な兵士だった。そしてお前は、あいつが命を懸かけるだけの価値がある仲間だった。それだけの話だ」


    　冷静に凛児を諭さとし、防人が彼の頭に手を乗せる。しかしそれでもなお、凛児の横顔には深い罪悪感の影が残っていた。


    「それと、お前には話しておかなければならないことがある。あの虐ぎやく殺さつの起きた村のことだ」


    「……あの村が、どうかしたんですか」


    「俺は王国軍の包囲から帰還した後、村の虐殺について独自に調査を行った。その結果、いくつかの事実が浮かび上がったんだ」


    　事実──？　視線で尋ねる凛児に、防人はまずこう切り出した。


    「あの虐殺。あれは……もしかしたら、葦あし原はら陸軍によって仕組まれた事件だった可能性がある」


    　そして、彼は話しだした。


    　防人たちが偵察に向かった村で発生した、王国軍との戦闘。敵の布陣や用意されていた兵数などから考えてみても、あれが偶発的な遭遇戦であった可能性は限りなく低い。王国軍は機兵隊の殲せん滅めつのために、あの場所で待ち伏せを行っていたのだ。敵がこちらの動きを把握していたとしか思えない。何者かが、王国軍に情報提供を行ったと見て間違いないだろう。


    　では、誰がその情報を提供したのか。


    　決まっている。虐ぎやく殺さつの報しらせを寄越した匿とく名めいの通報者──おそらくは、虐殺を行った犯人たちだ。


    　ではそもそも、誰があの虐殺を行ったのか。犯人たちは情報軍の目を盗み、情報軍前線基地の近きん傍ぼうの村に忍び込んで、情報軍に気づかれることなく村人全員を血祭りにあげた。それほどの練度と戦力を誇る部隊を有し、なおかつその部隊を王国戦争が起きた東南アジアに配備していた組織。その条件に合致する候補者など、そう多くはない。以前凛りん児じが推論を述べたように、王国軍は候補から外れる。ならば誰か。消去法で考えれば、答えは一つしかなかった。


    　葦あし原はら軍だ。


    　王国戦争において、皇こう国こくより派遣された葦原四軍。陸軍、海軍、空軍、情報軍。このうちのどれかが、あの虐殺を行った。


    　そして防さき人もりは、調査の末にある決定的な事実に行き当たった。現地を再度確認していた防人が、死亡した村人の下敷きになっていた一発の薬やつ莢きようを見つけたのだ。犯人たちが回収を忘れたものだ。その薬莢を調べた結果、それが葦原軍で新規に開発されている試作型の機銃のものだと判明した。


    　その試作機銃の導入を検討していたのは、葦原四軍のうちの一つ。


    　陸軍だ。


    「陸軍で機銃の導入を進めていたのは、曽そ谷や少将という男だ」


    　話を終えた防人がそう締めくくり、


    「無論、証拠はない。あくまで可能性の話だ。今話したのは、関係者の証言や現場の状況から俺が組み立てた推論に過ぎない。だが、陸軍は以前から情報軍の台頭を嫌っていた。情報軍が作られるまでは、国内外の諜ちよう報ほう活動は主に陸軍が担っていたからな。形として、情報軍の新設は陸軍の仕事を奪うことになった。俺たちと奴らの確かく執しつについてはお前にも覚えがあるだろう」


    　防人が説明するように、陸軍と情報軍は、情報軍の設立当初から反目し合っていた。陸軍は、大戦後に実力を見せるようになった情報軍の存在を疎うとましく思っていたのだ。合同作戦にもかかわらず陸軍は情報軍に対して必要な情報を秘ひ匿とくしたり、反対に故意に誤った情報を流したりと、その不和を数え上げればキリがない。


    「陸軍が、僕たちを嵌はめた……？　じゃあ、じゃあそもそも皆が死んだ原因を作ったのはっ」


    「まだわからん。だが、俺は今後も調査を続けるつもりだ。あいつらの死を無駄にするわけにはいかない。どんな手を使ってでも、必ず真相を白日の下に曝さらけ出してみせる」


    　防人の声には、激しい怒いかりと復ふく讐しゆうの炎が燃えていた。彼と同じ憎悪を原動力とし、凛児の足にもわずかながら力が入った。二人は他の負傷兵たちとともに、空港の出口を目指す。


    　硝子ガラス張りの自動ドアが見えてきた。その向こうには、多くの人間が人だかりを作っている。情報軍帰還兵の帰りを待つ家族たちだろうか。


    　出口についた。ドアが開く。空港の外に出る。


    　そして。


    　大きな石が、防さき人もりと凛りん児じの顔面に直撃した。


    「……ぇ……？」


    　凛児の口から、か細い声が漏れる。


    　石だけではない。ゴミが。卵が。汚物が。帰還兵の隊列に次々に飛来する。頭上から降り注ぐ悪意に満ちたそれらに、兵士たちは全く反応できないでいた。なぜ自分たちがそのような仕打ちを受けなければいけないのか、誰もわからなかったからだ。


    　石は、空港を囲む市民たちが投げつけていた。


    　彼らは罵ば声せいを飛ばし、情報軍帰還兵たちを激しく詰なじっていた。


    　虐ぎやく殺さつ魔。戦犯。人にん非ぴ人にん。見せしめのために民間人を殺した悪魔ども。なぜお前たちのような人間が帰ってくるんだ。地獄に落ちろ。死ね。


    　罵ば詈り雑ぞう言ごんの大合唱。事実無根の罵ば倒とうの嵐が、帰還兵たちに襲いかかる。
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    　──先手を打たれた。


    　感情の消え失うせた瞳で目の前の市民たちを見ながら、防さき人もりはそう思った。陸軍に先手を打たれた、と。


    「なに……一体、何が起きて……」


    「凛りん児じ」


    　謂いわれなき悪意に混乱する部下に、防人が告げた。


    「前言撤回だ。俺たちはまだ、帰ってきてなどいなかった。……俺たちの戦争は、まだ終わってなどいなかった」


    　それだけ呟つぶやき、防人は飛来する石を避けようともせず、澱よどんだ視線で前を見る。


    　防人が《日輪ひのわ》を強奪して情報軍から失しつ踪そうしたのは、その一か月後のことだった。


    



    　　　◆


    



    　心臓の鼓動はどうにか落ち着いたが、連れん理りの背筋を伝う冷や汗は滝のようだった。


    　わざわざ慎重に慎重を重ねて三階に下りたというのに、どれだけ捜しても更衣室の中にカチューシャは見当たらなかった。となれば他に考えられる場所は、連理が使った《墨すみ金がね》のコクピット。機体は現在、廃倉庫に置かれているはずだ。ここからだと、走っても二十分はかかる。


    「くそ……っ。どうして今日に限ってこんなヘマを」


    　ここに来るまでに教室や物陰に隠れて観察したところ、この第二校舎には四人の歩兵が徘はい徊かいしているようだった。どいつもこいつも予備弾倉やナイフが収納されたタクティカルベストを着用し、短機関銃サブマシンガンで武装している。しかも男たちは決して一人にならず、常に二人一組で行動していた。こちらから奇襲を仕掛けて武器を奪うのは、相当なリスクを伴うだろう。連理は奴らとの接触を避け、敵の目を掻かい潜くぐってこの第二校舎から脱出しなければならない。


    　呼吸を整え、更衣室の扉から廊下を確認。敵影なし。連理は更衣室を出ると、廊下を素早く移動した。廊下の最奥にあるエレベーターの前まで走り、壁の角に隠れて階段のほうを窺うかがう。


    　──そういや、あいつ……。


    　廃倉庫に《墨金》を運びに行った整備士、黒くろ宮みや凛児のことを思い出す。彼は無事だろうか。敵の狙ねらいはおそらく講堂の占拠にあるのだろうから、凛児が直接敵と接触でもしていない限り、拘こう束そくは免まぬかれているだろう。少なくとも、命は無事のはずだ。


    　だが、それでも安否が気にかかる。凛児は──はっきりと認めるのは恥ずかしい限りだが、連理が心を開いて素直になることができるたった一人の友人だ。学外の人間であるがゆえに、教師から嫌われクラスでも孤立している自分に何の偏見も持たずに接してくれる。昼休みに凛児と格納庫でとる食事は、連理にとって密かな楽しみだった。テロで両親を亡くして以来、連理には家族がいない。そんな彼女にとって凛児は、愚痴をこぼしたり、くだらない雑談を交わすことができる唯一の存在だった。人間関係に淡白なのか、それとも過去に何かあったのか、凛児は積極的に他人と交友を深めようとする人間ではないようだが、それでも午前の格納庫でさりげなく連れん理りを助けてくれたような優しさを有している。彼が敵に傷つけられる姿など想像したくもない。廃倉庫でじっとしていてくれればいいのだが──。


    「動くな」


    　間抜けなことに、今や戦場となったこの学校で不必要な物思いに沈んでしまった、その瞬間。


    　連理の背後から銃口が突きつけられた。


    「…………」


    　ゆっくりと首を動かす。連理の背後に、二人組の男が立っていた。


    「動くなっつってんだろうが。死にてえのか小娘が」


    　男の一人が、銃口の先で連理の頭を小突く。もう一人がこちらに近づくと、連理の両手を後ろに回して結束バンドで拘こう束そくした。そのまま彼女を跪ひざまずかせ、奪ったバッグの中を検あらためる。


    「抵抗しようだなんて考えるなよ。大きな声も出すな。もし余計な真似まねをしたら──こうなるからよ」


    　直後、連理の頬ほおに鈍い痛みがはしった。


    　声の高さからしてまだ二十代ほどの男が、短機関銃サブマシンガンの銃床で無抵抗の彼女を殴打したのだ。唐突な暴力に連理が体勢を崩し、廊下に倒れ込む。マスクと帽子で隠された中で唯一見える若者の両眼には、ありありと嗜し虐ぎやくの色が見て取れた。


    「そこまでにしておけ。ガキが相手では恰かつ好こうがつかんぞ」


    　連理を拘束した中年らしき男が諌いさめた。しかし若者はへらへらと反はん駁ばくし、


    「そうは言いますがね、軍曹。どうせこいつも、くだらねえ噂うわさを鵜う呑のみにして情報軍に唾つばを吐く市民の一人ですよ。ガキだろうが関係ない。俺たちは」


    「俺たちの任務は、この校舎に逃げ延びた生徒たちがいないかを確認することだ」


    　若者を遮さえぎり、中年が厳しく忠告する。


    「抵抗するなら殺してもいい。だが、まずは報告だ」


    「……チッ。わかりましたよ」


    　不快そうに顔を歪ゆがめたまま、若者が無線機を取り出す。


    「アキツ８だ。第二校舎の三階でガキを発見した。講堂に連れていきたい。４と５は同じ校舎にいるはずだな。下の階の捜索は終わったか？」


    　若者の問いに、無線機から応答があった。


    『だいたいな。ちょうど今、校舎の入り口を見張っていたところだ。上がろうか？』


    「頼む。俺たちはこのまま校舎に残って上階の捜索を続ける。三階、東側エレベーター前の廊下だ」


    　交信を行いながら、若者が勝ち誇ったように連理に見下ろす。


    　最悪だ。電話と違って、無線機は同じ周波数を使っている全員と同時に交信ができる。今の交信で、こいつらの仲間全員に連理の存在が露見したことだろう。しかも、ここに敵の仲間がやってくるという話だった。そうなれば自分も講堂に連行され、囚とらわれの身となってしまう。この状況を誰にも伝えられぬまま、虜りよ囚しゆうの憂うき目に遭うなど。畜生、どうすれば。


    「発見したガキは一人。他に誰かと一緒にいた形跡はなし。性別は──」


    　敵が連れん理りの情報を伝えようとした、まさにそのときだった。


    　カラーン、という甲高い音が、この廊下に鳴り響いた。


    　二人の敵兵が、瞬時に背後を振り向いた。音のした方向へ銃を向け、鋭い視線を投げる。


    「ぁ……」


    　連理たちの後方。そこに、廊下に置かれていた消火器を蹴け倒し、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす小柄な男子の姿があった。年齢よりも幼く見える童顔に、汚れたツナギ姿。見覚えのある顔だ。


    　整備士、黒くろ宮みや凛りん児じだった。


    「動くな！　両手を頭の後ろで組んで膝ひざをつけ。今すぐだ！」


    　無線連絡を中断した若者が声を張り、慎重に凛児に近づいていった。拘こう束そくするつもりだ。中年のほうは連理の傍そばから離れず、同じように前方に短機関銃サブマシンガンを向けている。


    　対して、その凛児はというと、


    「あ……ぁ、ぁあああ、う……撃たないで……」


    　これ以上ないくらいに情けない声を出し、命乞ごいを始めた。


    「ご、ごめんなさいごめんなさい。どうか撃たないで……！　お願いですから、い、命だけは助けてください……っ。ぼ、僕はただの整備士なんです。本当です、信じて……！」


    　さらに彼は連理のほうを見ながら卑ひ屈くつな笑みを浮かべて、


    「そ、それにほら、人質ならもうそっちの女の子がいるじゃないですか。僕みたいな男を捕まえても何も楽しくないでしょう？　だ、だからお願いです、僕だけでも見逃して……」


    　声を震ふるわせ、涙ながらに懇願する凛児。その極めて哀れな姿に、さすがの男たちも肩透かしを食らったようだ。凛児に近づいていた若者が仲間のほうを振り向き、嘲ちよう笑しようを浮かべる。


    「聞きましたか、今の台詞せりふ。女を売ってでも自分だけは助かりたいって。裏門で殺した警備員どもよりみっともねえですよ。これだからガキは──」


    　そこまで言った男の顎あごに、凛児の肘ひじがぶち込まれた。


    　脳天にまで届くような、強烈な打撃音。その音が廊下に響き渡る頃には、若者は背中から床に倒れ込んでいた。突然の事態に連理も中年の男も反応できず、奇妙に停滞した静けさが廊下に満ちる。


    　その静寂を打ち破って、猛烈な速度で走りだした凛児が、もう一人の敵兵目がけて突貫した。


    「っ、……！」


    　自失から立ち直り、中年が銃を構え直した。男の銃口が、ぴたりと凛児を捉える。


    「──らあッ！」


    　敵が引き金を引いた瞬間、男の背後にいた連理が敵の膝裏を思い切り蹴り飛ばした。姿勢が乱れ、中年の手の中で短機関銃サブマシンガンが暴れる。あらぬ方向に撃発された銃弾が、凛りん児じを逸それて天井に食い込んだ。


    　その隙を、凛児は逃さなかった。


    　一気にこちらへ肉薄した凛児は、体勢を崩していた男の顔面に強烈な膝ひざ蹴げりをぶち込んだ。中年の頭が弾かれ、短機関銃を手放して後方へと吹き飛ぶ。凛児はそのまま倒れこんだ男の首に完かん璧ぺきなスリーパーホールドを極きめる。


    　必死の形相で暴れ回る男。しかし、凛児は完全にその動きを抑えていた。冷静な顔のまま万力のように敵の首を締め上げる。抵抗する男の身体から、徐々に力が失われていった。


    　十秒。二十秒。三十秒。脳への血液の供給を完全に断たれ、男がぴくりとも動かなくなった。


    「……よし」


    　首締めを解き、凛児が立ち上がる。彼は気絶した男のタクティカルベストに手を伸ばすと、ホルスターから自動拳銃を引き抜いた。極めて慣れた手つきで弾倉を取り出し、残弾を確認。続いてスライドを少しだけ引き、薬室に初弾が装そう填てんされていることを確かめる。


    「敵の増援が来る。花はな枝えさんは今すぐ壁際に隠れて。僕が敵を迎え撃つ」


    「…………」


    「……おい、何ぼけっとしているんだ花枝連れん理り！　敵が来る。早く壁際に隠れろ！」


    　普段とは打って変わって粗野な大声を張り、凛児が連理の後方にあるエレベーターを指差した。上部のパネルに光が点ともっており、エレベーターが上階へと昇ってきていることがわかる。先ほどの無線連絡で連理の引き渡しを頼まれた連中だろう。一連の凛児の手際に目を奪われていた連理はその怒鳴り声に突き動かされ、慌てて廊下の端に置かれたロッカーへと身を隠した。


    　凛児は拳銃を保持したまま、先ほど彼が蹴倒した消火器を掴つかんだ。そして大きく振りかぶり、消火器をエレベーターのほうへと投げつける。カラカラと回転して廊下の上を滑っていった消火器が、扉に当たって停止。同時に、チンという安っぽい音が響き、エレベーターの扉が開いていく。中に、武装した二人の男の姿が見えた。


    　瞬間、連理を庇かばうようにロッカーの陰に身を隠していた凛児が、消火器を撃ち抜いた。


    　爆発。鼓膜を破くような破裂音とともに、衝撃波が廊下を駆け抜ける。今の銃撃により、蓄圧式の消火器が爆散したのだ。扉から出ようとしていた敵兵二人が、至近で受けた爆圧に吹き飛ばされ、エレベーターの奥の壁に激突した。


    　ロッカーの陰から飛び出し、凛児が素早くエレベーターの中へと入る。敵の意識を確認。消火器の破裂をまともに浴びて倒れていた二人組は、何が起こったかさえわからないまま気絶していた。


    　連理は、その光景をまたも呆ほうけたまま眺めていた。しかしそんな彼女にはお構いなしに、凛児はエレベーターの中の男たちを掴んで引きずってくると、連理に言った。


    「手をこっちに向けて。結束バンドを切るから」


    「あ……ああ、わかった」


    　促され、背中を向ける。凛りん児じは敵のナイフを使い、ものの数秒で連れん理りの拘こう束そくを解いてくれた。


    「怪け我がはない？　どこか痛むところは？」


    「いや……ねえよ。大丈夫だ」


    【それは結構。ですが危ないところでしたね、花はな枝え様】


    　連理が答えると、足もとに一匹のクモがやってきた。整備用マシーンにコアユニットを移した逢アイ瀬セだ。


    【私たちの到着があと数分遅れていたら、貴女は裸にひん剥むかれていたところですよ。いけませんよ花枝様。ガードの緩ゆるみはオマタの緩み。人々のモラルが低下した現代社会、婦女子たる者、オマタもガードも固くしていかなければ──】


    「何の話!?」


    「この下ネタ好きの変態ＡＩは無視して。装備を奪ったら廃倉庫に逃げよう」


    　言うなり、凛児はエレベーターの男たちから本格的に装備を奪い始めた。短機関銃サブマシンガン、弾倉、無線機、結束バンド、拳銃用のサプレッサー等々。凛児は気絶した敵のマスクを剥はぎ、何度も自分の瞼まぶたを瞬またたかせている。バンドのカメラ機能を使って、彼らの顔写真を撮っているようだ。


    「あ、あたしも自分のぶんを……」


    「駄目だ」


    　一秒たりとも手を休めることなく凛児が首を振る。


    「さっき、こいつらが無線で連絡してただろ。『発見したガキは一人』って。敵は僕たちを一人だと誤認している。これは大きなアドバンテージだ。装備が二人分なくなっていれば不審に思われる。君が奪っていいのは精々拳銃とその弾倉だけ。短機関銃は僕が持つ。敵には、可能な限り僕たちは一人しかいないと思わせなければいけない」


    　そこで凛児は最初に気絶させた若者と中年に視線を向け、


    「最初に倒したあの二人は拉ら致ちする。貴重な情報源だし、何より僕と君の顔を見られている。敵のもとに帰すわけにはいかない」


    「わ、わかった」


    　反論を挟まず、従順に連理が頷うなずく。どう考えても、こいつはただの整備士などではない。間違いなく、本物の戦場を知っている兵士だ。


    　凛児が立ち上がる。そしてエレベーターから引きずってきた二人組に拳銃を向け、連理に尋ねた。


    「ところで、敵は何か言ってた？　なんでもいい。彼らの身元や正体に繋つながることを」


    「……そう、だな」


    　連理が思案し、


    「たぶん、そいつらは情報軍帰還兵だ。その若い奴と中年の会話からしてまず間違いねえ」


    「………………情報軍、帰還兵……？」


    　凛りん児じの持つ拳銃が、わずかに揺れた。


    　連れん理りは気づいた。凛児の相そう貌ぼうに、深い葛かつ藤とうの色が過よぎっている。引き金を引くべきか、引かざるべきか。男たちを殺すべきか否か。その究極の二択を前にして、凛児が苦悩している。


    　彼の指先が、引き鉄にかけられる。


    　張り詰める空気。耳が痛いほどの沈黙。


    　そして──。


    「っ」


    　そして結局、凛児は銃口を下げると、拳銃に安全装置をかけた。舌打ちを零こぼし、がりがりと頭を掻かいている。


    【よろしいのですか】


    「……どうせ、この二人にはこちらの顔は見られていない。この負傷なら戦線に復帰される心配もない。負傷兵を看病しなければいけないぶん、敵の戦力を削そぐことができる」


    　言い訳のように早口になった凛児が、最後に呟つぶやいた。


    「それに……僕はもう、仲間殺しはしたくない」


    「…………？」


    「それよりも、花はな枝えさん。これを」


    　凛児が右手を差し出す。その手には、見慣れたカチューシャが握られていた。


    「これ、あたしのか」


    「うん。《墨すみ金がね》のコクピットにあったよ。花枝さんはこれを使って今すぐ警察に──」


    　そこで、凛児の言葉が途切れた。彼は何かに驚きよう愕がくしたように両眼を見開き、窓の外に目を釘くぎ付けにしている。


    　何かと思い連理が振り返ると、校庭に一機の機巧外骨格の姿が見えた。


    　敵が乗ってきたと思おぼしきトレーラーから立ち上がろうとしている、白い機体。人工筋肉で盛り上がった手足に、広い肩幅。寺院などに飾られている仁王像のような、筋骨隆々の機巧外骨格だ。


    　連理はその白い機体を目にした瞬間、なぜだかあの黒い機体《夜よる號ごう》を想起した。カラーリングから姿形まで対照的な二機であるにもかかわらず、不思議とあの機体が連想されたのだ。


    「なん、で……ここに、《日輪ひのわ》が……」


    　愕がく然ぜんと呟く凛児。連理は見たことのない機種だが、彼はあの機体を知っているらしい。件くだんの白い機体は、どうやらＡＩによる管制で起動しているようだった。いささか硬い動きで校庭に立ち、周囲を警戒している。


    「………………警察への通報はナシだ」


    「え？」


    「あの機体は、広帯域の無線通信を傍ぼう受じゆできる。僕たちが警察に連絡すれば、その内容が筒抜けになる。畜生、さっきの通報も聞かれてたってことか。……これで僕たちは、外部との連絡が取れない完全な孤立状態になってしまった」


    　一方的に捲まくし立てた凛りん児じが、そこで一呼吸挟み、


    「……それに、敵にはあの人がいる。迂う闊かつな真似まねをすることはできない」


    「…………？」


    　言葉の意味がわからず、連れん理りが眉まゆ根ねを寄せる。しかし凛児はそんな彼女に構うことなく、最初に気絶させた二人組を両手で担ぎ上げた。自分よりも遥はるかに上背のある男たちを軽々と持ち上げる。


    「……行こう」


    　張り詰めた横顔で凛児が告げた。連理にとってはわけのわからないことだらけだったが、しかし今は彼の言葉に従うしかない。連理は自分のバッグを背負って周囲を警戒しつつ、彼の背中を追いかけていく。


    　こうして、たった二人の戦いは始まった。


    



    　連理が廃倉庫へと逃げる道中、尚しよう特とく館かん高校の周囲では野次馬や警察が堀を囲むように続々と集まっているのが見えた。


    　何しろ、橋が爆破され銃声がこだまし、果ては使用に厳しい制限がかけられているはずの機巧外骨格が校庭や裏山をうろついているのだ。しかもその手には、実弾の込められた口径四五ミリの対鎧アンチアーマーライフルが握られている。人間に当たれば、一発で人体が弾けるほどの威力を持つ火砲だ。これで周辺住民に恐怖を与えないわけがない。


    　今や戦場と化した学校の敷地を二十分ほど走り、連理たちはようやく廃倉庫へと退避した。凛児が拉ら致ちしてきた男二人を廃倉庫にあったパイプ椅い子すに括くくりつけると、連理に訊きいてきた。


    「バンドのバッテリーはまだ残ってる？」


    「ああ。今朝、学校に来る前に充電しといたからな。今日一日は持つはずだ」


    「よし。それじゃあ、バンドのプロテクトを解除してくれ。僕のバンドとリンクを繋つないで、機能を同期させるんだ。そうすれば、お互いが手に入れた情報をリアルタイムで共有できる」


    　指示に従い、連理がバンドのプロテクトを解除する。すると、展開した表示枠に『申請のあったバンドとデータリンクを開始しました』という文字が表れた。これで同期は終了だ。


    　連理はトレーラーの陰に隠れると、制服を脱いでパイロットスーツに着替え始めた。スーツには機巧外骨格の装甲と同じくダイラタンシー効果を取り入れた防弾機能が備わっているため、これからのことを考えると明らかに制服よりもスーツのほうが戦闘に適している。連理は通学鞄かばんの中に突っ込んでいた自前の赤いスーツに袖を通し、臨りん戦せん態たい勢せいを整えていった。


    　対する凛児も、トレーラーの反対側で同じように黒いパイロットスーツに袖を通しているところだった。操縦科の教室から拝借したものだ。連れん理りがトレーラーの隙間から覗のぞき見ると、半裸になった凛りん児じの身体からだには至るところに銃創や火傷やけどなどの古傷が刻まれていた。どれも一介の整備士にはつきようのない傷ばかりだ。


    「で、黒くろ宮みや。お前は一体何者なんだよ」


    　気づけば、連理の口からそんな問いが放たれていた。


    　凛児から返ってきたのは、沈黙。まるでこちらの質問が聞こえなかったように、一切の反応を見せないでいる。しかし連理は構わず、


    「あんだけの腕見せといて、今さらただの整備士です、なんて言うつもりはねえよな。あんな的確な戦闘が、一般人にできるわけがねえ。授業で歩兵訓練を受けてるあたしら教練学校の操縦科にだって無理だ。どう考えたって、お前はカタギなんかじゃありえねえ」


    「…………」


    「教えてくれよ、お前のこと。知りたいんだ」


    　やはり、凛児は沈黙を保った。こちらの問いに答えるつもりはないらしい。


    　しかし、答えは予想外の方向から返ってきた。


    【元情報軍、特殊機甲化兵装部隊『機兵隊』所属、黒宮凛児准じゆん尉いです。コールサインはカムイ６。王国戦争に従軍した、始まりの機体《夜よる號ごう》の機兵です】


    「あ──逢アイ瀬セッ」


    　当たり前のように答えた逢瀬に、凛児が声を荒らげる。その逢瀬はというと、クモの状態で尻しりからケーブルを延ばしてノートＰＣに接続していた。トレーラーの荷台に置かれたＰＣとデータ収集用機材からは二本のケーブルが延びていて、《墨すみ金がね》のコクピットハッチに繋つながれている。


    【凛児様。この状況下において、今さら素性を隠したところで意味はありません。むしろ、花はな枝え様との間にいらぬ不和を招く恐れがあります。今や我々は運命共同体。宇宙船地球号の乗組員です。彼女との信頼関係をより強固にするためにも、情報の開示は必要かと】


    「……っ……。お前は後でおしおきだ」


    【喜んで。きつめでお願いいたします】


    　普段は抑揚のない逢瀬の声が、なぜかこのときだけ微妙に高くなった。何が嬉しいのか、クモの尻を左右に振って喜んでいる。筋金入りの変態だ。


    　二人の会話を聞いていた連理が、スーツに着替える手を止めた。


    「マジか、今の」


    「………………マジだよ」


    　長い沈黙を挟み、凛児が投げやりな溜ため息いきをついた。


    「五歳のときに情報軍に拾われて……そこで、機兵隊に配属された。さっきの戦闘技術は、軍属時代に磨いたものだよ。投薬やら何やらで、身体能力も強化されてる。逢瀬が言ったように……この学校に寄贈されたあの黒い機体《夜よる號ごう》の元機兵だ。世間では壊滅したって言われてるけど、機兵隊は僕を含めて二人の生き残りがいる。僕と……機兵隊の隊長を務めた人がね」


    「マジかよ……」


    　連れん理りが返せた言葉はそれだけだった。打ち明けられた情報の数々に、頭が追いつかない。


    　着替えを終えた連理が、まるで夢遊病に浮かされたようにふわふわとした足取りでトレーラーを回り、凛りん児じの前へと姿を見せる。目の前の自称特殊部隊は、スーツ姿で胡坐あぐらをかいて銃器の点検を行っているところだった。弾倉の入っていない短機関銃サブマシンガンをコッキングし、何度も引き金を引いている。全ての部品が問題なく駆動するか確かめているのだ。


    「本当に、お前は機兵隊なのか」


    「うん。……元、だけどね」


    「本当の本当にか」


    「本当だよ。君を騙だますつもりなら、もっとマシな嘘うそをつく」


    「じ、じゃあっ」


    「……悪いけど」


    　意気込んで詰め寄ろうとした連理に、しかし凛児は先んじて、


    「君を新しん宿じゆくのテロから助けたっていう機兵のことは話せないよ。元とはいえ、僕は特殊部隊の隊員だ。作戦内容や隊員の素性を外部の人間に打ち明けることはできない」


    「そ……」


    「わかってほしい。仮にも機兵を目指す人間なら、僕の言っていることが理解できるはずだ。情報軍を辞めていようとも、僕には守秘義務があるんだ」


    「っ…………そう、だよな……。特殊部隊だもんな。隊員のことは教えらんねえよな……」


    　降って湧いた希望が一瞬で潰ついえ、連理がしゅんとうな垂れる。そんな彼女に、凛児がばつの悪い顔を浮かべた。


    「…………それじゃあ、とりあえずは話が済んだところで」


    　そう言って、凛児が腰を上げる。そして彼は、廃倉庫の壁際へと足を向けた。


    　彼が立ち止まった先には、拉ら致ちした二人の男がいた。


    「さて」


    　手足をパイプ椅い子すのフレームに縛りつけられた男たちに、凛児が声をかける。


    「これから貴方あなたたちの尋問を始めます。僕の質問に全て嘘偽いつわりなく答えていただければ、命までは取りません。わかりましたか？」


    「……命までは取らねえ、だと？」


    　意識を取り戻した若者のほうが、殺意に満ちた視線で凛児を睨にらむ。


    「さっきの話は聞こえてた。てめえ、同じ情報軍のくせによくも俺たちにこんな真似まねができるな。てめえには情報軍としての誇りはねえのか」


    「質問しているのはこちらです。僕の質問に答えてください」


    「てめえ！」


    「よせ、風かざ間ま」


    　若者を諌いさめたのは、隣に座る中年の男だった。


    「こんな腰抜けに何を言っても無駄だ。こいつは、この腐りきった社会と戦う勇気を捨て、情報軍に対する世間の差別を受け入れた敗北主義者だ。何を言ったところで会話が成り立つことはない」


    「罪のない民間人を犠牲にすることが、貴方あなたの言う勇気というものなんですか？　情報軍の誇りを捨てているのはどちらです」


    　凛りん児じの言葉に、中年は真顔で返した。


    「罪のない人間などいない。犠牲のない戦いも存在しない。俺たちは、この国の人々を守るために必死に戦った。それが、帰国したらどうだ？　俺たちを待っていたのは何だった？　それが答えだ。守ろうとしたはずの人々から迫害を受ければ、こうもなろうさ」


    「だからといってそれは、自分がされたことを他人にやり返してもいい理由にはならない」


    「ならばお前は、その代わりにかつて共に戦った仲間を殺すのか？」


    　痛烈な皮肉に、凛児の肩が強こわ張ばった。


    「見上げた根性だな。尊敬の念すら覚える。まあ、それなら勝手にするがいいさ。仲間殺しの汚名を着てまであのクズどもを守りたいなら──」


    　中年の顔面に、短機関銃サブマシンガンの銃床が食い込んだ。


    　鼻っ柱が顔の中に陥没し、男が背中から椅い子すごと倒れた。仰向けになった男に馬乗りになり、凛児が何度も銃床を振り下ろす。突然の豹ひよう変へんに、先ほどまで舐なめた口を利いていた若者も、そして背後に立っていた連れん理りも凍りついた。


    　中年が悲鳴をあげ、顔面を血ち塗まみれにする。凛児はそんな彼の髪の毛を掴つかむと、そのまま強引に引き摺ずっていった。廃倉庫に置かれていたコンテナの陰に中年を蹴けり入れ、男の姿がこちらから見えなくなる。


    　そして、凛児は短機関銃の引き金を絞った。


    　銃声は三発。いずれも単射。暗闇の中で、無慈悲なマズルフラッシュだけが明滅する。


    　しばらく射撃姿勢のままでいた凛児が、銃を下ろして踵きびすを返した。敵から奪ったタクティカルベストに手を伸ばし、ナイフを引き抜いて真っ直すぐに若者のもとへと歩いていく。凛児から発せられる殺意に、若者の顔が恐怖に引き攣つった。


    「や、やめ──」


    　その口を塞ふさぎ、凛児が若者の太ふと股ももにナイフを突き立てた。漏れ出る絶叫。一度では飽き足らず、凛児は繰り返し肉を抉えぐる。若者の大腿部の風通しを十二分によくしてから、ようやく凛児はその蛮ばん行こうをやめた。
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    「ぃ、ぎ……っ」


    「よく聞け豚野郎。これが最後のチャンスだ。僕の質問に答えろ。じゃねえと」


    　恐慌をきたした悲鳴をあげ、止とめ処どなく涙を流す若者を無表情で見据えて、凛りん児じはナイフの切っ先を彼の腹部に添えた。


    「『腹を割って』話すことになるぞ」


    



    「……殺したかと思ったぜ」


    　コンテナの奥を覗のぞき込んで、連れん理りが言った。


    　凛児が激しい暴行を加えた中年の男。その男は、仰向けに引っ繰り返ったまま意識を失っていた。男の傍そばには、三発分の弾だん痕こんが穿うがたれている。先ほどの銃撃は、若者のほうに対するただの脅しだったらしい。男がコンテナの陰に連れ込まれたせいで、こちらからはまるで本当に殺したかのように見えていたのだ。


    「そう思わせないと、喋しやべってくれそうになかったからね」


    【凛児様は戦闘になれば人が変わるのですよ。普段は大人しいショタコン爆受けの顔をしていますが、銃とナイフを握ればあら不思議、頭にドの字がつくほどのＳ野郎に早変わりするのです。この姿を見られた大抵の女性はドン引きしてしまうので、哀れなことに凛児様は今年で十七になるにもかかわらず恋人の一人もできたことがありません】


    「花はな枝えさん、そっちにある鉄パイプ取ってくれない？」


    【お茶目なジョークではありませんか。それに、ご安心ください。もし凛りん児じ様がこの先も独身貴族を貫くことになったとしても、私はいつまでもお傍そばにおりますので】


    「不安しかないな」


    　逢アイ瀬セの冗談に付き合っていた凛児がナイフを仕舞い、ぐったりとしている帰還兵の若者を中年と同じ場所に放り投げた。先ほどの激げき昂こうが嘘うそだったかのように、ぱんぱんと手を叩たたいて埃ほこりを払っている。とても褒ほめられたやり方ではないが、しかしこれにより連れん理りたちはいくつかの情報を取得することに成功した。


    　敵は総勢四十人。講堂の中で人質を常時見張っているのが最低でも十人で、残りは講堂の中や周囲に歩ほ哨しようとして立ったり、機巧外骨格に乗り込んだりしている。人質たちは全員まとめて講堂の隅に追いやられ、一か所に固められているそうだ。また学校を囲む堀には近づくものに反応する熱・振動センサーがセットされており、しかもこのセンサーは人質に取りつけた爆弾と連動しているとのこと。センサーの探知範囲は上空をカバーできるほどには広くはないようだが、少なくとも陸上部隊の侵入は探知できるらしい。


    　これで連理たちは、堀を越えて学外に出ることができなくなった。学校の裏山側から脱出しようとしても、裏山に立つ敵の《墨すみ金がね》に捕捉されるだろう。連理たちは完全にこの学校の中に閉じ込められてしまっていた。


    「そのセンサーの存在が厄やつ介かいだな。要するに軍が突入に踏み切ったとしても、機巧外骨格で御堀を飛び越えて校庭に侵入、なんてした日にゃあ、人質までぶっ飛ぶわけだ」


    【ですね。しかも学校の周辺は《墨金》が常に警戒しているため、突入は相当のリスクを負うことになるでしょう。当分の間は、外部からの協力は得られないと思って間違いありません】


    「まさしく陸の孤島って奴か」


    　連理が凛児に視線をやり、


    「で、どうするんだよ、これから」


    「偵察を続けるよ。現状、僕たちにできることは情報収集くらいだし」


    「この《墨金》は？　お前かあたしのどっちかがこいつに乗って奇襲を仕掛けりゃ……」


    【残念ながら、現段階でそれは不可能です】


    　逢瀬がクモのスピーカーから声を出し、


    【天井の瓦が礫れきが直撃したせいで、機体のセーフティロックが作動してしまいました。現在私が超特急でロックの強制解除を行っていますが、まだまだ時間はかかることでしょう。操縦システムもダウンしているため、この《墨金》を完全に起動させるのにあと二時間以上は必要です】


    　解除コードがあれば一瞬で終わる作業だが、頻ひん繁ぱんにこの赤い《墨金》に搭乗する連理さえも肝心のコードは教えられていなかった。解除コードを知っていれば、ハッチとシステムがロックされていても生徒が自由に機体を動かしてしまえるのだから、当然といえば当然の措置ではある。とはいえ今回のように、格納庫で整備中の《墨すみ金がね》を狙ねらわれてしまったら、ロックもくそもなく強奪されるのだが。


    「じゃあ……そうだ、《夜よる號ごう》。あれが元々黒くろ宮みやの機体だってんなら、あれもこっちの戦力として数えられるだろ。確か、あの機体は元の機兵にしか動かすことができねえんだよな。敵が起動できねえってんなら、あたしたちで《夜號》を取り返せばいいんじゃねえか？」


    「…………それも、すぐには無理だよ」


    　しばしの沈黙を挟み、凛りん児じが連れん理りのアイデアを否定した。


    「確かに僕は昔《夜號》に乗っていた。敵がハッチをロックしているだろうけど、この《墨金》みたいに操縦システムがダウンしているわけでもないから、起動自体にはそう長い時間はかからない。でも、たぶん格納庫には敵の見張りがいる。見張りを無力化すること自体は難しくないと思うけど、だからといって闇雲に起動させたところで勝算があるかもわからない。もし仮に《夜號》を起動させるとしたら、それはここぞというとき、最後の勝負に打って出るときだよ」


    　なぜか言い訳をするように少しだけ早口になる凛児。さらに彼は誤ご魔ま化かすように付け加え、


    「一応、機巧外骨格を使って講堂にいるみんなの安全を確保するための作戦は考えてるけど、あくまでそれは最終手段だよ。成功の確率は低いし、何よりこっちの機体には実弾装備が一切ないんだ。敵の機巧外骨格に完全な不意打ちを食らわせないと、勝つのは難しい」


    「……まあ、そうだよな。授業が終わってからそのままここに運ばれたんだから、こいつの装備は高周波ブレードだけだし。まともな武器は近接オンリーか」


    　トレーラーの《墨金》を見上げる。その背中には、午後の模擬戦で連理自身が使った太刀たち型の高周波ブレードが一振りだけマウントされていた。安全装置を外せば実戦でも使用できるが、それにしても遠距離武器がないのはかなりのハンデだった。


    「一応、格納庫から運んできたコンテナの中に、機巧外骨格用の電気銃テイザーとＷＡＳＰナイフがあるけどね。まあ、電気銃は一丁だけだし、ナイフのほうも一本しかないんだけど」


    　と言って、凛児が《墨金》の隣に置かれたコンテナを指差す。操縦科の生徒、富と樫がしが式典の前に誤って倒してしまったコンテナだ。中を覗のぞくと、確かにそこには凛児の言うとおりの武装が入っていた。


    　電気銃とはその名のとおり、バッテリーの込められた弾丸で電気ショックを与えて敵歩兵を鎮圧するための非殺傷用対人ライフルのことだ。そしてもう一つの装備、ＷＡＳＰナイフは、刺突時に刃先から高圧ガスを放出し、敵の機巧外骨格を内側から爆散させることを目的とした武器だった。


    　しかしそのどちらも、敵の機巧外骨格とやり合うには心もとない装備だった。特に、電気銃などは対機巧外骨格戦闘では使い物にならない。あくまで機巧外骨格が対人用に使う武器なのだ。


    　不意に、廃倉庫にジジッという雑音が響いた。敵から奪った無線機が、電波を拾ったのだ。


    『ヒーロー気取りのカウボーイくん。聞こえているな。私は現在、講堂でこの学校の生徒たちを人質に取っている者だ』


    　陰気な男の声。凛りん児じはしばし逡しゆん巡じゆんすると、無線機の送信ボタンを押して逢アイ瀬セに目配せした。クモのカメラで主人の視線を検知した逢瀬が、いつもの電子音声で無線の男に応答する。


    【カウガールの間違いですよ、ファッキンテロリスト。何のご用です？】


    『……なかなか流りゆう暢ちように喋しやべるＡＩだな。いやなに、我々の仲間を傷つけてくれた君たちに挨あい拶さつをしたいと思ってね。ずいぶんと派手にやってくれたじゃないか、ガキの分際で』


    【それほどでもありませんよ。どいつもこいつもただの案山子かかしばかりでしたので】


    『言ってくれるではないか。だが、口は慎んだほうがいい。貴様の無礼の罪を、ここにいる人質たちに償つぐなわせてもいいんだぞ』


    　拳銃の撃鉄を起こす音が聞こえた。連れん理りの掌てのひらがじっとりと汗ばむ。人質を取られている以上、イニシアチブは向こうにあるのだ。


    【どうぞご自由に。ただしその場合は、報復として先ほど拉ら致ちさせていただいた貴方あなたがたのお仲間をぶち殺してしまうことになりますが】


    　しかし逢瀬は、敵の脅しに一切怯ひるむことなく淡々と続けた。


    【いえ、それだけではありません。もし仮に人質を一人でも殺傷した場合は、貴方がたには手痛いダメージを負っていただくことになります。切り札はこちらにもありますので】


    『どういう意味だ』


    【写真ですよ】


    　逢瀬が言った。


    【第二校舎で貴方がたのお仲間四人を無力化したとき、私たちはバンドを使って彼らの素顔を写真に収めさせていただきました。つまり我々は今、テロリスト四名の顔がしっかりと写った画像データを持っているというわけです】


    『…………』


    【貴方がたが情報軍帰還兵だということは、既に存じ上げております。この画像を外部に送信し、情報軍が保有する退役軍人リストにかければ、その本名から家族構成に至る様々な個人情報が判明するでしょう。またそうなれば、交友関係や部隊の配属先などから、他のお仲間の身元を探ることもできるかもしれませんね。それこそ、芋いもづる式に】


    『こんなテロを引き起こした我々が、今さら身元がばれることを恐れると思うか？』


    【はい。もし恐れていないと言うのなら、マスクで顔を隠す理由などありませんから】


    　逢瀬が断言した。


    【今回わざわざこの式典の日を狙ねらってきていることからも、おそらく貴方がたは曽そ谷やや来らい賓ひんの人間を使って葦あし原はら政府と何らかの交渉がしたいのでしょう？　そしてそれが首尾よく終われば、生きてこの場を脱出するつもりのはずです。であるならば、そちらとしてはお仲間の素顔が全国ネットで流されるというのは好ましくないのではありませんか？】


    　逢アイ瀬セの理り路ろ整せい然ぜんとした論理展開に、無線機の相手が押し黙る。


    　今のやり取りを聞いて、連れん理りは理解した。


    　これは、凛りん児じの仕掛けた博打ばくちだ。敵が不用意に人質となっている生徒たちに手を出さぬよう、相手の心理や状況、そして敵の身元情報を織り交ぜることでその動きを牽けん制せいする。敵が自分たちの身元が暴露されることを恐れているという事実を見抜いたことも大きい。凛児はそういった敵の心の内を読み、人質に手を出せない状況を作るためにあえて無線機での会話を逢瀬に指示したのだ。


    『……だが、そちらから我々の情報を流すこともできんぞ』


    　無線の相手が声こわ音ねを低くし、


    『我々には、この付近一帯の無線通信を傍ぼう受じゆする能力がある。もし貴様のほうが先にその画像データを流せば、今度はこちらが報復として人質を殺す。膠こう着ちやく状態だな』


    【そうですね。ですが、私たちからすればそれで上々です】


    　逢瀬が淡々とのたまい、


    【まあ、売り言葉に買い言葉でいろいろ申し上げてしまいましたが、こちらは貴方あなたがたと事を構えるつもりはありません。先ほどはビギナーズラックで何とかお仲間の手を逃れることはできましたが、だからといってこれ以上やり合おうなどとは思っていませんから。そちらが私たちに危害を加えようとしない限り、こちらに敵対の意志はありません】


    『いいだろう。これ以上小こ賢ざかしい真似まねさえしなければ、命だけは見逃してやる。……だが、もし約束を違たがえた場合はどうなるかわかっているだろうな。そのツケは高くつくぞ。本気で我々に勝てるとは思っていまい？』


    【ほざきやがれ、くそったれイピカイエー、マザーフアツカー】


    　ブツッという音を最後に、無線機からの反応がなくなった。交信が途絶えたのだ。


    　今の駆け引きを黙って見守っていた連理が、額の汗を拭ぬぐいつつクモのほうを見た。


    「冷や冷やしたぞ、心臓に悪い……。だけど、これで首の皮一枚は繋つながったか」


    【とはいえ、安心はできません。敵はあくまで自分たちの目的を最優先にして行動するでしょうが、しかし私たちに対する警戒を完全にやめることなどありえません。敵を拉ら致ちしている以上、敵対するつもりはない、というこちらの言い分など信じるはずもありませんし。先ほどの無線の相手が簡単に身を引いたのは、単に私たちを油断させるためでしょう。奴らは何とかして、私たちの行動を妨害しようとしてくるはずです】


    「油断はできねえっつーわけか。……つーか、最後のイピなんとかってどういう意味だ？」


    【イピカイエーというのは、カウボーイがロデオのときに使う掛け声のようなものです。本来はウルドゥ語で「これでも食らいやがれ」という意味ですが、私はあまり意味は気にせずその場のノリで使っていますね。実はこれ、私の決め台詞ぜりふなのです。どうです、格好いいでしょう？】


    「お喋しやべりはそこまでだ。悪いけど、そろそろ行動を起こす時間だよ」


    　凛りん児じが会話を遮さえぎり、連れん理りに右手を差し出した。その手には、一丁の自動拳銃が握られている。


    「覚悟はいいね、花はな枝えさん」


    「…………」


    「この学校に通い、操縦科に所属している以上、君はただの学生でも民間人でもない。一人の兵士だ。君には僕のバックアップについてもらう。僕の後方を常に警戒し、僕の許可が出るまで発砲はするな。君がこの学校のエースだっていうのなら、今こそその実力を発揮するんだ。これは訓練じゃない。実戦であり、戦争だ。やれるかい？」


    　凛児の両眼が真っ直すぐに連理を射抜く。そこに冗談や諧かい謔ぎやくの類たぐいはない。なぜ自分のような実戦経験のない者を──とは思うが、しかし彼の瞳は真剣にこちらの応援を要請している。


    　連理の脳裏に、あのときの光景が蘇よみがえった。


    　瓦が礫れきの山。潰つぶれた両親。何もできず、ただ守られるだけだった自分。そして、もうこんな無力な思いはしたくないと決意し、二人の亡なき骸がらと交わしたあの誓い。


    　そう──あのとき、あたしは決めたはずだ。


    　二人に自慢できるくらい、強くなるんだと。死んだ二人がもう心配しなくてもいいくらいに強くなるんだと。そう誓ったはずだ。


    　だから連理は、自分が抱かかえている恐怖を凛児に悟られないよう、その拳銃を掴つかみ取った。


    「ったりめえだろ。望むところだ」


    「よかった。断られたらどうしようかと思ったよ」


    【これでチーム結成ですね。おめでとうございます】


    　逢アイ瀬セが無感情に祝福した。


    【とはいえ、陰気なチビスケと実戦経験のない処女が仲間では、正直言ってかなり不安ですが。まあ、私の足さえ引っ張らなければ良しとしてさしあげましょう。せいぜい私に恥をかかせないよう頑張ってくださいね、お二人とも】


    「とりあえず、花枝さん。これを着けて。顔がバレないようにしないと」


    　逢瀬の無ぶ礼れい千せん万ばんな言葉を無視し、凛児が黒いレザーマスクを連理に手渡す。凛児はこのマスクを二枚持っていたようで、連理に渡したのと同じマスクが、彼の手にも握られている。


    　連理は以前、軍事関係の専門誌でこのマスクを見たことがあった。これは、機兵隊の隊員が報道の場などで素顔を隠すために着用するためのマスクだ。口裂けマスクの見た目から、海外などでは機兵隊を「口裂けジヨーカー」と呼ぶ者もいる。ネットでレプリカが出回っているのを見たことはあるが、こうして本物を目にするなどこれが初めてだった。機兵隊に並々ならぬ憧れを抱いだく連理にとっては、言うなれば憧れの象徴、通常ならば着用させてもらえることに無上の感動を覚えるはずの代しろ物ものだった。


    　しかし、このときの彼女の胸中に湧き上がったのは、残念ながら喜びの感情ではなかった。


    「うん、そうだよ。僕が今持ってるほうは……まあ、知り合いのものでね。これはいつか持ち主に返すつもりのものだから、あまり戦闘では使いたくないんだ。破れたりしたら、持ち主に悪いから」


    　と言って、凛りん児じがもう一枚の口裂けマスクを大切そうにポケットにしまう。代わりに彼は、先ほどの戦闘で敵から奪った普通の白いマスクを着用した。


    　対する連れん理りは、もらったマスクを着けずに無言。それを怪け訝げんに思ったのか、凛児が言った。


    「あの、マスク着けたほうがいいよ。一応ケブラーが編み込まれてるから、気休め程度でも防弾能力はあるし。実戦経験の差から見ても、僕よりも君のほうが被弾のリスクは高いんだから」


    「…………いや、いい。着けねえ」


    「は？」


    「だって……これ着けちゃったら…………お前と、その……」


    　連理が手の中のマスクと凛児の顔、もっと言うと彼の唇付近を見比べながら、蚊の鳴くような声で答えた。対する凛児は理由がわからないのか、困惑したように連理を見ている。


    【処女力高すぎでしょう、花はな枝え様】


    　察しがついたのか、耳まで赤くする連理を見て逢アイ瀬セが呆あきれていた。


    



    　　　◆


    



    　防さき人もりの眼前で、寺てら須すが苦々しい顔をしながら無線を切った。人質というアドバンテージを持ちながら話の主導権を相手に握られたことに対し、内心穏やかではないのだろう。


    　先ほどの女型のＡＩ。まさかこちらの脅しに一切怯ひるむことなく、むしろ的確にこちらの狙ねらいを読んで反対に脅し返してくるとは。随分肝の据わったＡＩだ。人間じみた挑発的な言動といい、こちらの弱みを即座に見抜く洞察力といい、並のＡＩではないことが窺うかがえる。


    　──相変わらずだな。


    　懐かしさを覚える相手の声に、防人がそんなことを思った。対する寺須は苛いら立だたしげな様子で防人の傍そばに来ると、彼に言った。


    「逃げたガキの名前を突き止める」


    　曽そ谷やの拷ごう問もんが終了し、尚しよう特とく館かん高校の講堂は異様なまでの静けさに包まれていた。この場にいる生徒たちは皆、息を呑のんで押し黙っている。先ほどまでステージの上で繰り広げられていた凄せい惨さんな光景を目の当たりにし、誰も口を開くことができなくなっているのだ。


    「命だけは見逃すのではなかったのか？」


    「嘘うそに決まっているだろう。こちらは装備を奪われて二人を倒されたうえに、風かざ間まと植うえ山やままで拉ら致ちされているんだぞ。あんな口約束を守る理由などあるものか」


    　寺てら須すが怒気を孕はらんだ声で答え、


    「防さき人もり。ここにいる教師たちの中から、クラスを受け持っている学級担任を集めてバンドとカチューシャを返してやれ。そいつらのバンドとお前のバンドを同期させて、電子出席簿のデータから生徒の出欠席を調べるんだ。今日授業に出席していながらこの場にいない者が、逃げ延びたガキの可能性がある」


    「直接教師から証言させるだけでは駄目なのか？」


    「無論、口頭での確認も行う。だが、仮にも教練学校の教師だ。根性のある奴なら、偽の情報を伝えて我々を騙だまそうとしてくるかもしれない。確認のためにも、証言と出席簿を照らし合わせる必要がある。それに……生徒も教師も、既に何人かが恐慌状態に陥っている。まともに口を利けるかどうかわからん。少々やりすぎてしまった」


    「わかった。調べておこう」


    「全校生徒のリストを送る。軍からのサイバー攻撃に注意しながら、これと照らし合わせろ」


    　メールの受信。バンドに、事前に入手していた生徒たちの氏名の一覧が送られた。


    「逃げたガキがこの学校の生徒であることが確認できたら、そいつと親しいクラスメイトや知り合いを数人選んでおけ。もし向こうが俺たちの動きを妨害してきたら……そのときは仕方がない。未成年だろうと何だろうと、断固とした対応を取らせてもらおう」


    　賢明な判断だった。寺てら須すの心中としては、今すぐにでも仲間たちに学校中を捜索させて逃げている人物を殺してやりたいと思っていることだろう。しかし、たった一人の人物のために戦力を分散させることなどできない。外でこの学校を包囲しつつある警察や陸軍と違い、防さき人もりたちには数の利がないのだ。奴らの突入に備えて講堂の防備に人員を割かざるをえない以上、それ以外の少数で学校の全ての建物を調べるのは不可能だ。だからこそ寺須は、相手の正体を暴くという選択肢を選んだのだ。敵の名前がわかれば、より効果的な人質を選んで脅しをかけることもできる。


    　寺須は表情と声こわ音ねを冷徹にしたまま、防人に宣言した。


    「単純な作戦のはずが、既に四人分の戦力を失っているんだ。相手がガキだからといって舐なめてかかるわけにはいかない。全力で潰つぶす」


    



    　　　◆


    



    　自分で行動を共にするよう命令しておいて何だが、凛りん児じは連れん理りの能力にいささか驚いていた。


    　結局何とかマスクをつけてもらった彼女と二人で学内の偵察を行っている間、連理はほとんど満点と言っていい身のこなしで凛児の後をついてきた。どんなときにも必ず自然物や人工物を使い、自身の姿を隠いん蔽ぺい。足跡などの自分の痕こん跡せきを残さないのはもちろんのこと、ルート上どうしても坂道を下らざるを得ない場合などは、わざと遠回りして進んでいく。


    　なぜそんなことをするかというと、もしも坂の下に敵兵がいた場合、相手が坂の上を見上げると、こちらの姿が空を背景に浮かび上がってしまうからだ。敵からすれば何もないはずの夕空に人間のシルエットが浮き彫りになって見えるから、こちらの存在が簡単に露見してしまう。彼女はそういった天候・環境条件を考慮しつつ、建物の陰や死角を利用して凛りん児じの行軍速度についてきているのだ。これは、正規軍の兵士でも一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは身につかない身のこなしだった。


    　──さすが、学年最高成績を記録する生徒なだけはあるか。


    　機巧外骨格は、自分の肉体を動かすのと同じ要領で機体を操ることができるというその操縦システムの特性上、機兵の身体能力がそのまま機体の機動に直結する。機巧外骨格が人ひと型がたを取っているのは、機兵が自分の肉体を動かす感覚と機体を操る感覚との間に齟そ齬ごを生じないようにするためだった。つまり、優秀な機兵は優秀な歩兵であることが絶対条件なのだ。それゆえ、操縦科でもトップクラスの機兵である連れん理りが歩兵としての移動技術を完かん璧ぺきに体得していることは、ある意味では必然ともいえた。


    　だが、その完璧さははっきり言って異常だ。


    　まだ十七歳の少女が。凛児のように特殊な事情から軍に在籍していたわけでもない、一人の学生が、これほどの強さを持っているというのは、やはり常軌を逸している。テロリストに襲われ、命の危険に晒さらされ、目の前で実弾が飛び交う本物の戦闘を繰り広げられたにもかかわらず、ここまで冷静さを保てるとは。十分な訓練を施ほどこされた新兵でも銃声を耳にすれば足が竦すくんでしまうことがあるというのに、彼女は凛児の協力要請も迷うことなく受諾し、自らこの戦いに臨んでいる。いくら教練学校の生徒とはいえ、これは並の精神力ではない。


    　彼女が両親を亡くしたテロ。


    　それこそが、花はな枝え連理の原体験となっているのだろう。大切な人を喪うしなった悲しみと、身を焦こがさんばかりの無力感が彼女を苛さいなんだに違いない。そうした過去のトラウマがあるがゆえに、連理はこの学校で研けん鑽さんを積み、機巧外骨格の機兵として学内に並ぶ者のいない実力者となるほどの努力を重ねてきたのだ。


    　トラウマを抱かかえながらも、機兵として機巧外骨格に乗り、戦うことを決めた連理。


    　どこかの誰かとは大違いだ。


    「裏山に陣取ってる《墨すみ金がね》。あいつら、あそこから動こうとしねえな」


    　開発科の研究棟の壁際に隠れ、連理が小声のまま凛児に言った。裏山の頂上に、対鎧アンチアーマーライフルを持った三機の《墨金》が立っている。凛児の予想どおり、裏門から入ってきた敵の大型トレーラーには、《日輪ひのわ》の他にも機巧外骨格用の武装が積まれていたようだ。


    「あの三機の役目は監視だよ。校庭にいる三機が学校正面で包囲網を敷いている警察や軍を見張って、裏山の三機で残りの三方……東と西、そして北の空を警戒するんだ」


    　同じように凛児が小声で答え、


    「あれなら学校に近づいてくる航空戦力の存在に一早く気づくことができるし、堀の外から敷地内に入ろうとする侵入者の存在も探知できる。裏山から侵入する敵もね。あれは動こうとしないんじゃなくて、動かないことで周囲にプレッシャーを与えているんだよ」


    　あの三機が周囲を見渡せる裏山に立っている限り、接近しようとする敵対勢力は一瞬でばれてしまうだろう。機巧外骨格には暗闇にも対応できる赤外線センサーが搭載されているため、夜闇に紛まぎれて侵入を行うこともできない。


    「──んがっ！　～～～～～痛っつぅ……んだよこりゃ」


    　近くの茂みの中を進んでいると、突然背後で連れん理りが小さく声をあげた。


    　振り向くと、連理が膝ひざを押さえて顔をしかめている。彼女の傍そばには、円筒形の物体とそれに接続されている機械装置があった。どうやら茂みの中に隠すように置かれていたせいで、気づかずに膝をぶつけてしまったようだ。


    「花火の発射装置……みたいだね」


    　外観からそう判断する。逢アイ瀬セが凛りん児じのバンドにいれば、すぐさまこの装置の型式や花火の種類に至るまで検索してくれるのだが、生憎あいにく彼女のコアユニットは《墨すみ金がね》のロック解除のため、クモに接続されたままだった。


    「今日の式典で、開発科の連中が打ち上げるって言ってたやつだな」


    　連理が独りごち、


    「てか、どうするよ。もう電源どころか打ち上げのタイマーまで入っちまってるみてえだけど」


    　見ると、確かに装置のタイマーが既にセットされているようだった。打ち上げ予定時刻は、二十一時ジャストに設定されていた。現在の時刻は十八時十六分。テロリストがこの学校を占拠してから、およそ二時間が経過している。


    「別にどうもしなくていいよ。わざわざタイマーを解除する時間も惜しい」


    　それだけ言って、花火の発射装置をそのままに、凛児は偵察を再開する。


    　幸い、これまでの道中で敵と遭遇することはなかった。敵はどうやら、本格的に講堂の中に立てこもっているようだ。敵のリーダーと思われるあの無線の男は、無闇に凛児たちを捜索するよりもまずは自分たちの防備を固めることを選択したのだ。冷静な指揮官だった。


    　研究棟がある敷地を抜け、そのまま行軍。木々や建物の死角を利用しながら、講堂や校舎が置かれた学校の西部を目指していく。


    　校庭に辿たどり着くと、そこには四機の機巧外骨格の姿があった。学校から奪われた《墨金》三機と、白い機体──《日輪ひのわ》だ。


    「…………」


    　かつてあの機体に乗っていた機兵の顔を思い浮かべる。


    　あの機体を強奪し、凛児の前から姿を消した彼の大きな背中を思い出す。


    《日輪》がここにある以上、信じたくはないが受け入れるしかない。


    　かつて凛児が師と仰いだあの人は、敵となって自分の前に立ち塞ふさがっている。


    　しばらく前進すると、二人は一番手前にある校舎──第三校舎へと辿り着いた。ある理由から、凛りん児じたちはこの校舎に用があるのだ。凛児は校舎一階の保健室の窓を開け、慎重に中へと忍び込んでいく。


    　室内には、当然人の姿はなかった。凛児は扉から廊下を窺うかがいながら、保健室にあったテレビの電源を入れる。事件の報道を見るためだ。


    『──緊急速報です。これまで沈黙を保っていた皇立尚しよう特とく館かん高校を占拠したテログループですが、たった今、当スタジオに一本の動画が送られてきました』


    　ニュース番組の女性アナウンサーが、緊迫した様子で報じている。既に今回の事件は、世間でも周知のものとなっているようだ。


    　ニューススタジオの映像が切り替わる。テロリストから送られてきた動画が映し出された。


    　動画の中に、銃器で武装し人相を隠した数人の男が映っていた。動画の背景を見るに、これは尚特館高校の講堂のステージで撮影されたもののようだ。犯行グループによる撮影だろう。


    　男たちの真ん中に、椅い子すに縛り付けられた男がいた。粗いモザイクが入れられているため、その男が誰なのかまでは把握できない。


    　しかしそこに映る男の身体からだは、モザイク越しでもわかるほどに半壊していた。


    「っ……」


    　連れん理りがびくりと硬直する。


    　編集が入っているため、男がどんな暴行を受けたのかはわからない。しかし男の足もとにできている血溜だまりや、その周辺に散らばっている拷ごう問もん器具らしき糸いと鋸のこやガスバーナーが、あの場でどんな凄せい惨さんな行為が行われたのかを如実に語っていた。モザイクで男の負傷具合がわからないことも、かえって見る者の想像を掻かき立てている。


    　そのすぐ隣に、痩せ型の男が立っていた。どうやらこいつがリーダー格のようだ。


    　リーダー格が一歩前に踏みだし、カメラに向かって話し始めた。


    『既に軍や警察諸兄は気づいていることだろうが、改めて宣言させてもらおう。皇立尚特館高校は、我々が占拠した。この学校に在籍している生徒、教師、そして式典に参加していた来らい賓ひんは全て我々の制圧下に置かれている。間違っても、迂う闊かつな真似まねはしないことだ』


    　瀕ひん死しの男を指し示す。他の人質がこうなりたくなければ、と言外に言っているのだ。リーダー格の声は、先ほど無線機でこちらに脅しをかけてきた男と同じ声だった。


    『こちらは貴様らのいかなる交渉にも応じるつもりはない。我々の要求は、今後も全てテレビ局や動画サイトを通じてのみ行うものとする。……早速こちらの要求を伝えたいところではあるが、今夜は面白いショーを用意している。おい』


    　リーダーに声をかけられ、映像に映っている仲間の一人、冷ややかな瞳をした筋骨隆々の偉丈夫が、拷問を受けた男へと近づいた。


    『さあ。吐いてもらおうか。二年前の真実について』


    『……………………私……葦あし原はら皇こう国こく陸軍所属、曽そ谷や九く郎ろう中将は、葦原国民の皆様に……お詫わびしなければならないことがあります……』


    　モザイクの男は、陸軍の曽そ谷やだったようだ。既に拷ごう問もんによって精神を壊され、反抗の意志を根こそぎ奪われているのか、曽谷は敵の言葉に従順に従った。


    『二年前の王国戦争における、虐ぎやく殺さつ事件……私は、あれを情報軍の仕業だと糾きゆう弾だんしましたが、真実は違います。あれは……あの虐殺は、陸軍が行ったものです……』


    　連れん理りが息を呑のんで目を見開いた。しかしそんな彼女に構うことなく、動画は進んでいく。


    『虐殺は、私が指示しました……。そして様々な財界人や著名人を駆使し……あの事件を情報軍によるものだと喧けん伝でんしました……。陸軍の権益を守り、規模を増す情報軍を失脚させるためです……』


    『貴様に協力したそいつらの名前を挙げろ』


    　男が命じるが、曽谷は答えなかった。出血で意識が飛びかけているのだろう。


    『挙げろと言った』


    　拳銃を抜き、男が曽谷の膝ひざ頭を撃ち抜いた。曽谷が絶叫し、数人の名前を叫ぶ。どれも有名な政府関係者や大企業の幹部たちだった。


    『──これで全員だ！　頼むからもう止やめてくれ！　本当に、本当にすまないと思っている！』


    『本当か？　心の底から、貴様のせいで無実の罪を着せられた情報軍帰還兵たちに申し訳ないと思っているか？』


    『……ああ。ああっ、本当だ。私にできる限りの償つぐないはする！　だ、だからもういいだろう、隠していることは全て話した。早く解放し──』


    　二度目の銃声。


    　男が、曽谷の側頭部を撃ち抜いた。画面の外から、生徒たちの悲鳴がこだまする。他の男たちが天井に向けて短機関銃サブマシンガンを乱射し、人質たちを静かにさせた。


    『これが、あの事件の真相だ』


    　曽谷を殺した男に代わり、リーダーが再び前に立つ。


    『陸軍の上層部も一枚噛かんでいることだろう。卑劣極まりないクズどもだ。そして、これを見ている貴様ら市民ども。こんなクズどもの話を鵜う呑のみにし、帰還兵たちを虐殺魔と罵ののしり差別した貴様らを、俺は絶対に許しはしない。あの戦いで散っていった仲間の無念を晴らさせてもらう』


    　リーダーの声が、一際鋭さを増す。


    『我々の要求は次の二つ。虐殺の責任を問われ投獄されている情報軍将校たちの釈放と、人質の身代金二百億円だ。猶ゆう予よはこの動画の投稿より六時間。それを過ぎれば、一分ごとに人質を一人殺す。この学校に突入しようとした場合も同様だ。また、堀の周辺には人質に取りつけた爆弾と連動するセンサーを仕掛けているため、学校の周囲に機巧外骨格を配備することも避けたほうがいいだろう。次に動画を投稿するのは二時間後。我々がこの学校から脱出するためのヘリの種類や調達手段の指示を行う。では、二時間後にまた会おう』


    　そこで、動画が終了した。凛りん児じたちがいる保健室の中に、静寂が満ちる。


    「本当、だったのかよ……あの虐ぎやく殺さつが、陸軍の陰謀だったって噂うわさは……。おい黒くろ宮みや、今の動画見てたよな？　…………黒宮？」


    　連れん理りが声をかけてくる。しかしその声を無視し、凛児は画面を食い入るように見つめていた。


    　今の映像に映っていた、曽そ谷やを射殺した男。他の情報軍帰還兵たちの中でも、特にがっしりとした肉体の兵士。


    　顔がマスクで隠されていようとも、その鋭い眼光だけは隠せない。


    　わかっていた。《日輪ひのわ》がここにある時点で、彼が敵の中にいることは確信していた。


    　あの白い機体を操れるのは、世界中で彼だけなのだから。


    「防さき人もり大尉……」


    　それは、二年前に凛児の前から姿を消した男。


    　機兵隊の隊長、防人護ご道どう大尉。


    　かつて上官と仰ぎ、師と慕った男との避けられない対決に、凛児の拳が固く握られた。
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    「防さき人もり大尉って……お前、曽そ谷やを撃ったあの男のこと知ってんのか……？」


    　先ほどの呟つぶやきを聞かれてしまったのか、連れん理りが尋ねてきた。凛りん児じは答えず、保健室の床に腰を下ろしたまま、黙々と自分が持っている装備の安全装置を外し始める。


    「…………」


    「おい、なんとか言えよ。話したくねえのかもしんねえけど──」


    「機兵隊の隊長だ」


    　凛児が戦闘の準備を行いながら言った。連理が息を呑のむ気配が感じられる。


    「防人護ご道どう。情報軍大尉にして、僕たち機兵隊のリーダー。《夜よる號ごう》と対を成す、もう一機の『始まりの機体』……あの白い機体《日輪ひのわ》の機兵だよ」


    「機兵隊の、隊長……あの人が……」


    「そう。機兵隊のたった二人の生き残り。そのうちの一人だよ」


    　凛児が顔を上げ、連理を見る。困惑した様子の彼女と眼めが合う。


    　そこで、凛児は語り始めた。


    　凛児にとって、防人護道という男がどんな存在であるかを。


    



    　　　◆


    



    　街が燃えていた。


    　住み慣れた樺太北部の街。凛児の通っていた学校があり、家族があり、厳しい自然があった街。その街が今、燃え盛る炎に飲まれている。


    　全世界を巻き込んだ大戦の末期。その街の中央を、十数両の戦車が走行していた。葦あし原はら皇こう国こくのものではない。敵国の侵略機甲部隊だ。戦車群は周囲に歩兵を随伴させ、破壊の限りを尽くしていた。一二五ミリの主砲に耐えられるものなどなく、榴りゆう弾だんの雨に撃たれた建物が次々に倒壊している。


    　その街道の真ん中に、幼い凛児が立っていた。


    　凛児は死にかけていた。背中に酷ひどい火傷やけどを負い、身体からだの至るところから血を流している。傍はたから見ても、彼の命がそう長くないことは明白だった。


    　その上で、凛児は道の中央に立ち、侵略者たちの前を塞ふさいでいた。


    　敵部隊の歩兵が、凛児の存在に気づいた。無遠慮な青い瞳で彼をねめつけ、じろじろと観察している。凛児が何の武装もしていないことがわかると、歩兵たちは異国の言葉で口々に何かを叫んでいた。嘲ちよう笑しようだ。凛児の蛮ばん勇ゆうを嘲あざ笑わらい、挑発するように囃はやし立てている。口笛を吹き、おざなりな拍手を寄越す者さえいた。誰も彼もが凛児を見下している。


    　しかしそれでもなお、凛児はその場を動かなかった。


    　出血でがくがくと足が震ふるえ、視界が霞かすむ。意識が朦もう朧ろうとし、膝ひざが折れかける。だが凛児は逃げるわけにはいかなかった。


    　今やこの街の生き残りは彼だけだ。よく自分にお菓子をくれた商店街のみんな。明日もまた遊ぶ約束をしていた友人たち。口やかましく気の強い姉に、どんなときも笑顔を絶やさなかった母。そして、樺から太ふと庁ちようの長官としてこの地の人々の生活を守ろうとした、誇り高い父。みんな死んだ。奴らに殺されたのだ。


    　ゆえに凛りん児じは、目の前の敵に立ち向かわなければならなかった。


    　たとえそれが、どんな結末を迎えるものだったとしても。


    　正面にいた歩兵が、自動小銃を撃った。甲高い銃声とともに、凛児の一メートル横手に弾丸が食い込む。続けてもう一発。今度は七十センチ横。げらげらと笑う敵兵は引き金を引くたびに着弾点をずらし、少しずつ凛児に近づかせていく。


    　銃弾が凛児の頬ほおを掠かすめた。それでもやはり、凛児は逃げなかった。


    　彼のその姿に、敵兵の表情が歪ゆがんだ。いずれは命乞ごいするとでも思っていたのだろう。この絶望的な状況でなおも自分たちを睨にらむ凛児に、敵兵が苛いら立だったのだ。


    　敵兵が唾つばを吐く。小銃を構え、凛児の額に狙ねらいをつける。もう遊びは終わりだと言わんばかりに鋭い視線で照準を行う。


    　引き金に指がかかる。


    　敵兵が深く息を吸う。


    　そして──。


    



    『カムイ１、タッチダウン』


    



    　凛児の眼前に、巨人が舞い降りた。


    　隕いん石せきの墜落かと紛まがうほどの衝撃。爆はぜるコンクリート。踏み潰つぶされる歩兵。もうもうと立ち込める砂さ塵じんに、凛児の視界が覆おおわれる。しかし彼の瞳は、はっきりとそれを捉えていた。


    　機械仕掛けの、白銀の巨人を。


    『やめろ、カムイ１！　機巧外骨格の運用テストは極秘任務だ。我々に交戦許可は……！』


    　空のどこかから、大音量の声が鳴り響く。しかし目の前の白い機体はその声を無視し、ゆっくりと立ち上がると、凛児を庇かばうように敵部隊に相対した。


    『戦闘を開始する』


    　大きなライフルを引き抜き、白い機体が跳躍する。


    　そこから繰り広げられた戦闘は、さながら白銀による舞踏会だった。


    



    　侵略部隊の戦車が全てスクラップに変わると、凛児を助けた人型機動兵器から、一人の男が降りてきた。


    「生きているか、坊主」


    　男が葦あし原はら語で言った。口元につけていた悪趣味なデザインのマスクを外し、素顔を見せる。


    　炎に包まれた街を背に、兵士と少年が向かい合った。


    「俺は葦原皇こう国こく情報軍所属、防さき人もり護ご道どう少尉だ。怪け我がの手当てをする。傷を見せてくれ」


    「…………」
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    「俺の言葉がわかるか、坊主。俺は君を助け──」


    　不意に、防人が口を噤つぐんだ。


    　その場に膝ひざをついた凛りん児じが、突然嗚お咽えつを漏らし始めたからだ。それまで気丈にも敵に立ち向かっていた彼の両眼から、静かに熱い雫しずくが流れ落ちている。


    「……遅れてすまない。怖かっただろう。だが、もう安心して」


    「違うんです……っ」


    　凛児が首を振った。涙でぐちゃぐちゃになった顔を上げ、防人を見上げる。


    「悔しいんです。誰も守れなくて……！」


    「…………」


    「僕……僕だけ、生き残ってっ。お母さんもお姉ちゃんも守れなくて……！　お、お父さんもあいつらに殺されちゃって……っ。僕、何もできなかった……何もできなかったんです！」


    「……君は何も悪くない。悪いのは奴らだ。子どもの君が責任を感じることでは──」


    「でも……！」


    　慰めようとする防さき人もりの言葉を遮さえぎり、凛りん児じが叫んだ。


    「もし僕がもっと強かったら……僕にもっと力があったなら……！　一人くらいは助けられたかもしれない。それが、悔しいんですっ。何もできなかったことが、悔しい……。だって……だって僕は、男の子なんですから……！」


    　両眼から涙を流し、凛児が溢あふれ出す感情をぶち撒まける。


    　そんな凛児を、防人はじっと見つめた。口を真一文字に引き結び、まるで敬意を込めるようにして、真っ直すぐに凛児を見返している。


    「坊主。名前は」


    「……凛児。黒くろ宮みや凛児です」


    「凛児か。いい名前だな」


    　防人が言った。


    「君は、優しい子だ。そして、強い男の子だ。俺は君を心から尊敬する」


    「……そんなこと、ありません。僕は……弱いです」


    「ならば強くなれ」


    　防人が跪ひざまずいた。幼い凛児と目線を合わせ、対等の立場で言葉を交わす。


    「喪うしないたくないなら、強くなれ。皆を守れるよう、強くなれ。初めから強い人間なんて存在しない。だが、絶望に立ち向かう勇気を持ち続ける限り、人はどこまでも歩き続けられる。自分の弱さに涙を流し、それでもなお立ち上がろうとする者は、いつだって戦士だからだ」


    　彼の大きな右手が、凛児の頭に乗せられる。


    　慈いつくしむようにその頭を撫なでて、防人は微ほほ笑えんだ。


    「辛つらかっただろう。よく頑張ったな。もう大丈夫だ」


    



    　こうして、凛児は兵士になった。


    　そして同時に、それは彼に無二の師ができた日でもあった。


    



    　　　◆


    



    　凛児が語り終えた。連れん理りは、彼の話を最後まで黙って聞いていた。


    　機兵隊の隊長にして、今や敵となった男、防人護ご道どう。凛児にとって彼は、ただ単に同じ部隊の上官という存在ではなかったのだろう。幼少期に死に瀕ひんしていた彼を助け、戦う術すべを教えてくれた師とも呼ぶべき存在。その男が今回のようなテロを引き起こし、大勢の学生を人質にして敵対している。


    「戦えるのかよ。そんな人と」


    　連理が聞いた。凛児は、拳銃のセーフティを解除する手を止めて連理を見返す。


    「その防人大尉って人は、お前にとって命の恩人なんだろ。同じ部隊で同じ死線を潜くぐってきた戦友で、掛け替えのない仲間のはずだ。お前はそんな人と……」


    「もちろん、悲しいよ」


    　凛りん児じが言った。そう答える彼の顔には、苦悩と葛かつ藤とうが同居していた。


    「大尉は、僕にとっては父親も同然だ。あのとき……無力感に泣きじゃくることしかできなかった僕を励まして、こうして一人の兵士に育ててくれた。そんな大尉を傷つけることなんて、僕はしたくない」


    「…………」


    「それに、僕は大尉たちがこのテロを引き起こした気持ちも理解できる。廃倉庫では、あの二人に偉そうなことを言ったけど……僕だって元情報軍だ。機兵隊だ。彼らの気持ちは痛いほど理解できる。この世界を恨み、呪のろってしまうその苦悩を理解できる。大尉は、仲間思いの人だった。散っていった仲間たちの死に、いつだって責任を感じていた。その死を穢けがした陸軍や無知な人々に対する怒いかり。その怒りを否定することなんて、僕にはできない」


    「じゃあ……」


    「でも」


    　そう言って、凛児が拳銃のスライドを引く。


    　薬室に弾丸が送り込まれる音が、保健室に重く響いた。


    「でも、行かなきゃ」


    「…………」


    「僕が大尉に勝てるかどうかはわからない。だけど僕には、機兵隊のもう一人の生き残りとして大尉を止める義務がある。本当は辛つらいし、大尉と戦いたくなんてない。でも……それでも、やるしかないんだ」


    　それに、と凛児が続ける。


    「今ここで立ち上がらなきゃ、講堂にいる人質が殺されるかもしれない。僕が大尉のことを大切に思っているように、あそこにいるみんなにだって大切な人たちはいる。親も、兄弟も、恋人だっているかもしれない。ここでもし僕が人質を見捨てれば、僕にとっての大尉を喪う人が出てくることになる。それは……それだけは、絶対に許容できない。だって僕は──」


    　今度こそ大切な人を守るために、兵士になったんだから。


    　そう言って、凛児が微ほほ笑えんだ。彼のその笑みには、未だ深い悲しみが残っている。


    　しかしそれでも、凛児は自らの意志で師との対決のために覚悟を決めたのだ。


    　その決意を目の当たりにした連れん理りの胸に、熱い感情が湧き上がった。


    　膝ひざに手をつき、立ち上がる。そして連理は、自分の右手を凛児に差し出した。凛児がその手を握り返し、連理に引っ張られるように立ち上がる。


    「それじゃあ、行こうか」


    「おう」


    　二人が歩きだす。保健室の扉を開け、廊下へと出ていく。


    「なあ、黒くろみ宮や」


    　周囲への警戒を怠おこたることなく、連れん理りは凛りん児じの背中に声をかけた。凛児が振り向くと、連理が若干照れくさそうに頬ほおを掻かいて言い直す。


    「いや……凛児。ちょっといいか」


    「なに？」


    「お前の背中はあたしが守る。あたしにできることは何だってやってやる。あたしとお前で、みんなを助けよう」


    「……ありがとう。連理」


    　凛児が礼を言う。苗字ではなく名前で呼び返して。


    　そして二人は、第三校舎の階段を上っていった。


    



    　　　◆


    



    　一階の保健室から三階の職員室へと移動した凛児は、室内の暗がりに潜ひそんでじっと息を殺していた。机の下に身体からだを隠したまま、両眼だけを覗のぞかせる。


    　数分後、彼の前方で職員室の扉がゆっくりと開いた。


    　──来た。


    　室内に入ってきたのは、マスクをつけた四人組みの男たち。講堂からこの職員室に派遣されてきた敵だ。男たちは散弾銃や閃せん光こう弾などの重武装を施ほどこしていた。


    「出席簿を探せ。ここにあるはずだ」


    　敵の一人が言った。奴らはここに、出席簿を探しに来たのだ。逃げた人物の名前を突き止めるためだろう。


    　読みどおりだ。


    　凛児がこの第三校舎へと忍び込んだのは、敵を待ち伏せするためだった。


    　講堂にいる情報軍帰還兵たちは、取り逃がした人物の名前を突き止めるために、教師陣から電子出席簿で生徒の出欠席を調べようとするだろう。しかし教師の中には連理の担任のように、未だに紙の出席簿を使う者がいる。そういった教師が受け持つ生徒の出欠状況は、講堂の中にいる限りでは教師や生徒からの証言に頼るしかないが、帰還兵たちからすれば人質の証言を素直に信じるなどできるはずがない。彼らの裏をかこうと、偽の情報を与えられる危険性があるからだ。


    　つまり、帰還兵たちが逃げた者の正体を確実に断定するためには、職員室にある紙の出席簿を確認する必要がある。だからこそ、凛児はこの第三校舎へと──職員室へと忍び込んでいたのだ。


    「その前に明かりを点けろ。こう暗くては何も見えん」


    　既に陽は落ちているため、廊下からの電灯だけではさすがに暗い。仲間からの指示を受けた敵の一人が壁際へと歩み寄り、職員室のスイッチを押しこむ。ぱっ、と僅わずかに音が響き、天井に備えられた電灯が灯った。


    　そのときだった。


    　たったいま灯けられたばかりの職員室の電灯が、一斉に掻かき消えた。


    「な──っ」


    　絶句する敵の気配。職員室だけでなく廊下の灯りも全て消え、世界が黒色に染まって一時的に何も見えなくなる。四人の男たちが、突然の事態に取り乱していた。


    「落ち着け！　警戒態勢を維持。冷静に周囲を──」


    　何とか仲間を落ち着けようとする敵の声。しかし凛りん児じは、彼らに回復させる暇など与えなかった。


    　物陰から飛び出した凛児が、手に持っていたＬＥＤライト──廃倉庫の撤去自転車から取り外したライトを敵に向けて照射した。


    「ぁぐっ!?」


    　猛烈な光線が、極めて短い間隔で点滅する。ボタンを複数回押すことで通常点灯から点滅ストロボ点灯への移行ができる強力なライトだ。真正面からその光線を浴びた男たちが、反射的に眼めを押さえて悶もだえ苦しんだ。照射されたライトの激しい明滅によって、眼球の順応が完全に奪われているのだ。


    　絶好のチャンスだった。


    　左手でライトを保持したまま、凛児が短機関銃サブマシンガンをバースト射撃。視界を奪われて無防備になった男たちの両足を、複数の鉛弾が貫通する。的確に膝ひざを撃ち抜かれた四人が無様な悲鳴をあげ、なす術すべもなくその場に転倒した。


    　一対四の戦闘は、それで終了した。


    　男たちの視界がまだ戻らないうちに、暗闇に目を慣らしていた凛児は彼らに近づき短機関銃の銃床で次々に四人を殴打した。苦く悶もんの声をあげていた男たちが意識を奪われ、職員室に静けさが戻る。男たちの銃創がいずれも命に関わる致命傷ではないことを確認すると、凛児は彼らから装備を奪い、そのまま職員室を後にした。


    「首尾は？」


    　廊下に出ると、横合いから声が聞こえた。職員室の外で待機していた連れん理りだ。


    「上々。全員再起不能なまでに負傷させた。消灯のタイミングは完かん璧ぺきだったよ」


    　先ほど、敵が職員室に入ったのに合わせて廊下の電灯を落としたのは連理がやったものだった。廊下の奥に隠れていた連理が、敵が職員室の中へと入っていったのを確認してから、数秒後に明かりを消したのだ。


    「次はどうするよ」


    「さっきの銃声を聞いた増援がやってくる。ここで敵の戦力を削そいでおこう」


    　そう言って凛りん児じは、敵から奪った散弾銃から装弾を幾つか取り出した。そして同じく敵が持っていたバンドやカチューシャ、無線機をナイフでてきぱきと分解し、内部の電子基盤を取り外す。そして凛児は、連れん理りに尋ねた。


    「連理。この校舎に、理科室と家庭科室ってあったっけ？」


    



    　凛児たちは、次の戦場を第三校舎の廊下へと移した。


    　敵の増援は、先ほどと同じく四人だった。連理によってブレーカーを落とされて暗闇に支配された廊下の中を、敵が前衛と後衛に分かれて前進している。四人は周囲に視線を走らせ、この校舎にいるであろう逃亡者を捜そうとしていた。既に最初に送られた四人が返り討ちにあったことは理解しているのだろう。男たちはさらなる警戒態勢を敷いて校舎を回っていた。こちらから仕掛けても、一人か二人を倒した後にすぐに迎撃されるだろう。先ほどと同様、敵の隙をつく必要がある。


    「……始めるか」


    　廊下の角で凛児が呟つぶやく。そして彼は、手に持っていた空の弾倉を床に落とした。


    　廊下に響く、硬質な音。凛児の視線の先で、敵の男たちが一斉に音のしたほうを振り向いた。


    「…………」


    　敵の一人がハンドシグナルを出し、仲間たちを凛児が隠れている方向に前進させる。それを確認した凛児は、音を立てずにそのまま後退した。廊下の壁際にとある仕掛けを施ほどこし、ロッカーの陰に隠れて敵がやってくるのを待ち受ける。


    　五秒。十秒。十五秒。


    　敵がやってきたのは二十秒後だった。


    　慎重な足取りで、敵が廊下の角から現れる。四人は前後を警戒しながら前進。凛児が落とした弾倉のところまで歩みを進める。


    　しかし、彼らが目を留めたのはその弾倉ではなかった。


    　廊下の壁際に、一体の人体模型が立っていたのだ。


    「おい、これ……」


    　敵の一人が人体模型を指差す。彼らの目の前に置かれた模型には、一着の衣服が肩にかけられていた。タクティカルベストだ。職員室の戦闘で凛児が敵から剥はぎ取ったものだ。ベストには、その持ち主の血液がべったりと付着している。さらには、人体模型が背にしている壁に真っ赤な血文字が書かれていた。


    『Who's next?次 は ど い つ だ ？』


    　その明確な挑発文に気づいたのだろう。最初に人体模型を発見した敵が、怒声をあげた。


    「……くっそがあ！　舐なめやがって！」


    「バカ、よせ！」


    　敵が人体模型を蹴けり飛ばす。他の仲間が止めようとしたが、しかし遅かった。倒れた人体模型が派手にバウンドし、パーツごとに分かれたプラスチック製の内臓が廊下にぶちまけられる。


    　その中に、安全ピンの抜かれた閃せん光こう弾が入っていた。


    　炸さく裂れつ。内臓のパーツで押さえつけられていたレバーが弾け、凄すさまじい光と音が四人を襲う。模型を蹴倒した敵が目を押さえて絶叫し、後の三人も一時的な失明と耳鳴りに苦く悶もんの声をあげていた。四人全員を酷ひどい眩暈めまいが襲い、三半規管が麻痺させられている。


    　そこで凛りん児じは、手に持っていたそれを彼らの足もとに滑り込ませた。


    　彼が投げ入れたのは、家庭科室から拝借した圧力鍋だった。ただし、中に散弾銃の装弾を入れ、爆発の範囲を抑えるなど幾つかの改造を施ほどこした鍋だ。


    　凛児が自分のバンドを起動。圧力鍋に取りつけた即席の受信装置──職員室の敵から奪ったバンドの電子基盤に電波を送る。


    　爆発。


    　敵の至近で圧力鍋が破裂し、中に入っていた無数の散弾が彼らの足をずたずたに引き裂いた。


    



    　　　◆


    



    　凛児から離れた位置で今の戦闘を見守っていた連れん理りが、負傷した敵を見て言った。


    「……よく死んでねえな、あいつら」


    「鍋に入れた装弾の火薬を調節しておいたからね。殺傷力は可能な限り落としてある。まあ、当分の間は車椅い子す生活だろうけど」


    「おっかねえ。お前って、情けはかけても容赦はしねえんだな」


    「命を取らないだけありがたいと思ってほしいね。僕は別に平和主義者じゃない。同じ元情報軍じゃなけりゃ、ここまで手加減してないよ」


    　当然のように答える凛児とともに、連理は第三校舎の階段を下りていく。連理は彼の隣を歩きながら、その横顔をこっそりと見やった。


    　今回の戦闘で、凛児は八人もの敵をものの数分で無力化した。


    　これまでの合計から言えば、彼が打ち倒した敵の数は十二人にも及ぶ。


    　その手際は、どれも美しいまでに洗練されたものだった。消火器を爆弾代わりに使い、自転車のＬＥＤライトで敵の視界を奪って奇襲を仕掛ける機転のよさ。果ては家庭科室にある圧力鍋とバンドの電子基盤で即席爆弾ＩＥＤを作り、理科室から運んだ人体模型で敵の心理を利用した閃光弾の罠を作製。黒くろ宮みや凛児という男は、限られた情報から相手の動きを精確に予測し、そして学校にある身近な物で有効な戦術を組み立て、劣勢にありながら完全武装の敵と互角以上に渡り合っている。どれも敵がこちらの正体を正確に把握できていないことが前提の戦闘ではあるが、それを差し引いたうえでもこの戦果は凄まじいものだった。


    　これが、情報軍特殊部隊──機兵隊に所属していた兵士の実力か。


    　これが、自分の目指す高みなのか。


    　連れん理りは凛りん児じの横顔に、憧しよう憬けいに等しい視線を送っていた。


    「どうかした？」


    「ぇ……あ、い、いやっ。なんでもねえよバカヤロー！　ちょっと首を真横に向けたい気分だっただけだ。べ、別にお前に見み惚とれてただとか、そんなこと全くねえんだかんな!?　勘違いすんじゃねえぞ！」


    「そ、そう……」


    　連理の完かん璧ぺきな誤ご魔ま化かしに恐れをなしたのか、凛児が少しだけ頬ほおを引き攣つらせる。


    　そのまま二人は、校舎の闇やみの中に消えていった。


    



    　連理たちが廃倉庫へと一旦戻ってきたときには、外はすっかり暗くなっていた。しかし、学校の周囲の喧けん騒そうは増すばかりだ。堀の周囲には陸軍の機巧外骨格が多数配備され、遠くから講堂を監視している。


    　そのさらに後方には、大勢の市民の姿が見えた。事件を見にきた野次馬かと連理は思ったが、彼らは学校を包囲する陸軍に向けて何か口々に喚わめき散らしている。おそらくは、犯人たちの動画を見た群衆だろう。あの動画で曽そ谷やが語っていた陰謀の真偽を問うため、陸軍の連中に詰め寄っているのだ。今頃は、関係各省庁の電話回線もパンク寸前になっているに違いない。学校を占拠した帰還兵たちは、情報軍らしくメディアを使った戦術で陸軍を大混乱に陥おとしいれることに成功したのだ。


    　そして、それが最悪の事態を招くことになった。


    【大変です、凛児様】


    　二人が戻るなり、逢アイ瀬セが言った。


    「どうかしたのか」


    【先ほど、トレーラーのラジオが報じておりました。陸軍の八はち王おう子じ駐ちゆう屯とん地から、多数のヘリが飛び立ったとのことです。目指す先はここ、尚しよう特とく館かん高校です】


    「な……まさか」


    【はい。そのまさかです】


    　逢瀬の無機質な電子音声に、このときばかりは切迫の響きが混ざった。


    【陸軍による強行突入が行われます】

  


  
    [image: ]

  


  
    「な……っに考えてやがんだ、陸軍のクソボケどもはッ！」


    　声を大きく荒らげ、凛りん児じが怒鳴り散らした。完全に逆上している彼は、怒いかりに任せて廃倉庫のコンテナに蹴けりを入れる。


    「まだまともに敵の情報だって掴つかんでないのに、事件発生からこんな短時間で突入とかイカレてんのか!?　人質の安全だって確保できてねえんだぞ！」


    【虐ぎやく殺さつの真相を暴露され、奴らも焦あせっているのでしょう】


    　逢アイ瀬セが自分の推測を口にし、


    【ラジオによれば、動画の真偽を問う市民が国会や陸軍の基地の前で集団を形成しつつあるそうです。このままでは最悪、暴動にまで発展するかもしれません。陸軍の上層部は事態収拾のため、多少の損害は覚悟のうえでテロの早期解決を優先させたのだと思われます】


    「さすがは平気で虐殺なんて引き起こしたクズどもだな……っ。人質の命もだけど、無理矢理突入させられる現場の兵士だって危険に晒さらされるんだぞ」


    【まあ、仕方ありません。解決を焦る無能な軍や警察が犯人のいる拠点に強行突入を仕掛けるのは、閉鎖空間系テロリスト映画のお約束ですしね】


    　冷静に感想を述べる逢瀬。連れん理りが、苛いら立だって髪を掻かき毟むしる凛児に訊きく。


    「どうする、凛児」


    「っ……可能な限り突入を援護するしかない。僕は突入を迎撃する敵の側面を取るから、連理は僕の退路を確保してくれ。手て筈はずは──」


    　凛児が頭をフル回転させて今後の指示を行う。入念な作戦など立てようもないから、ぶっつけ本番でいくしかない。


    「逢瀬。セーフティロックの進しん捗ちよくは？」


    【お待ちを。ちょうど今、第一工程が終了したところです。──ハッチ開きます】


    　カシュッ、と空気の抜ける音がし、《墨すみ金がね》の項うなじの装甲が展開した。まずは、コクピットハッチのロック解除に成功。次は操縦システムの復旧だ。凛児はクモから逢瀬のコアユニットを抜き取り、それを連理へと投げ渡した。


    「《墨金》のコクピットに挿入するんだ。機体の操縦システムを回復させる」


    「わかった」


    　指示に従い、連理がコクピットへと入った。その間に、凛児は廃倉庫の中を漁あさっていく。転がっていたダンボールやコンテナを物色すると、ワイヤーとガムテープを手に入れた。凛児は第三校舎の戦闘で奪った閃せん光こう弾の残りを装備し、機体から降りてきた連理に声をかける。


    「行こう」


    　焦しよう燥そうが凛児の身体からだを突き動かし、駆り立てていった。


    



    　　　◆


    



    「第三校舎に送った八人全員が負傷しただと……!?」


    　部下からの報告を受け、防さき人もりの隣で寺てら須すが怒いかりと驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめていた。


    　最初に出席簿を取りに行かせた四人が短機関銃サブマシンガンの斉射を受け、そして仲間の安否を確かめに行った増援の四人も爆弾により重傷。八人とも、今後の戦闘への参加は絶望的だ。


    　現在、帰還兵たちの中でまともに動けるのは、防人自身と寺須を含めて二十八人。ここからさらに機巧外骨格の機兵や格納庫で《夜よる號ごう》を見張っている七人を除くと、歩兵の数は二十人近くにまで減っている。さすがの寺須も、この事態は想定していなかったのだろう。握り締められた拳は、怒りに震ふるえていた。


    　防人たちの元に、さらなる続報が届いた。裏山に立って学校の周囲を見張らせている《墨すみ金がね》からの通信だ。


    『少佐。方位二三九よりヘリ部隊が接近。葦あし原はら陸軍のヘリだ。向こうさんはどうやらやる気らしい』


    　バンドにデータが送られてくる。二機の輸送ヘリに、その護衛として攻撃ヘリが四機ついている。間違いなく、あの輸送ヘリには機巧外骨格が搭載されているだろう。輸送ヘリ一機につき機巧外骨格を二機。堀に仕掛けたセンサーのサイズでは、対空能力まではないと看破されたのだ。学校の上空から一気に降下してこちらを殲せん滅めつするつもりだ。


    「っ……やはり来たか。人質に犠牲を出してでも、俺たちの抹殺を優先させるとはな。さすがは陸軍だ。どこまでも腐っている」


    　ぎりっ、と奥歯を強く噛かみ締め、寺須が指示を飛ばす。


    「っ……逃げているガキのことは後回しだ。各員、講堂に最低限の人員だけを残して迎撃準備。トレーラーの中の装備を取り、格納庫と第一・第二校舎に配置につけ」


    　さんざん煮え湯を飲まされたにしては、冷静な判断だった。確かに、逃げた子どもと軍の突入部隊のどちらかに戦力を集中しなければならないのなら、答えは決まっている。怒りが収まることはないだろうが、常識的で正しい選択だ。


    　しかし残念ながら、逃げ延びている子どもは寺須たちの常識で測れるような、そんな安っぽい人間ではないことを、防人は知っている。


    　彼の実力は、防人が誰よりもよく理解しているのだから。


    　そして──。


    　防人がバンドを起動させ、生徒たちのリストを見た。そのリストの中に、特にピックアップした生徒たちの名前がある。二年一組の生徒の名前だ。担任の教師が電子出席簿を持っていなかったため、最後までこのクラスの生徒たちの出欠状況が確定しなかったのだ。だからこそ、寺須は仲間に指示を出して職員室に出席簿を取りに行かせていた。


    　そのリストの中の一人。とある女子生徒の名前を、防人は注視していた。


    　花はな枝え連れん理り。


    「…………」


    　その名前が、自分たち機兵隊にとってどんな意味を持つのか。それを、防さき人もりは知っている。


    　機兵隊にとっての初任務。生存者の救出は絶望的といわれたテロ現場。その中で、ただ一人救い出すことができた幼い少女。


    　今でも覚えている。瓦が礫れきの中から死にかけの少女を見つけ出した、部下の嬉しそうな声。少女を無事に救い出したときに沸きあがった、仲間たちからの歓声。それまで情報軍の中で実験的な部隊でしかなく、機巧外骨格の性能そのものが疑問視されていた機兵隊が、自分たちでも誰かを守ることができるのだと証明した、あの瞬間。花はな枝え連れん理りという名前が自分たち機兵隊にとってどれだけ大きな意義を持つのか、防人ははっきりと覚えている。


    　その少女が今、防人が育てた最愛の部下とともに、彼の前に立ち塞ふさがっている。


    　皮肉としか言いようがない。悲劇的であり、また傍はたから見る分には出来の悪い喜劇にも見えるだろう。


    　だが、今やテロリストに身を堕おとしたこの自分を止める相手として、これ以上の配役はないのかもしれない。


    「防人！　何を呆ほうけている。貴様も行くんだ！」


    　寺てら須すが怒鳴る。虚空を見上げていた防人は、その言葉に従って足を動かした。他の仲間たちも慌しく講堂の外へと出て、校庭に置かれたトレーラーに迎撃用の装備を取りに行く。防人も彼らを追い、出口へと向かっていく。


    　その背後から、寺須が溢あふれ出す怒気を言葉に乗せて言った。


    「団体客の到着だ。目に物を見せてやれ」


    



    　　　◆


    



    　尚しよう特とく館かん高校の第二校舎と第三校舎は、三階部分が空中廊下で繋つながっている。その真下には人が隠れるのに十分な大きさの物置があり、帰還兵の一味である若者はそこに身を隠していた。ヘリ部隊の突入に乗じて、この学校のどこかで暴れまわっているらしい子どもがこちらに攻撃を仕掛けてくるのを警戒しているのだ。


    　本当ならこの歩ほ哨しようとしての役割も二人編成で行うのがベストではあるが、これまでの交戦によりこちらの戦闘要員は二十人にまで減らされている。講堂の中で三百人近い人質を見張るのに最低でも十人は必要であり、ヘリ部隊の迎撃のために六人が校舎や格納庫の屋上へと配備され、予備戦力として三名を温存しているため、これ以上歩哨に割ける人員は残っていなかったのだ。


    　ゆえに彼は、第三校舎の傍そばに潜ひそむ人影──おそらく金髪の少女──を見ても、あえて交戦しようとはしなかった。顔はマスクのようなもので覆おおわれていたが、相手がパイロットスーツを着た女であることははっきりと視認できた。若者は問題の少女が第三校舎の中に入っていくのを確認すると、念のために拳銃を取り出した。そして緊張を紛まぎらわすため、彼はいつもの癖で人差し指を支点に拳銃を一回転させながら、無線機を口元にあてる。


    「こちらアキツ14。今、逃亡中と見られる人影が──」


    「銃で遊ぶと、ツキが落ちますよ」


    　耳元で囁ささやかれたのと同時に、いつの間にか背後から迫っていた誰かに後頭部を強打され、若者は地面へと倒された。そのまま口をガムテープで閉じられ、手足を拘こう束そくされる。


    　少女は囮おとりで、敵は二人いた──その重大な事実を伝えることもできず、彼の意識は暗闇に沈んでいった。


    



    　　　◆


    



    　凛りん児じが若者の手足の腱けんを断ち切って手近な物置に叩たたき込んだ頃には、突入部隊とテログループは既に会敵しているところだった。


    「くそ。始まったか」


    　凛児が毒づく。尚しよう特とく館かん高校の西南西およそ三千メートルの位置。そこに、陸軍の攻撃ヘリの姿が確認できた。攻撃ヘリは校庭にいる四機の機巧外骨格、《墨すみ金がね》と《日輪ひのわ》に攻撃を集中させようとしているようだ。


    　裏山に立つ三機の《墨金》からも砲撃が行われるが、ヘリ部隊は巧みな回避機動を取ってテロリストからの十字砲火を避けつつ、隙を突いて対地ミサイルを撃ち込んでいる。照準された機巧外骨格がそのミサイルを際どいところで回避するが、ヘリ部隊は追撃の機関銃を放ち攻勢を続ける。敵に休む暇を与えず、上空から一気に殲せん滅めつするつもりなのだろう。攻撃ヘリのパイロットたちは、非常に連係の取れた動きで敵を追い詰めようとしていた。


    　帰還兵たちの機巧外骨格が迎撃を行うが、しかし突入部隊に当たらない。特に、《日輪》の狙ねらいは精彩を欠いていた。おそらくは、ＡＩの自律機動に任せているのだろう。始まりの機体とはいえ、《日輪》の装甲が特別他の機体よりも優れているということはない。真正面から対地ミサイルの直撃を受ければ、いかに《日輪》といえど大破は避けられない。《日輪》に防さき人もりが乗っていないのならば、上う手まくいけばこのまま陸軍が帰還兵たちを──。


    　しかし、その善戦は長くは続かなかった。


    　校舎の屋上から、小型の対空ミサイルが放たれたのだ。


    「な……」


    　凛児の口から、驚きの声が漏れた。白煙の尾を引き、細長い対空ミサイルがヘリ部隊に迫る。ロックオンされていた攻撃ヘリは、咄とつ嗟さにディスペンサーからフレアをばら撒まいた。ぱぱぱぱぱっ、とでたらめに撒かれた赤外線欺ぎ瞞まんの赤い光が、黒い空を煌こう々こうと照らし出す。


    　だが、遅かった。


    　高熱源を完かん璧ぺきに捉えていた対空ミサイルが、一機の攻撃ヘリの側面に食らいついた。そして、爆発。引火した燃料が火炎となって機体を包み、地面に墜落。破滅的な音を立て、陸軍の攻撃ヘリが民家の上に激突した。


    　凛りん児じが頭上を見上げると、テロリストの歩兵が第一と第二校舎、そして格納庫の屋上に立ち、携帯式対空ミサイルを構えていた。それぞれの屋上に二人ずつが配備され、真っ直すぐにランチャーを構えてヘリ部隊に照準を合わせている。機巧外骨格による迎撃は囮おとりでこちらが本命だったのだ。


    「っ……」


    　帰還兵崩れのテロリストが高価な対空装備を持っているのは想定外だったのだろう。突入を行っているヘリ部隊は、今の一撃で完全に流れを変えられ、明らかな劣勢に立たせられていた。早くも攻撃ヘリの一機を失い、部隊は編隊を乱されている。事態の解決を焦あせるあまり、敵の戦力を見誤ったせいだ。


    　凛児は短機関銃サブマシンガンの紐ひもを肩にかけ、第二校舎の壁面に伸びている雨水排水用のパイプへと飛びついた。そのまま窓枠の出っ張りや壁の凹凸を利用し、凛児はするするとパイプを伝って上へと登っていく。


    　東側の壁から慎重に頭だけを出すと、銃火と爆炎により照らされている第二校舎の屋上に二人の敵の姿が確認できた。片方がミサイルのランチャーを持ち、もう片方がヘリの位置を指示している。屋上を囲む手すりは凛児の腰ほどの高さしかないが、しかし見晴らしのいい屋上で彼らに一切気づかれずに手すりを乗り越えて接近することは不可能だ。あの歩兵の注意を逸そらす必要がある。


    　凛児が懐ふところから一発の閃せん光こう弾を取り出す。もう一発はここに来る前に連れん理りに渡しているので、これが彼の持っている最後の手しゆ榴りゆう弾だんだった。しかし凛児は躊躇ためらうことなく右腕を振りかぶると、屋上にいる敵の足もとへ閃光弾を投とう擲てきした。


    「……ッ、グレ──」


    　いち早く気づいた一人が叫ぼうとしたが、その声も閃光弾の爆音に掻かき消された。屋上にいた二人の歩兵がまともに不意打ちを食らい、視界を失っている。


    　今しかない。


    　手すりを乗り越えて屋上に侵入した凛児が、怯ひるんだ男たちを攻撃した。的確に顎あご先に銃床や肘ひじをぶち込まれた二人がなす術すべもなく倒れる。凛児は気絶させた敵の身体からだを素早く結束バンドで拘こう束そくし、対空ミサイルのランチャーを奪った。


    「赤外線画像ＩＩＲ誘導方式。奴ら、こんなものまで……」


    　それは、赤外線誘導とＩＩＲ誘導の機能を併せ持った最新式のミサイルだった。ＩＩＲ誘導とは、単に強い赤外線を発する物体に飛んでいくのではなく、背景や周囲の建造物との違いを判別し、赤外線カメラで捉えた目標のみを追尾する機能のことだ。つまり、人間の目のように目標を「形」で認識するのだ。この機能ゆえに、単純なフレアしか搭載していない攻撃ヘリは、ミサイルのロックから逃げられなかったというわけだ。


    　この手の携帯式ミサイルは王国戦争での需要から先進的な改良が施ほどこされ、今では容易な再装そう填てんが可能となっている。凛りん児じはケースの中から取り出したミサイルをランチャーに装填した。そして屋上と校舎の内部を繋つなぐ小さな小屋──塔屋の壁に張りつき、校庭に視線をやる。


    　校庭では、三機の《墨すみ金がね》と《日輪ひのわ》が対鎧アンチアーマーライフルでヘリ部隊の動きを牽けん制せいしていた。銃口から撃ち出される曳えい光こう弾だんが夜空を照らし、陸軍のヘリを執しつ拗ように追いかける。それに呼応して、凛児が今いる第二校舎の西隣に立つ格納庫、そしてさらにその隣の第一校舎に展開している歩兵が、間断なく対空ミサイルを撃ち込んでいる。時間がない。凛児は焦あせる心を何とか落ち着け、ランチャーの照準を校庭にいる一機の《墨金》──ヘリの迎撃に夢中になっている機体へと合わせた。


    　クールになれ黒くろ宮みや凛児。


    　戦闘で舞い上がった砂すな埃ぼこりで視界が悪い。対地ミサイルが着弾した校庭のあちこちで、眩まばゆい炎が燃え盛っている。ＩＩＲ誘導ならば理論上は他の熱源に反応することなくロックオン対象へと向かっていくはずだが、凛児が撃てるのは一発だけだ。万一外したらその瞬間にこちらの位置がばれて再装そう填てんする暇もなく反撃を受けるだろうから、失敗は許されない。


    　──だったら……。


    　空で大きな火球が炸さく裂れつする。さらにもう一機の攻撃ヘリが撃墜されたのだ。炎に包まれたヘリが墜落する。これで残りは、攻撃ヘリが二機に、輸送ヘリが二機。もはや一刻の猶ゆう予よもない。凛児は肩のランチャーを、《墨金》のメインカメラがある頭部へと向けた。


    　深呼吸──照準──撃発。


    　固体燃料に火がつき、細長いミサイルがランチャーから放たれた。白煙の尾を引き、対空ミサイルがこちらに無防備な背中を晒さらす《墨金》の頭部へと直進する。


    　着弾。


    《墨金》の後頭部が火を噴き、激しい衝撃が機体を嬲なぶった。爆発の余波で敵機が蹈鞴たたらを踏み、足もとを乱す。炸薬量の少ない対空ミサイルでは完全に頭部を吹き飛ばすまでには至らなかったが、しかしこれで敵は光学センサーを失ったはずだ。今頃《墨金》の機兵は、突然のブラックアウトに混乱していることだろう。


    　凛児の援護が作り出したその隙を、名も知らない攻撃ヘリのパイロットは逃のがさなかった。


    　ヘリから発射されたミサイルが、視界を失った《墨金》に彼らの意地を見せつけた。真正面から飛来した対地ミサイルを回避する術すべもなく、《墨金》が腰に直撃を受ける。爆炎をあげ、敵機は下半身を吹き飛ばして転倒した。


    「よし……！」


    　一機撃破。しかし、安あん堵どしている暇はなかった。


    　校庭にいた別の《墨金》が、こちらに気づいたのだ。ヘリ部隊のほうを向いていた機体を反転させ、第二校舎の屋上へと対鎧アンチアーマーライフルを向ける。


    「畜生！」


    　凛りん児じが咄とつ嗟さにその場に身を伏せた直後、第二校舎に凄すさまじい衝撃が駆け抜けた。


    《墨すみ金がね》の放った徹てつ甲こう弾だんが、屋上の貯水タンクを直撃したのだ。水飛沫しぶきと破片が凛児に降り注ぐ。何とか爆風をやり過ごして顔を上げると、今の一撃により貯水タンクを載せていた塔屋が半壊し、鉄製の扉が歪ゆがんでいるのが見えた。あれでは、扉から校舎の中に逃げるのは無理だ。


    「もう二度と高いところになんて上がらないからな……っ」


    　すぐさま立ち上がった凛児は、まだぎりぎり形状を保っている塔屋の壁に走り寄り、そこに嵌はめ込まれていた消火栓の扉を力任せに開け放った。そして中に入っていたホースを掴つかみ取り、屋上の手すりに向かって疾走する。


    　凛児が西側の手すりから身を投げるのと、屋上に二発目の銃弾が撃ち込まれたのは、全くの同時だった。


    　後方で大きな爆発。徹甲弾の着弾を受け、屋上の床が吹き飛んだ。凛児の頭上に、猛烈な衝撃波の嵐が吹き荒れる。


    　しかし、何とか消火栓は無事だったようだ。消火栓のホースがピンと張って限界まで伸びると、そのまま強烈な速度で凛児を校舎のほうへと引き寄せた。


    「っ！」


    　短機関銃サブマシンガンを乱射し、三階の廊下の窓硝子ガラスを撃ち砕く。振り子の勢いをそのままに、凛児は砕いた窓枠を潜くぐり抜けて校舎の中へと転がり込んだ。窓枠に腕が当たって短機関銃を校舎の外に落としてしまったが、屋上からの脱出に成功する。


    　これ以上の援護はもう無理だ。すぐにこの戦域から撤退しなければ。


    　硝子片で切り裂かれた額の裂傷を乱暴に拭ぬぐい、凛児は廊下を全力で走りだした。そのまま東へと向かい、第三校舎に繋つながる空中廊下を目指す。ヘリの迎撃に集中していたため、敵の歩兵は第三校舎にまでは展開していないはずだ。空中廊下を渡りきれば、もう安全だ。


    　そう考えていたとき、背後から轟ごう音おんが響いた。


    　廊下を駆けていた凛児が、後ろを振り向く。


    　そこには、人の腰ほどの高さもある巨大な鋼鉄の掌てのひらがあった。機巧外骨格の手だ。先ほど凛児を銃撃した《墨金》が、第二校舎の壁を突き破って手を突き込んだのだ。


    　凛児の背筋を、致死量の恐怖が駆け抜けた。


    「ああああああああああああああああああああああああ!!」


    　凛児が左手の教室に身を投げたと同時、テロリストの機体がその掌で廊下を薙なぎ払った。轟音と突風が廊下を蹂じゆう躙りん。機巧外骨格の腕のたった一振りで、校舎の壁が削り取られた。


    「んぎぃ……っ！」


    　間一髪のところで教室の中へとダイブした凛児だったが、その全身には飛礫つぶてとなった拳大のコンクリート片が直撃していた。パイロットスーツを着ていたおかげで致命傷こそないが、しかし身体からだのあちこちに酷ひどい打撲を負っている。飛来した硝子ガラスによってマスクが切り裂かれ、凛りん児じの素顔も露呈していた。


    　そんな凛児と校舎の前に立つ《墨すみ金がね》の視線が、ぴたりと合った。


    　敵機がこちらを見据えたまま、対鎧アンチアーマーライフルの銃口を突きつける。


    　やられる──


    　死を覚悟したそのとき、《墨金》の背中に無数の火花が迸ほとばしった。空を飛ぶ攻撃ヘリが、敵機に機銃を掃射したのだ。敵の《墨金》が羽虫からの銃撃を嫌い、跳躍して第二校舎から退避する。校庭にいる敵の機巧外骨格が、ヘリ部隊への迎撃を再開した。


    　助かった。凛りん児じは千切れたマスクを放り捨て、痛む身体からだに鞭むち打うって再び廊下を走りだした。これ以上ここに留まれば今度こそ殺されてしまう。


    「いたぞ！」


    　校舎の最奥へと辿たどり着き、空中廊下に足を踏み入れようとした凛児の横手から声がした。二階から続く階段の折り返しでこちらを見上げる情報軍帰還兵だった。敵の予備戦力だろう。数は二。仲間の連絡を受け、凛児を追撃せんと駆けつけてきたのだ。


    「くそ……！」


    　凛児に残された武装は、自動拳銃のみ。短機関銃サブマシンガンを持った敵に、拳銃一丁だけで応戦するのは不可能だ。凛児は階段の下に牽けん制せい射撃を行いつつ、精一杯の速度で空中廊下を爆走した。その背中を、階段を上った二人の敵兵が追いすがる。


    　夜の学校で繰り広げられる鬼ごっこ。凛児は空中廊下を渡りきり、第三校舎の中へと入った。後方から放たれるいくつもの銃弾。廊下をでたらめに曲がり敵の射線を逃れるが、しかしいつまでもこんな小細工は通用しない。追いつかれるのは時間の問題だ。


    　その予感が現実のものとなった。凛児は、ひたすら長い直線の廊下に出てしまったのだ。こんなところを走れば恰かつ好こうの的だ。


    　しかし、生き残るにはこの道を行くしかない。


    　無謀にもその廊下を走りだした凛児のすぐ傍そばに、短機関銃の銃弾が着弾した。敵に追いつかれたのだ。背後には、すぐ近くにまで迫った敵兵二人の姿があった。


    　凛児は敵の銃撃に足もとを乱して転倒した──かのように見せかけ、廊下の端にあったロッカーへと身を隠した。敵は今度こそ凛児を抹殺しようと、同じ速度でこちらへ走ってくる。


    　そして、先頭を走っていた男のほうが、廊下に仕掛けられていたワイヤーに足をかけた。


    　キンッ、という安全ピンが抜ける甲高い音と同時に、追っ手の真横で閃せん光こう弾が起爆。激烈な光と爆音が廊下を駆け抜け、壁をびりびりと震ふるわせる。その衝撃をまともに食らい、追っ手たちが悲鳴を上げて床に倒れ込んだ。


    「凛児！」


    　廊下に面していた理科室の扉が勢いよく開き、連れん理りが現れた。彼女は凛りん児じの指示で、このポイントに閃せん光こう弾を仕掛けて待ち伏せしていたのだ。連理は倒れている二人の足に拳銃の弾丸を撃ち込んで負傷させてから、凛児のもとへと駆け寄った。


    「無茶しやがって……。傷だらけだぞ、お前」


    「はは……惚ほれるだろ？」


    「言ってろバカ。いいからとっとと──」


    　凛児に手を貸そうとした連理の言葉が、そこで途切れた。彼女は廊下の奥の暗闇を見つめたまま、言葉を失っている。反射的に、凛児もそちらを見た。


    　二人の視線の先に、一人の男が立っていた。


    　校舎の外から届く砲火の灯りが、もはやマスクすらもつけていない男の顔を照らし出す。


    「大尉……」


    「……二年ぶりだな、凛児」


    　その男──防さき人もり護ご道どうはこちらに拳銃を向けたまま、どこか悲しそうにそう答えた。


    　真っ直すぐに凛児を捉える銃口。


    　その銃口がほんの僅わずかに揺れた後、躊躇ためらいを切り捨てるかの如ごとく防人が引き金に指をかけた。


    「──凛児！」


    　銃声とマズルフラッシュ。連理が咄とつ嗟さに凛児を突き飛ばし、二人は際どいところで防人の銃弾を回避した。その隙に防人はこちらに猛然と突貫し、彼我の距離を詰めんとする。


    　呆ぼう然ぜんとする凛児の目の前で、連理が防人に向けて発砲。しかし彼は縦じゆう横おう無む尽じんに廊下を走り、全ての弾丸を回避した。そしてそのまま連理の懐ふところへと入り、彼女の構える自動拳銃を鷲わし掴づかみにすると、いかな魔法か、防人は一瞬でスライドを分解してみせた。


    「な……っが！」


    　絶句した彼女の横っ面に、防人の拳がめり込む。吹き飛び、廊下へと倒れる連理。防人がその後頭部に銃口を突きつけようとしたのを見て、ようやく凛児の身体からだが反応した。


    「っ──！」


    　発砲。凛児の持つ拳銃から、九ミリ弾が放たれた。しかし防人はその射線をあっさりと回避し、即座に自分の拳銃を抜いて応射した。凛児も瞬時に姿勢を落とし、そのまま防人目がけてがむしゃらな突撃を繰り出す。腰の位置よりも低いタックルを受けて姿勢を崩した防人が、拳銃のグリップで凛児の背中を殴打しようとした。しかし凛児はその腕を取って関節を極きめ、防人に足払いをかけて膝ひざをつかせる。二人は縺もつれるように絡み合い、超至近距離での銃撃を交えながら肉弾戦を繰り広げる。


    　機兵隊の隊員は、「銃術」と呼ばれる拳銃を使った特殊な近接戦闘術を使用する。これは、投げ技や関節技を用いた柔術と、センターＣ・アクシスＡ・リロックＲシステムという閉所や屋内での近接戦闘を想定した射撃方法を、機兵隊が独自に融合して昇華させた戦闘術だ。凛児と防人の二人は、互いの関節を取りあい相手の動きを封じ、その隙を突いて弾丸を撃ち込んでいく。一メートルと離れていない距離での銃撃により両者の頬ほおが切り裂かれ、紙一重でかわした数多あまたの銃弾が二人の衣服にいくつもの弾だん痕こんを作っていった。


    「もう止やめてください、大尉！」


    　凛りん児じは、かつて自分にこの技術を叩たたき込んでくれた上官からの銃撃と拳を避けながら、悲痛な声こわ音ねで叫んだ。


    「曽そ谷やを殺して、復ふく讐しゆうは果たしたはずでしょう!?　死んでいったみんながこんなことを望んでなんていないって、大尉だってわかっているはずです。もう戦争は終わったんですよ！」


    「あんな屑くずを殺しただけで、俺の戦争は終わりはしない」


    　防さき人もりははっきりと断言する。


    「この事件が長引くほど、曽谷を映したあの動画は多くの人々の記憶に刻まれる。そうなれば、陸軍が情報軍に対して行ったあの陰謀も世界中が知るところとなるだろう。俺は、今日という日を皇こう国こく史上最悪の人質事件が起きた災さい禍かの日とするために、最後まで戦うつもりだ。陸軍の権威が、地に堕おちるそのときまでな」


    「そのために、罪のない学生たちを殺すんですか!?　大尉はあの日、皆を守れるように強くなれと僕に言ってくれたじゃないですか。あの言葉があったから、僕は今度こそ大切な人々を守れるよう、貴方あなたのような兵士になりたいと思ったんだ！　その大尉が……あの言葉を僕にくれた大尉が、なんでこんなことを……っ！」


    「お前にならわかるはずだ、凛児。お前だけには」


    　防人が静かに語る。


    「真しん悟ご。飛鳥あすか。大和やまと。死んでいった機兵隊の隊員たち。俺は機兵隊の隊長だ。俺には、あいつらの無念を晴らす義務がある。死してなおも虐ぎやく殺さつ魔などと罵ののしられたあいつらの汚名を雪そそぐ責務がある。そのために俺は……この世界に、銃口を向け続ける」


    　その声に滲にじむのは、仄ほの暗ぐらく燃え続ける復讐の炎。掛け替えのない仲間を、何よりも大切だった部下たちを否定したこの世界への怒いかりが、彼を復讐の鬼へと変えている。その怒りが、防人を今も過去に縛りつけたままこのような凶行へと駆り立てたのだ。


    　同じだ──。凛児は直感した。今も自分が手にかけた仲間の死に苦しみ、その罪悪感に苦しめられている凛児。そして、死んでいった仲間のため、未だ終わらない戦争を続けている防人。凛児と防人は、あの王国戦争から二年を経た今もなお、過去に囚とらわれたままなのだ。


    「それでもお前は、俺に引き金を引けるのか」


    「……っ」


    「たとえ俺を倒してでも、戦い続けられるのか」


    「僕は……僕は……っ！」


    　防人の問いに惑い、何かを叫ぼうとした凛児の声は、しかし凄すさまじい轟ごう音おんに掻かき消された。


    　この第三校舎に、軍の輸送ヘリが激突したのだ。歩兵からの対空ミサイルを受け、遂に墜落してしまったのだろう。輸送ヘリのローターが校舎の壁を貫き、破滅的な刃となって凛りん児じたちのいる廊下を切り刻む。高速で回転するそのギロチンが、凄まじい勢いでこちらに迫っていた。


    「──連れん理り！」


    　凛児は防人との交戦を止やめ、殴打を受けてよろめいていた連理に覆おおい被かぶさった。その場に伏せた凛児たちの直上を、高速のローターが通過する。


    　直後、機体を包んでいた炎が燃料に引火し、輸送ヘリが爆散した。


    　鼓膜が機能しなくなるほどの轟ごう音おんと、目も眩くらむような爆炎。それらが圧倒的な暴力となって第三校舎に叩たたきつけられ、凛児と連理、そして防さき人もりの三人を、滅茶苦茶に吹き飛ばした。


    



    　　　◆


    



    　校舎に突っ込んだ輸送ヘリは、廊下を削るだけ削り取ってから、地面へと完全に墜落した。


    　防人は床に投げ出していた身体からだを起こすと、蹂じゆう躙りんされた廊下を見渡した。あの少女に負傷させられていた仲間二人が、血を流して事切れていた。ヘリの爆発に巻き込まれたのだろう。しかし、そこに凛児と花はな枝え連理の姿はなかった。あの二人は、今の爆発に乗じて上う手まく逃げ去ったようだ。


    　──死んでいったみんながこんなことを望んでなんていないって、大尉だってわかっているはずです。


    　先ほど凛児が口走った言葉が、脳裏に蘇よみがえる。


    「…………」


    　無論、わかっている。彼らがこんなことを望んでなどいないことは。共に生き残った凛児とて、自分がこんなテロリストに身を堕おとしている姿など見たくなかっただろう。


    　それでも、もう止まるわけにはいかない。


    　自分を信じ、そして死んでいった部下たち。王国戦争において防人は、大勢の仲間を救うために少数の隊員を敢あえて犠牲にしたこともあった。部隊の損害を最小限に抑えるため、ひいては戦いに勝利するために、自分は指揮官として非情な決断を下しもした。おそらくこのような苦悩は、自分だけでなく多くの指揮官が抱かかえてきているものだろう。


    　しかしその結果として彼らを待っていたのは、守ろうとしたはずの人々からの拒絶だった。


    　虐ぎやく殺さつの話を信じきった国民たちは、どこまでも冷酷だった。故郷の家族にさえ受け入れてもらえない帰還兵、戦場でＰＴＳＤを患わずらった帰還兵が、絶望して世捨て人になったり、自ら死を選んだりした。防人たち機兵隊も、虐殺の手先として忌いみ嫌われた。


    　防人はずっと苦悩してきた。こんなテロを引き起こしていいのかと。


    　だが彼がこの国に帰ってから二年を経ても、世界は変わらなかった。


    　ならばもう、自分たちの手で変えるしかないではないか。


    　だから、彼は復ふく讐しゆうを決意したのだ。自分と同じように社会を憎悪する帰還兵たちと接触し、陸軍の陰謀を暴くために曽そ谷やを使ってあの事件の真相を暴露する。そのために、防さき人もりは外道に身を堕おとすことを決意した。


    　自分が一体どれほど罪深い所業を為しているのかは、わかっている。


    　しかし、一度始めた作戦を放棄することなどできない。


    　たとえかつての仲間たちや凛りん児じが何と言おうとも、もう、止まれないのだ。


    　…………だが。


    　それは決して、無関係の民間人を巻き込んでいい理由にはならない。


    　どんな理由があろうとも、力なき人々を守るはずの軍人が、その人々を手にかけていい理由になどならない。それでは、自分たちの都合のために虐ぎやく殺さつを行った陸軍と何も変わらない。


    　だから、もし、仮に。


    　今の自分に、ほんの少しでも贖しよく罪ざいの道が残されているとすれば、それは──。


    『防人、そちらはどうなっている!?　ガキは捕まえたのか！』


    　無線機から寺てら須すの声が聞こえた。その声にもはや冷静さはなく、激烈な怒いかりが込められている。


    「すまない、少佐。取り逃がした。依然、子ども一人が逃亡中だ」


    　防人は無線機のボタンを押し込むと、何食わぬ顔ではっきりと嘘うそをついた。


    　そして彼は、凛児たちが逃げたであろう方角を向き、静かに呟つぶやく。


    「……俺を止めてみせろ、凛児」


    



    　　　◆


    



    　時刻が午後の八時を過ぎた頃、命からがら廃倉庫へと逃げ込んだ凛児たちは、倒れるように《墨すみ金がね》を載せたトレーラーに背中を預けた。


    　連れん理りに目立った傷はなかったが、凛児の身体からだは傷だらけだった。硝子ガラスやヘリの破片が顔や首に突き刺さり、そこら中から出血が続いている。連理は凛児のパイロットスーツを脱がすと、身体にできた裂傷の手当てを始めてくれた。


    「止血は……ガムテープしかねえけどいいか？」


    「っ……うん。お願い」


    　痛みに喘あえぎながら、凛児が答える。投薬や改造手術により神経系、筋繊維などを弄いじくり回されている凛児といえど、耐久力自体は常人と変わらない。連理は凛児の身体に埋まった破片を一つずつ丁てい寧ねいに取り除くと、ガムテープを使って傷口を塞ふさいでくれた。


    「にしても……あれが機兵隊の隊長、防人護ご道どうか。とんでもねえ強さだ。マジで死ぬかと思ったぞ。生き延びられたのは奇跡だな」


    「……いや、奇跡なんかじゃない。たぶん、大尉は手心を加えたんだ」


    　しばしの沈黙を挟み、凛りん児じが口を開いた。


    「大尉の実力はあんなものじゃない。それは僕が誰よりもよく理解している。もし大尉が本気だったなら、僕も君も今頃死んでるはずだ。それに、あの程度の爆発で大尉が追撃してこないのもおかしい。大尉は……僕たちを見逃したんだ」


    「見逃した、って。なんでそんな……」


    　連れん理りが問うが、凛児は口を噤つぐんだまま黙考する。


    　凛児たちが逃げ延びることができた理由。防さき人もりが敢えて凛児と連理を見逃した、その理由。


    　それは、もしかすると──


    「っし。これでいいか」


    　凛児が思案にふけっていると、連理が言った。治療が終わったのだ。


    「ありがとう。助かったよ」


    「へっ。こっちはお前に命救われてっからな。この程度じゃ、借りの半分も返せてねーよ」


    　そう言って凛児の肩を叩たたくと、連理が彼の隣に身を寄せた。言動こそ強がってはいるものの、度重なる戦闘で心底疲れ切っているのだろう。大きく溜ため息いきをつき、両手で抱かかえた膝ひざの間に額をうずめている。


    　そんな彼女の指先は、細かな震ふるえを発していた。


    「……なあ、凛児」


    「なに？」


    「さっきの爆発……ヘリが校舎に突っ込んだとき……あたしが負傷させた二人がどうなったか、わかるか」


    「…………死んだよ、間違いなく。ヘリのローターが直撃したのを、この目で見た」


    　多少の躊躇ためらいを挟んだものの、凛児は誤ご魔ま化かすことなく答えた。


    「そっか……。そう、だよな。そりゃ、死ぬよな……」


    　連理が、ぎゅっと拳を握り締める。


    　初めての殺人に対し、連理がその重さに耐えようとしている。


    「……ごめん」


    　凛児は、今の自分にできる精一杯の優しさで、連理の手を握った。


    「ごめんよ。僕は、君に……」


    「謝んな、バカ」


    　顔を少しだけ上げて、連理は小さく罵ば倒とうした。


    「あたしは、自分でこの道を選んだんだ。強くなるって、あたしがそう決めたんだ。だから、お前があたしに謝る筋合いなんざ一つもねえ。これは……あたしが一人で抱えなきゃいけねえもんだ」


    「…………」


    「サンキュな、凛りん児じ。もう大丈夫だよ」


    　そう言って、連れん理りは凛児の手を優しく振り解ほどいた。無理に笑顔を作り、言外に心配ないと伝えようとしている。


    　このとき凛児は、なぜか彼女の手を絶対に離してはいけないような気がした。


    　なぜそんな思いに駆られたのか、理由はわからない。しかし、いつも強気なはずの連理の横顔がこのときばかりは酷ひどく弱々しく見えて、凛児を躊躇ためらわせたのだ。


    　凛児は、連理のことを強い少女だと思っていた。苦難に立ち向かうだけの勇気を持ち、自分などとは違い凄せい惨さんな過去を乗り越えるだけの力を持った少女なのだと。


    　だが、本当はもしかしたら──。


    　自分でも気づかないまま連理に何かを言おうとしたとき、トレーラーから小さなノイズが聞こえてきた。事件を報道するラジオの音だ。


    『陸軍による突入は失敗に終わりました。攻撃ヘリ二機、輸送ヘリ一機を失った部隊は、既に退却を始めています。陸軍はこれ以上犯人たちを刺激しないよう、堀の周囲に展開していた機巧外骨格を後方へと退さがらせてしまいました』


    　キャスターの沈痛な声が続く。


    『また先ほど、ネットの動画サイトを通じて犯人からの声明がありました。強行突入の報復として、犯人たちは人質となっていた来らい賓ひんと学校の教師陣五名を処刑したそうです。死亡したのは尚しよう特とく館かん高校の創立記念式典に来賓として招かれていた、帝てい都と重じゆう工こうの宣伝広報部長と──』


    　ラジオから事件の情報が伝えられる。人質に五名の死者が出たようだ。その報に、凛児が奥歯を噛かみ締める。


    　そのとき、再び頭上からノイズが聞こえてきた。トレーラーに置かれた《墨すみ金がね》が、外部音声の電源を入れたのだ。


    【凛児様。《墨金》の操縦システムの強制起動に成功致しました。褒ほめてください】


    「はは……よくやってくれた、逢アイ瀬セ。さすがは僕の相棒だ」


    　子供っぽい要求に笑みを浮かべ、凛児は彼女に心からの賛辞を送った。


    「これで、《墨金》は操縦できるようになったんだな」


    「うん。これでこっちも、ようやくまともな戦力が手に入った」


    　凛児が溜ため息いきをつき、


    「連理。正直、事態は最悪だ。このままじゃ、人質たちにもっと犠牲が出てしまうかもしれない。外部と連絡が取れない以上、このテロを解決できるのは僕たちだけだ。だから僕はこれから、講堂にいる帰還兵たちに陽動を仕掛けようと思う。その隙に、君には講堂にいる人質たちのことを頼みたいんだ。まず君は《墨金》に搭乗して、そこにあるＷＡＳＰナイフと電気銃で──」


    　凛児が、最終手段としてこれまで温めていた作戦を連理に説明する。


    　そのぶっ飛んだ作戦内容を聞いて、連れん理りは小さく唸うなった。


    「どんな脳みそしてりゃそんな作戦が思いつくんだよ、お前。最悪、ショック症状を引き起こす人質が出てくるかもしんねえぞ」


    「このままじゃ命の保障はできないんだ。悪いけど、手段を選んでる場合じゃない」


    【大丈夫大丈夫。花はな枝え様ならできますよ。たぶんきっと恐らくメイビー。はい、楽勝楽勝、余裕余裕。自分を信じて】


    「てめえは今がシリアスなシーンだって理解できねえのか!?」


    　緊迫した状況でありながら相変わらずの調子の逢アイ瀬セに、連理が怒鳴る。


    「はあ。わかったよ。どの道、他に方法もねえしな。…………でもよ、それならあたしなんかよりもお前がこの《墨すみ金がね》に乗ったほうがいいんじゃねえのか？　機兵隊の隊員なんだから、機巧外骨格の操縦技術だってずば抜けてるはずだろ」


    　そして連理は思いついたように、


    「それに、格納庫にある《夜よる號ごう》。事態がここまで切せつ羽ぱ詰まってんだ。今のあたしたちには、あの機体が必要だろ。お前が敵の眼めを掻かい潜くぐって《夜號》に乗れば──」


    「…………」


    「……お前、まだ何かあたしに秘密にしてることあんだろ。ここまで来て隠し事はナシだぜ」


    　連理が拳を作り、凛りん児じの胸を軽く叩たたいた。その瞳は、真っ直すぐに凛児へと注がれている。もはや誤ご魔ま化かすることも適当に煙に巻くこともできないだろう。何より凛児自身が、ここまで命を預けあった彼女に対して、不誠実な真似まねをしたくなかった。


    　だから凛児は、正直に自分の罪を告白することにした。


    「乗れないんだ。……乗れなく、なったんだ。な……仲間を殺してしまった、あの日から……」


    　あの日──虐ぎやく殺さつの報を受けた村で、陸軍に嵌はめられ王国軍の待ち伏せを受けたとき。重大な損傷を負った凛児の乗機《夜號》が、『オーバードライブ』と呼ばれるシステムを発動した。これは、自機の損傷率が一定値を超えた《夜號》が機兵とＡＩの管制を外れ、機体の保全を最優先にして行動するというものだ。凛児はそもそもそんな機能が搭載されていることさえ知らなかったが、このシステムが発動すると、精神加速装置のリミッターが解除され、機兵の脳内に過剰なまでの神経伝達物質が分ぶん泌ぴつされる。これにより機兵は反射速度や攻撃衝動を限界以上に引き出せるのだが、しかしその激烈な負荷に脳が耐えられず、理性を失った機兵は目に映る全てを敵と認識して暴走してしまうのだ。


    　そして、凛児は《夜號》に呑のまれた。


    　王国軍の包囲部隊を返り討ちにするほどの戦果をあげたものの、酷使オーバードライブというその名称どおり、精神加速装置の負荷に耐えられず凛児は瀕ひん死し寸前の狂乱状態となった。それでもなお敵を追撃しようとする凛児を救うため、防さき人もりや機兵隊の仲間が《夜號》を止めようとしてくれたのだ。


    　その結果は、先ほど語ったとおりだ。気づけば凛りん児じは、自分を助けようとした仲間を機巧外骨格のナイフで貫いていた。自分自身の弱さと未熟さが、あの結末を招いた。


    　こうして、凛児は「仲間殺し」の罪を背負った。


    　あれを経験して以来、凛児は機巧外骨格を起動できなくなった。操縦システムを立ち上げたときに機体情報が脳のう髄ずいに流れ込んでくる感覚──機兵たちの間で「流感」と呼ばれるあの感覚に襲われると、それが呼び水となって仲間を刺殺した感触や、暴走時に脳髄を襲うあの激痛とショックまでもが全身に蘇よみがえるからだ。


    　ゆえに凛児は、機巧外骨格に搭乗することを避けてきた。精神的に乗れなくなっただけではなく、二度とあのときのようなことを繰り返さぬよう、機巧外骨格に乗ることを自分自身に禁じてきた。それが根本的な解決にもならない逃げだとはわかっていたが、凛児には他にどうしようもなかったのだ。


    「そうか……だからお前は、この戦いにあたしみてえな素人を連れまわしたのか」


    　連れん理りの呟つぶやきに、凛児が首しゆ肯こうする。


    　先ほど打ち合わせをしたように、機巧外骨格を使って講堂にいる人質たちの安全を確保する作戦は、この事件が発生した当初から考えていた。しかしその肝心の機巧外骨格に、凛児は乗ることができない。本来なら凛児がここにある《墨すみ金がね》に搭乗して作戦を実行しなければならないのだが、今の彼にはそれができない。仮に無理矢理乗ってみたところで、残念ながらこのような精神状態では十分な戦闘機動を取ることは不可能だろう。呆あつ気けなく敵に撃破されることは火を見るよりも明らかだった。


    　そのため、どうしても連理の協力が必要だったのだ。だからこそ凛児は無茶を承知で、彼女に自分とともに行動することを要請した。機巧外骨格を操縦することになる連理に、自分たちの置かれている戦況を事細かに把握してもらう必要があったからだ。


    「悪い。無神経なこと聞いちまったな」


    　全てを聞き終えてから、連理は頭を下げた。凛児たちはトレーラーの傍そばで隣り合って座り、お互いの肩を触れ合わせている。


    　そして短い沈黙が流れたあと、連理はこう言った。


    「似たもん同士だな、あたしたち」


    「え？」


    「お前も知ってんだろ。あたしの両親は、新しん宿じゆくのテロで死んじまった。あのテロな。あれに巻き込まれたのは偶然だったんだけど…………でも、二人が死んだのはさ──っ」


    　そこでぐっと言葉に詰まり、連理が凛児を見る。彼女の瞳は、今にも涙が零こぼれそうだった。


    　連理が告白する。仕事で忙しく、あまり自分に構ってくれなかった父にわがままを言い、連理が近くのショッピングモールで遊びたいとねだったのだ。そんな彼女に両親は約束を守ってくれた。しかし連理は、帰る時間になってももっと遊びたいとさらにわがままを言った。もっと遊びたい、どうせお父さんはまた明日もお仕事で自分と遊ばなくなるんだから、と。そして花はな枝え一家は、予定の時間を過ぎてもそのショッピングモールに留まり続けた。


    　その結果、彼女たちがどうなったのか。


    　その結末を、連れん理りがどう受け止めたのか。


    　それは、人並みの良心を持っていれば、想像に難くなかった。


    「今でも思うよ。あのとき、あたしが駄々をこねなけりゃ……あと十分でも早く家に帰ってりゃ、二人が死ぬことはなかったんじゃないか……って」


    　全てを打ち明け、彼女はそう締めくくった。


    　凛りん児じは、彼女がテロで家族を喪うしなったという事実は知っていた。しかし、連理が両親の死を自分のせいだと苦悩していることまでは知らなかった。彼女は大切な人の死を自分が招いたという過去を背負い、今もなおそれに苦しんでいる。


    　その気持ちは、凛児も痛いほどよくわかる。彼もまた、同じ過去を抱かかえているからだ。


    　だからこそ、聞かずにはいられなかった。


    「君は……どうやって両親の死を乗り越えたんだ」


    　凛児と同種の罪悪感を背負いながら、それでも連理は戦う道を選んだ。厳しい入試をパスし、この学校に入学して、学生の域を超えた機巧外骨格の技術を習得している。連理が不良じみた言動をするのは、過去の自分を変えて強くなろうとしてきたことの表れなのかもしれない。彼女の外見や普段の言葉遣いも、無力な自分と決別するためのものなのだろう。辛つらい過去を背負いながらも、彼女は必死に前へ進もうとしているのだ。


    　凛児とは違って。


    「……別に、乗り越えたわけじゃねえよ。今でもあのときのことは夢に見るし、突発的に発作みたいなのが来ることもある。罪の意識に耐えられなくて、何日も眠れないことだってある。たぶん、もう……これは一生治らねえだろうな」


    「じゃあ……どうして君は、そんな辛い経験をして、今もその過去に苦しんでいるのに……それでも、戦う道を選んだんだ」


    「苦しいからこそ、だろ」


    　連理が顔を上げ、廃倉庫の天井にできた吹き抜けから夜空を見上げる。


    「あたしのせいで、お父さんとお母さんは死んだ。だからあたしは、大勢の命を守るために戦う。それが、あのテロから唯一生き残ったあたしがやらなきゃいけないことだって信じてる」


    　苦しいからこそ。


    　それが、花枝連理がここにいる理由。なぜ、辛い思いを経験してもなお立ち上がろうとするのか。なぜ、彼女は戦う道を選んだのか。それを聞いた凛児は、素直に尊敬の念を抱いだくと同時に、自じ嘲ちよう気味な笑みを浮かべずにはいられなかった。


    　連理は自分の過去に苦しんでいるがゆえに、その過去と真正面から向き合い続けている。


    　機巧外骨格を遠ざけ、過去に立ち向かうことを止やめ、トラウマを理由に自分の罪から逃げている凛りん児じなどとは違って──。


    「……凄すごいよ、君は。僕なんかよりも、ずっと。君のほうが、よっぽど兵士に向いてる」


    「そんな言い方すんなよ。お前は今日、あたしなんかじゃ及びもつかねえほどの活躍を見せたじゃねえか。そりゃあ、今はまだ機巧外骨格に乗れねえかもしんねえけど、きっといつか──」


    「怖いんだ……っ」


    　連れん理りの言葉を遮さえぎり、凛児は震ふるえる声で言った。


    「機体を起動しただけで、あのときの光景がフラッシュバックして……っ。仲間を殺した瞬間が何度も蘇よみがえる。機体情報が流れ込むあの流感が来るたびに、あのときの感触が蘇る……っ。ぼ、僕が握ったナイフにこびりついた……ま、真っ赤なものが、目に焼きついて離れなくなる。それが……怖いっ。怖いんだ。もう、あのときの光景なんて思い出したくない……っ」


    「凛児……」


    「……でも。でも、僕が一番怖いのは──」


    　涙を浮かべ、嗚お咽えつを漏らし。


    　凛児は、連理に本音を語った。


    「僕がもしまた機巧外骨格に乗れるようになったとしても、また誰かを死なせてしまうことが……またあのときみたいに誰かを殺してしまうことが、一番怖いんだ……！」


    　仮に、連理の言うように自分が再び《夜よる號ごう》に乗ったとして、自分にあの機体を制御することができるのか。


    　凛児が今《夜號》に乗れば、防さき人もりとの──《日輪ひのわ》との戦闘は避けられない。軍属時代において、凛児はただの一度も防人から勝ち星を得たことはなかった。もし万が一、運よく善戦したとしても、こちらも相応の損害を覚悟しなければならないだろう。


    　しかしそうなれば、またあのオーバードライブが起動する危険性がある。トラウマを植えつけられた今の自分があのシステムに抗あらがえる確率は、限りなく低いと言わざるを得ない。そうなれば、凛児はまた理性を失って暴走してしまうかもしれない。また自分のせいで、大切な誰かを殺してしまうかもしれないのだ。


    　その恐怖に縛りつけられているせいで、凛児はあの日以来、前に進めなくなっている。


    「……でもよ。それでもお前は、心のどこかでは機巧外骨格を捨てきれてねえんじゃねえのか」


    　凛児の話を聞き終え、連理が口を開いた。はっとして顔を上げた凛児を真っ直すぐに見据え、連理が語る。


    「怖いって、もう乗りたくもないっつってたけどよ。でも本当に心の底から嫌ってんなら、そもそも軍を辞めても機巧外骨格の整備士になんてなってねえだろ。お前にトラウマを植えつけた《夜號》が寄贈されたこの学校に出入りしたりするわけもねえ」


    「それ、は……」


    「お前が《夜よる號ごう》を嫌ってるってのは本当なんだろうよ。でもやっぱりほんの少しくらいは、あの機体に愛着が残ってるんじゃねえのか？　機巧外骨格は、機兵隊にとってみりゃ自分たちのシンボルみてえなもんのはずだ。自分たちを象徴する存在のはずだ。お前はまだ心のどこかで、機巧外骨格への想いを──」


    『──やあ、聞こえているな。カウガール』


    　唐突に、陰気な男の声が響いた。凛りん児じの持つ無線機からだ。その声は、帰還兵のリーダーのものだった。


    【何のご用ですか、ファッキンテロリスト】


    《墨すみ金がね》の外部スピーカーを起動し、逢アイ瀬セが応じた。


    『いや、そろそろこんな茶番も終わらせたいと思ってな。さすがに俺も我慢の限界だよ。よくもここまで俺の部下を可愛かわいがってくれたな』


    【そちらも、私たちに手を出さない、という約束を破ったでしょう。どの口で文句を言っているのです。石を投げていいのは罪を犯したことのない者だけ、という逸話をご存じではないのですかね】


    『知らんな。俺が軍属時代に習ったのは、敵はぶち殺しても罪にはならない、ということだけだ。それがたとえ子どもであっても……そして、たとえ一民間人の整備士であってもな』


    　男が饒じよう舌ぜつに言葉を紡つむぐ。彼のその声には、隠しきれぬ喜びが宿っていた。


    『──なあ、黒くろ宮みや凛児くん？』


    　その不意打ちに、逢瀬は反応できなかった。隣にいる連理も、愕がく然ぜんと眼めを見開いている。


    　遂に、凛児の存在がばれてしまったのだ。


    『先ほどのあの戦闘。こちらの機体が、マスクが取れた貴様の素顔を捉えていてな。人質どもにその画像を見せた結果、お前の存在が露見したわけだ。まさか、学生ではなかったとは思わなかったよ』


    　得意げに語る男がさらに続け、


    『そうそう。画像を見てお前が整備士だと教えてくれた生徒の声を聞かせてやろう』


    　無線機の向こうが、がたがたと騒がしい音を立てる。すると、今度は別の声が聞こえてきた。聞き覚えのある少年の声だ。


    『おいてめえ、黒くろ宮みやとか言ったな!?　整備士の分際で余計なことしてんじゃねえぞ。俺たちを殺す気か!?』


    「富と樫がし……」


    　連れん理りが小さく呟つぶやく。その声の主は、凛児にこの廃倉庫へ《墨金》を運ぶように命令した、あの操縦科の生徒だった。


    「いや……でも、なんで敵は凛児のことだけしか……」


    　困惑したように連理が凛児のほうを見る。凛児は敢えて何も答えずに、眼で制するように彼女を見た。


    『いいか、もうこいつらを刺激するようなことすんじゃねえぞ！　てめえみてえな素人が何やったって──』


    　直後、無線機から銃声がこだました。耳を劈つんざくその音とともに、富と樫がしの鋭い絶叫が響き渡る。


    『いい悲鳴だ。とりわけ、この国の愚民の悲鳴はな』


    　勝ち誇ったように寺てら須すが続け、


    『あまり責めてやるなよ。状況が状況だ。この生徒が貴様を売ったのも仕方がない。そもそも貴様が余計なことをしなければ、こいつも腹に風穴が空くことはなかったのだからな』


    「……要求は」


    『全ての武装を解除して校庭に来い』


    　凛りん児じの問いに、寺須は怒気を孕はらんだ声で命じた。


    『貴様には相応の罰を受けてもらう。できるだけ早くすることだ。貴様がもたついたり保身に走れば、このガキは出血多量で死んでしまうだろうからな』
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    　連れん理りの目の前で無線機を地面に叩たたきつけてから、凛りん児じは押し殺した声で尋ねた。


    「……逢アイ瀬セ。格納庫にある《夜よる號ごう》……お前は、あの機体のハッチの解除コードをまだ記憶していると言ったな。解除までにどれくらいの時間が必要だ？」


    【ハッチの解除は一瞬です。三十秒もかからないでしょう。ですが、機体の起動には五分ほど必要になります。何せ《夜號》を起動させるのは二年ぶりですので、操縦システムが正常に立ち上がるかわかりません。できる限りのスピードでエラーのチェックを行いますが、最低でもそのくらいの時間はかかるでしょう】


    「わかった。起動に五分だな。ならこれからお前には、僕が囮おとりになっている隙にクモで格納庫に忍び込んで《夜號》を起動してもらう。逢瀬の管制による自律モードで《夜號》を操縦し、連理のフォローを頼む。マスター権限で、あらゆる戦闘行動を許可する」


    【承知致しました。……ですが、凛児様】


    　逢瀬が語りかける。


    【残念ながら、所詮ＡＩ私の管制では、人間あなたほど精せい緻ちな戦闘機動は取れません。本格的な戦闘になれば、私では人間が操縦する機巧外骨格には勝てないでしょう。帰還兵たちの練度はそう高くないようですが、しかし覚悟した人間の勝負は予測がつきません。だからこそ、いくら技術が進歩しようとも、機械は人間に勝てないのです】


    「でも、今の僕が乗るよりはマシだ」


    　凛児は厳しい声でそう答えると、トレーラーを降りて廃倉庫の出口へと足を向ける。


    　その背中に、連理は声をかけた。


    「行くのかよ」


    「……生徒を見殺しにはできない。少し予定が早まったけど、作戦を実行しよう。僕が囮になって敵を引きつけるから、君は手て筈はずどおりに頼むよ」


    「こっちにも人質が二人いるだろ。あいつらを使えば、まだ交渉の余地はあるんじゃねえのか」


    「無駄だよ。敵は、強行突入を受けて完全に逆上してる。人質を躊ちゆう躇ちよなく撃ったことからも、もう相手が損害を恐れていないのは明白だ。冷静な交渉はできない。こっちの人質は二人。向こうは三百。脅しあったとしても、どちらのストックが先に尽きるかなんて考えるまでもない。もう選択肢はないんだ」


    「お前っ、わかってんのか」


    　淡々と喋しやべる凛児に連理が声を荒らげ、


    「作戦が発動して本格的な戦闘が始まりゃ、校庭は銃弾が飛び交う戦場になる。機巧外骨格にも乗らず非武装で奴らの前に出てみろ！　流れ弾を食らっただけで、生身のお前はあっさり死んじまうかもしんねえんだぞ!?」


    「それでも、やるしかないんだ」


    　振り返った凛児がこちらを見る。彼の顔には、強い緊張と奇妙な落ち着きが同居していた。


    「僕は、大尉を止めたい。でも、今の僕じゃ大尉に勝つことはできない。現状、大尉を止められる可能性があるのは……連れん理り、君だけだ。だから、僕は君のサポートに徹する。君の持つ能力が最大限発揮される状況を作り出す。それだけが、今の僕にできることなんだ」


    「でも、それじゃあお前は……」


    「……たとえそうなったとしても、他に選択肢はない」


    　そう答えると、凛りん児じはふっと微ほほ笑えんだ。


    「心配しないで。機巧外骨格には乗れないけど、それでも囮おとりとしてできる限りのことはやるよ。僕は僕の仕事をする。だから君は僕に構わず、自分のことだけを考えていて。もしも作戦が失敗した場合は……無理に戦うことはない。君一人でも逃げるんだ」


    「…………」


    「ありがとう、連理。今日、君と話せてよかったよ。……じゃあ、行ってくる」


    　それだけ言い残し、凛児は去っていった。


    　廃倉庫に、連理だけが取り残される。もう、彼の足音すら聞こえなくなっていた。連理の耳に届くのは、トレーラーに乗った《墨すみ金がね》の駆動音と、自分の息遣いだけ。その異様なほどの静けさが、連理の不吉な予感を増長させる。


    　凛児は、覚悟を決めたのだ。


    　自分の命を賭としてでも、防さき人もりを止めるという覚悟を。


    「っ……」


    　不安が連理を駆り立てた。《墨金》のコクピットに入ってスロットに刺さっていた逢アイ瀬セのコアユニットを抜き取り、凛児から預かっていたクモに差し込む。続いて連理は、バンドから引き抜いた自分のＡＩのコアユニットを操縦席に挿入した。


    「マクレーン。機体の設定を頼む。いつものモード、いつもの数値でいい」


    【イエス、マスター。──予備電源ＡＰＵ、オンライン。高ベータ核融合炉、戦闘モードで点火。メインコンデンサとのリンクを確立。ＦＣＳ、ベトロニクス、メインバランサ、光学センサー、全て起動。高分子ゲルのＳＲＳをコンマ13に設定。脳波フィルタリング機能、正常駆動確認。機体診断結果、全て異常なし。全システムオールグリーン】


    「……フルダイブ、オン」


    　瞬間、連理の感覚が機体と同調した。


    　視界に映るのは、《墨金》のセンサーが捉えた映像。身体からだの縮尺が三倍になり、手足の感覚が鋼鉄の機体と連結される。連理が自分の手をぐっ、ぱっ、と握ってみようとすると、その代わりに《墨金》の両手が同じ動きをしてみせた。機体の操縦システムは、完かん璧ぺきに作動している。


    【花はな枝え様。機体の駆動にどこかおかしなところはございませんか？】


    　機外に出た逢瀬のクモが、スピーカーから電子音声で訊きいてきた。連理も外部音声を起動し、逢瀬に応答する。


    「ああ。問題ねえ。むしろいつもより反応がいいくらいだ」


    【ならば結構です。これで、もし花はな枝え様が操縦を誤って敵に撃破されてしまっても、私の責任ではありませんので悪あしからず】


    「へ、言ってろ」


    　逢アイ瀬セの冷たい言葉を鼻で笑い飛ばし、


    「ところでよ、逢瀬。さっきの無線だけど……敵は、凛りん児じのことしか呼び出さなかったよな」


    【はい、そうでしたね】


    「でもよ、あたしと凛児は陸軍の突入があったとき、あの人と……防さき人もり大尉と交戦したんだよ。だからあの人は、逃げ延びた子どもが本当は二人いるっていうことを知ってるはずなんだ。だけど敵は、凛児のことしか呼び出さなかった。……て、いうことはだ」


    【防人様は、花枝様のことを──こちらの情報を意図的に流していない】


    　逢瀬が断言した。


    　連れん理りも同じ考えだ。状況から考えてみても、防人が連理たちのことを仲間に伝えていないのは間違いない。それにそもそも、第三校舎で初めて連理たちが彼と遭遇したときも、防人は凛児の存在に全く驚いていなかった。彼は間違いなく、既に黒くろ宮みや凛児がこの学校にいることを知っていたのだ。おそらくは、凛児が最初に行った警察への通報を傍ぼう受じゆされた際に、その存在を特定されていたのだろう。


    　ではなぜ、彼は他の帰還兵たちに連理の存在、そして何より凛児の正体といった重要な情報を伝えていないのか。黙っていれば、その不義が自分たちに対して不利に働くことは明白だ。そうなれば最悪の場合、この世界への復ふく讐しゆうという彼の目的が果たされない可能性とて考えられる。その危険を承知の上で、防人はいくつかの重大な情報を秘ひ匿とくしているのだ。


    　なぜ、そんな真似まねをしているのか。


    　その理由は、一つしか考えられなかった。


    「……あの人は、凛児に止めてほしいんだ。復讐したいっていう気持ちはあるし、実際にそのために行動してるけど、心のどこかで自分を止めてほしいとも思ってるんだよ。だからあの人は、あたしたちが不利になるような情報を仲間に伝えてねえんだ」


    【私も、同じ考えです。復讐に身を焦こがしながらも、防人様は自分たちがどれほど重大な行為をしているのか理解しているのでしょう。人々を守るはずの軍人が、その人々を殺さつ戮りくすることの是非との葛かつ藤とう。それゆえ防人様はいくつかの情報を秘匿している。凛児様が自分を止めてくれるかもしれないという可能性を……贖しよく罪ざいの道を残しておきたいからなのだと推測されます】


    　国家のために尽くしながらも、陸軍の陰謀により仲間を喪うしなった男──防人護ご道どう。


    　彼に命を狙ねらわれはしたが、しかし連理はどうしても防人のことを憎むことはできなかった。連理は以前から情報軍帰還兵に同情的だったし、そして何より、大切な人を理不尽に奪われる悲しみを彼女もまた痛いほどよく知っているからだ。自分がもし彼と同じような境遇に陥れば、連れん理りとて復ふく讐しゆうの道を選んだかもしれない。決して許される行為だとは思わないが、しかし彼の心情まで否定することなど、連理にはできない。陸軍のせいで当時残っていた数少ない仲間を殺され、そして祖国に帰れば虐ぎやく殺さつ魔として自分のみならず死んでいった仲間まで侮ぶ辱じよくされたならば、憎しみに支配されるのは当然のことだろう。


    　だがそれでも、防さき人もりは悪に染まりきることができなかった。


    　人の心を捨てきることができなかった。


    　復讐に燃え、敵かたきを取ると誓い、烈火の如ごとき怒いかりを内に秘めていながらも、しかし彼の胸には未だ確かな良心が残っている。自分が許されざる行いをしているのだと、はっきりと理解している。


    　だから彼は、凛りん児じに自分を止めてほしいと、無意識のうちに願っているのだ。


    「凛児の野郎は、このことに気づいてんのか？」


    【無論、気づいておられるでしょう。だからこそ凛児様は、ご自分を犠牲にしてでも防人様を止めるため、死地に赴いたのです。……ですから、花はな枝え様】


    　そして逢アイ瀬セは、ぺこりと連理に頭を下げた。


    【凛児様のことを、よろしくお願い致します】


    　連理の双そう肩けんに、人質になっている教師や生徒、そして凛児の命がかかっている。


    　はっきり言って、怖い。これからの自分の行動で三百人近い人間の命運が決定してしまうのだと思うと、そのプレッシャーに押し潰つぶされそうになる。今にも吐いてしまいそうだ。


    　だが、やるしかない。逃げるわけにはいかない。またあのときのような、両親が自分のせいで死んでしまうような、あんな絶望を味わいたくないのなら。


    　だから、花枝連理。もう一度、自分に言い聞かせろ。


    　お前は、強い人間なのだと。


    「……ああ。任せろ」


    《墨すみ金がね》をゆっくりとトレーラーから降ろしながら、連理は弱音を吐きそうになる心に蓋ふたをして、力強く請け負った。


    



    　　　◆


    



    　もう何度往復したかもわからない道を走り、凛児は尚しよう特とく館かん高校の校庭へと辿たどり着いた。


    　校庭には、五人の歩兵と三機の機巧外骨格──学校の《墨金》二機に、《日輪ひのわ》一機が立っていた。その歩兵と敵機が、東側から現れた凛児に気づいた。


    『こちらへ来い。校庭の真ん中まで歩いたら、両手を頭の後ろに回して膝ひざをつけ』


    　手に持ったライフルで指し示し、《日輪》が外部スピーカーで命じる。


    　──大尉。


    　復讐に囚とらわれた防人は、もう自分で自分を止めることができないのだろう。だから彼は、凛児を最後の枷かせとして残しておいた。自分を止められる、唯一の存在として。ともにあの虐ぎやく殺さつ事件から時間が停滞したままの凛りん児じになら、運命を委ゆだねてもいいと。


    　わかっている。現状、防さき人もりを止められるのは、自分だけだ。人質を救い、帰還兵たちの凶行を阻止できるのは、凛児と連れん理りだけだ。


    　しかし、果たして今の自分が彼に勝てるだろうか。


    　答えは言うまでもない。不可能だ。


    　あの二年前の事件──あのとき、凛児は敵の猛攻を受けて《夜よる號ごう》を暴走させ、機体に呑のまれて破壊の限りを尽くした。そしてその裏で、実は防人の《日輪ひのわ》も機体の損傷率が一定値を超えたためにオーバードライブを起動させていたのだ。しかし、防人は機体を暴走させなかった。強きよう靭じんな意志で《日輪》の声を拒絶し、理性をもって機体を完全に制御したのだ。このことからも、凛児と防人の実力の差がわかるだろう。


    　格が違う。凛児では、防人に勝つことはできない。


    　もはや頼みの綱は、連理と逢アイ瀬セの二人だけだった。


    　凛児の作戦が上う手まく発動し、連理の操る《墨すみ金がね》が指示どおりの働きをしてくれれば、人質の安全は短時間ではあるが確保できる。そこからさらにその混乱に乗じて逢瀬が格納庫に侵入し、強制起動させた《夜號》が参戦すれば、多少なりとも敵の機巧外骨格とやり合うだけの戦力が揃そろう。今の凛児にできることは、連理たちのために可能な限りのサポートを行うことだけだった。


    　そこまでできれば、もう、凛児に思い残すことはない。自分の役目は、そこで終わりだ。


    　たとえ、その戦闘の渦中でこの身がどうなろうとも。


    「ようやく会えたな。黒くろ宮みや凛児」


    　校庭の中央まで行き、言われたとおりに地面に膝ひざをつくと、凛児を半円状に囲む五人の歩兵の中から、一人の男が出てきた。


    　声でわかった。こいつが無線の男、敵のリーダーだ。マスク姿のリーダーは真っ直すぐに歩みを進めると、跪ひざまずく凛児の前に立ってこちらを見下ろした。


    「さんざん手こずらせてくれたな。だが、その悪運もこれまでだ」


    「……撃たれた生徒は、無事なのか」


    「一応はな。今もまだ、講堂の中で痛みに呻うめいているところだろうさ。ああ、安心しろ。即死はさせてやらなかった。死ぬ寸前まで、貴様のことを恨んでもらわんとつまらんからな」


    　嗜し虐ぎやくの喜びと勝利の確信で、男がべらべらと喋しやべる。凛児を精神的に追い詰めようとしているのだろう。まさに小物じみた思考だった。


    　だが、よかった。凛児への見せしめでここに連れてこられるかとも心配したが、この男が饒じよう舌ぜつになってくれたおかげで、撃たれた生徒も他の人質たちと同じように講堂にいることが確定した。また、最初に尋問で敵から聞き出した情報と帰還兵たちの残存兵数から逆算してみるに、この校庭にいる五人の敵を除いた残りの歩兵は、ほぼ全て講堂にいると推察される。それらが確認できたことは、今後の展開にとって大きなプラスだった。


    「マスコミのヘリをこちらに来させろ。このガキの処刑を皇こう国こく中に中継させてやれ！」


    　無線で仲間に呼びかけ、男がそのまま凛りん児じに短機関銃サブマシンガンを突きつけた。
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    「殺す前に聞いておく。貴様が最初に拉ら致ちした二人と、第三校舎近くの茂みで見張りをしていいた一人。現在、この三人の行方がわからなくなっている。彼らはどこにいる。吐けば楽に殺してやるぞ」


    「…………」


    「──このっ、ガキが！」


    　無視を決め込む凛児の側頭部が、銃床で力任せに殴られた。倒れこんだ凛児に馬乗りになり、男が短機関銃の銃口を押しつける。


    「どこまでも俺を舐なめているようだな……ッ！　どいつもこいつも、情報軍帰還兵だからといって馬鹿にしやがって。そんなに俺たちが憎いのか、貴様らは！」


    「……馬鹿になんてしていない」


    　激げき昂こうする男を見返しながら、凛児は静かな声量で答えた。


    「僕だって同じ情報軍帰還兵だ。気持ちはわかる。この世界に対する怒いかりも理解しているつもりだ」


    「…………な、に……？　お前のようなガキが……？」


    　男が困惑する。しかし凛りん児じは構わず、


    「貴方あなたたちの復ふく讐しゆうを否定するつもりはない。だけど絶対に受け入れることもできない。僕は、人々を守るために軍人になったんだ。もう二度と大切な人を喪うしなう無力な想いをしないために、兵士になったんだ」


    　馬乗りになった男を見上げ、凛児が静かな声量で続ける。


    「そして……それは、貴方だって同じはずだ。貴方も、昔は力ない人々を守る誇り高い軍人だったはずだ。理想と愛国心に燃える一人の兵士だったはずだ。なのに、今の貴方がやっていることはなんだ。それが、かつて貴方がなりたかった兵士の姿か？　それが、本当に貴方がなりたかった未来の自分なのか？」


    「な──ッ」


    「だから僕は絶対に貴方たちを肯定することはできない。たとえどんな理由があったとしても、僕は自分がかつて守ろうとした人々を自分の意志で殺すなんて、そんなことは許容できない」


    　そう語る凛児が想起するのは、かつて自分が手にかけてしまった隊員の姿。望まずに自らが殺してしまった、掛け替えのない仲間の顔だ。


    　凛児が視線を横に向ける。彼の瞳の先にあるのは、白銀の機巧外骨格。今の言葉はあの《日輪ひのわ》に──防さき人もりに向けて言ったものでもあった。


    「き……貴様などに何がわかる!?」


    　今度こそ怒いかりが頂点に達したのだろう。男は凄すさまじい怒声で凛児を詰なじった。


    「俺たちと同じ帰還兵だと言いながら、貴様はこの世界を受け入れているではないか！　情報軍に対する差別や冷笑と戦うこともなく、社会に抗あらがう気概も持たずに貴様はのうのうと生きている。そんな貴様などが……戦争から逃げた臆おく病びよう者もの風ふ情ぜいが、さかしらに何を語る！」


    「……確かに、僕は戦争から……自分の罪から逃げている臆病者だ。だが、ならばそういう貴方たちは、戦争に逃げている弱虫だ。自分たちが戦争を続ける理由に、死んでいった仲間を利用しているだけだ」


    「貴様……っ」


    「だから、終わらせてやる。お前たちの戦争を」


    　銃口を向ける敵に、凛児が小さく、しかし確かな意志を込めて宣言する。


    　瞬間、夜空に突風が吹き抜ける。


    　そして同時に、校庭に立っていた一機の《墨すみ金がね》に、対機巧外骨格用の近接武器──ＷＡＳＰナイフが突き立った。


    　飛び散る火花。舞い上がる砂さ塵じん。どこかから投とう擲てきされた刃が敵の《墨金》の装甲を突き破り、機体の胸部に深々と刺さっていた。この場にいる全ての歩兵と機巧外骨格が凛児に注意を向けていたせいで、その刃──ＷＡＳＰナイフの投擲に気づけなかったのだ。


    　誰もが呆ぼう然ぜんと頭上の光景を眺める中、突き刺さったナイフからカチリという音が発せられる。


    　直後、《墨すみ金がね》の上半身が爆裂した。


    　凄すさまじい轟ごう音おんが校庭に響き渡り、ＷＡＳＰナイフの一撃を受けた敵機が、木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛んだ。刺突と同時にナイフの柄に内蔵されていたボンベが起動し、刃先から超高圧の圧縮ガスをぶち込んだのだ。密閉された機体の中で逃げ場を失ったガスが膨張し、それによって六メートルの巨人は内側から破裂させられていた。


    　凛りん児じたちの真上から、機体のパーツが降り注ぐ。頭上から飛来するパーツが次々に校庭へ落下し、敵の歩兵たちがわけもわからず悲鳴を上げて逃げ惑う。先ほどまで凛児を取り囲み絶対的優位に溺おぼれていた彼らは、混乱の坩る堝つぼに叩たたき込まれていた。


    「あそこだ！」


    　一人が鋭く叫んだ。


    　敵歩兵が指差しているのは、敷地の東側から現れた、頭部に赤いラインの入った《墨金》。廃倉庫から一気にここまで駆けつけてきた、連れん理りの駆る赤い《墨金》だった。


    　連理の《墨金》はＥＭドライブによる推進で加速しながら、猛然と校庭を突っ走っていた。咄とつ嗟さに敵の《墨金》と《日輪ひのわ》がライフルを撃ち込むが、勢いに乗った連理機には掠かすりもせず、全ての弾丸は校舎の壁に激突。赤い《墨金》は一瞬たりともその速度を緩ゆるめることなく、敵機を無視して学校の最西端である講堂へと直進する。


    「ば、馬鹿な。機巧外骨格だと!?　一体どこから──」


    「どこ見てやがる」


    　突然の事態に狼ろう狽ばいしたリーダーの顔面に、凛児が強烈な貫き手を繰り出した。矢のように放たれた凛児の右手が、男の喉仏を直撃。潰れたような声をあげて倒れた男の顔面を、凛児が力の限りに蹴けり上げた。思い切り脳を揺さぶられて意識を飛ばした敵が、校庭に倒れ伏す。


    　凛児は気絶した男の手から短機関銃サブマシンガンを奪いとると、素早くセレクタをフルオートから単射に切り替えた。そして混乱する敵兵に発砲。鉛弾を腹に受け、一人がのたうち回る。


    　その銃声により他の歩兵三人がはっと我に返り、凛児に向けて短機関銃を乱射した。凛児は機巧外骨格の残ざん骸がいで巧妙に遮しや蔽へいを取り、敵の銃撃をやり過ごす。


    　残骸の陰から精密な応射を行いつつ、凛児はバンドを起動させて大きく叫んだ。


    「やっちまえ、連理！」


    



    　　　◆


    



    　全ては、この一瞬で決まる。


    　ＥＭドライブ出力全開。自走速度は百八十キロ毎時をマーク。激しい敵弾が襲いかかるが、連理は回避機動など取らず、ただ機体の最高速度を維持して真っ直すぐに校庭を駆け抜ける。


    「精神加速装置、フルスロットル！」


    　その叫びに呼応し、連れん理りの視界がぐにゃりと歪ゆがんだ。体感する時間が引き延ばされ、全身の神経が鋭敏になる。コクピットの信号素子が機兵の脳のう髄ずいを刺激し、神経伝達物質の分ぶん泌ぴつを促進。反射速度が格段に向上した機体が、さらに加速してひた走る。


    　連理の前方に、敵の《墨すみ金がね》が割り込むように立ち塞ふさがった。真正面から飛来する対鎧アンチアーマーライフルの弾丸。しかしやはり連理は避よけようともせず、その速度のまま敵機に急接近していく。


    「邪魔だ！」


    　すれ違いざま、背中にマウントしていた高周波ブレードで敵機を両断。不用意に飛び出してきた敵の《墨金》が、袈け裟さ懸がけに斬り捨てられた。オイルや高分子ゲルを撒まき散らし、スクラップと化す敵の機巧外骨格。だが連理には、凛りん児じのように敵に情けをかけられるだけの実力などない。ゆえに彼女は、ぐっと奥歯を噛かんで改めて覚悟を決めた。


    　寄らば斬る。


    　連理の《墨金》が、第三校舎、第二校舎、そして格納庫の前を通過。超高速で第一校舎の手前まで疾走したとき、光学センサーが前方にある講堂の姿を捉えた。


    「だっ──らぁあああ！」


    　雄お叫たけびをあげ、連理機が右前方に向けて跳躍。連理は機体を第一校舎に飛び込ませると、その勢いのままに校舎の壁面を駆け上がった。コンクリートを足でぶち抜きながら強引に壁を走り、ＥＭドライブの推進による跳躍を織り交ぜて一気に屋上まで辿たどり着く。


    　そして連理は、屋上に固定されていた円筒形の物体──貯水タンクを力任せに捥もぎ取ると、第一校舎の屋上からその隣にある講堂の傍そばへと一気に飛び降りた。


    　激震。七トン超の重量を誇る機巧外骨格の着地に合わせ、地面の舗装が爆発したように周囲に飛び散る。着地で姿勢を硬直させてしまうが、しかし連理に敵の機巧外骨格からの銃弾が撃ち込まれることはなかった。連理の《墨金》が講堂の近くに立っているせいで、敵は講堂の中で人質を見張っている仲間たちへの誤射を恐れ、銃撃を躊ちゆう躇ちよしたのだ。


    　絶好の好機だった。


    　連理は貯水タンクを小脇に抱かかえたまま、高周波ブレードを天高く煌きらめかせ、横よこ薙なぎに一いつ閃せん。高速振動する刃の一振りにより、講堂の屋根が一刀のもとに切断された。屋根の一部が遥はるか彼方に斬り飛ばされ、講堂に廃倉庫と同様の前衛的な吹き抜けが誕生する。突如開放的になった天井から、講堂にいた人質と見張りの帰還兵十人、そして負傷した敵兵たちが、驚きよう愕がくの目でこちらの機体を見上げているのがわかった。


    「すまん、みんな！」


    　連理はブレードを振りかぶり、彼らの頭上で貯水タンクを真っ二つに斬り割った。タンクに入っていた大量の水が吹き抜けから流れ込み、講堂の中にいた全員がずぶ濡ぬれになる。


    　連理はタンクを放り捨てると、腰のハードポイントに固定していた対人用の電気銃を構え、人質たちに向かって引き金を絞った。だだだだだだっ、と非殺傷の銃弾がフルオートでばら撒かれ、講堂の床面に着弾。そして弾丸に内蔵されていたバッテリーが起動し、端子の先から大電圧が解き放たれる。


    　目も眩くらむようなスパーク。その電撃が貯水タンクの水を媒介にして見張りたちを感電させ、生徒もろともその意識を一瞬で奪った。講堂にいた全員が激しく痙けい攣れんしてからばたばたと倒れ、一人残らず完全に気絶する。


    「見たか、くそったれ……！」


    　これこそが、凛りん児じの編み出した起き死し回かい生せいの作戦だった。


    　人質の命を顧かえりみない危険極まりない作戦だが、しかし三百人の安全を一度に確保するにはこの方法しかない。その上この方法ならば、講堂の中の敵兵たちも同時に気絶させることができる。尋問した敵から、生徒たちが講堂の隅で一か所に固められているという情報を聞き出すことができたからこそ、連れん理りたちはこの作戦を実行することができたのだった。


    「やったぞ凛児！　これで人質は──」


    　接近警報。背後から敵の《墨すみ金がね》がナイフ型の高周波ブレードを構え、連理に襲いかかってきた。連理は辛からくもその刺突をかわし、電気銃を放り捨てて右手の太刀たちで牽けん制せい。敵機はその反撃を回避し、後退してこちらとの間合いを測る。


    　センサーに反応。学校の裏山にいた三機の《墨金》が、既に事態を察知して山から下りてきていた。先ほど背後から攻撃してきたのも、そのうちの一機だ。不意打ちで敵の《墨金》を二機撃破することはできたが、しかし前方に一機、後方に三機と挟まれた形となっている。


    　作戦が上う手まく発動したことにより人質の安全は確保され、敵の火器の使用に強い制限をかけて近接戦に持ち込むことはできた。連理の《墨金》が講堂の近くに陣取っている限り、敵の機巧外骨格は先ほどのように、講堂で気絶している仲間への誤射を恐れて遠距離からの銃撃を控えざるを得ないはずだ。


    　しかし、それでも連理と敵機との間には一対四という明確な戦力差が存在する。連理の《墨金》がやられれば、敵は間違いなく報復として人質を殺しにかかるだろう。何としても《夜よる號ごう》の起動まで時間を稼ぐしかない。


    【前方の敵機をＭマイク１。後方の敵をＭ２、３、４と認定。敵機、来ます】


    　連理のＡＩであるマクレーンが、抑揚の欠けた電子音声で告げる。


    「……見ててくれ。お父さん、お母さん」


    　鋭く呼気を吐き出し、連理はテロリストたちとの最終決戦を開始した。


    



    　　　◆


    



    　校庭のほうで轟ごう音おんが聞こえた。


    　逢アイ瀬セは、クモの八本足を起用に動かしながら格納庫の壁に飛びついた。そのまま屋根近くの換気扇にまで上がり、足先の電動カッターで素早くファンを切断。クモの体たい躯くが十分に入れる穴ができたのを確認し、格納庫へと忍び込んでいく。


    　中には一人の人間がいた。技術者風の男だ。《夜よる號ごう》の監視を任された者だろう。男は外から聞こえてくる戦闘の音にそわそわし、格納庫の窓際辺りを行ったり来たりしている。


    【失礼】


    　背後に忍び寄った逢アイ瀬セがクモの口から高速で釘くぎを吐き散らした。整備用の釘うち銃ネイルガンだ。発射された釘弾が狙ねらい過あやまたず男の太ふと股ももに突き刺さる。突然の銃撃に、男が声をあげて転倒した。


    　その隙に逢瀬は、格納庫奥に置かれた《夜號》の機体を登り始めた。せかせかと足を動かし、昔懐かしい漆黒の装甲を駆け上がる。


    　閉鎖されたコクピットハッチまでやってくると、逢瀬はクモの尻しりからケーブルを出してロックの解除を開始した。解除コードを検索。コードの設定が学校側でなされていた《墨すみ金がね》とは違い、こちらは勝手知ったる馴な染じみの機体。解除コードのパターンもたかだか五万通りくらいだ。自分にかかれば解除など一瞬で──。


    【ビンゴ】


    　カシュッと空気の抜ける音が聞こえ、ハッチが開放された。コクピットの中に潜り込み、ケーブルをコクピットのスロットへと差し込んだ。


    　次は操縦システムの立ち上げだ。だが、こちらは先ほどのように簡単にはいかない。《夜號》を起動させるだけならわけもないことだが、何せこの機体が実戦を行うのはおよそ二年ぶり。格納庫の奥で仕舞われていただけなので、炉に火を入れたのも二年前が最後だろう。無理に起動させれば、戦闘中にシステムエラーを起こしかねない。そうなれば本ほん末まつ転てん倒とうだ。


    　幸い、高ベータ核融合炉の燃料は補充されていた。敵側が起動を試みた際に入れていたのだろう。これで起動の時間は短縮できる。


    　外から銃声。そして高周波ブレード同士がぶつかり合う金属音。校庭では、連れん理りが一対四という絶望的な戦力差の中で死闘を繰り広げている。


    　急がねばならない。


    　焦あせる気持ちを何とか抑え、逢瀬は《夜號》の復活に全力を注いだ。


    



    　　　◆


    



    　凛りん児じが残りの歩兵三人を片付け終えたときには、既に連理の戦闘は始まっていた。


    　巨人たちの戦場と化した校庭で、連理の《墨金》が暴れ回る。周囲を四機の機巧外骨格に囲まれながらも、講堂の傍そばで立ち回りを続けて応戦。機巧外骨格の全長にも匹敵する長大な高周波ブレードを閃ひらめかせ、敵機に苛か烈れつな斬ざん撃げきを繰り出していく。その鋭い太刀たち筋すじに、敵の《墨金》と《日輪ひのわ》は距離を詰めきれていないようだった。


    「その調子だ、連理！　無理に攻めることはない。混戦に持ち込んで敵の動きを制限しろ！」


    　凛児が大声で怒鳴った。凛児の通信は《日輪》には筒抜けだろうが、もはや構うものか。事ここに至った今となっては、今さら会話を聞かれたところで大したダメージなどありはしない。


    『簡単に言ってくれるな、お前は！』


    　怒鳴り返す連れん理り。その声には緊張と焦しよう燥そうの響きがあるが、しかし彼女の《墨すみ金がね》は堅実な戦闘機動で敵機を牽けん制せいしている。今のところ、連理はこちらの想定どおりの働きを見せてくれていた。


    　敵が講堂の中で倒れている仲間への誤射を恐れて対鎧アンチアーマーライフルの使用を控えている今、彼らが連理の《墨金》に対抗できる武装は、標準的な高周波ブレードのみ。ナイフサイズの近接武器では、あの太刀たちの間合いを掻かい潜くぐることは困難だろう。近接戦闘に特化した赤い《墨金》の装備と、学校の模擬戦でいつも五機の機巧外骨格を相手取っていた連理の実力ならば、たとえ敵が元情報軍の機兵といえども後おくれを取ることはないはずだ。


    　しかし──敵には、あの防さき人もりがいる。


    「連理、左後ろ八時だ！」


    　凛りん児じの警告に即応し、《墨金Ｍ３》の相手をしていた連理の《墨金》が瞬時に腰を落とした。刹せつ那な、機体の上半身があった空間を高周波ブレードで薙なぎ払われる。《日輪ひのわ》──防人の一撃だ。


    　連理は強引に太刀を振り、お返しと言わんばかりに《日輪》の腹部を切り裂いた。しかし、浅い。装甲の表面に亀裂が走るが、内部の高ベータ核融合炉までは届いていなかった。《日輪》は後方に跳躍して距離を取り、連理の《墨金》をヒットアンドアウェイで翻ほん弄ろうする。


    「大尉……っ」


    　彼の攻撃には、間違いなく本気の殺意が宿っていた。自分を止めてもらうことを望みつつも、しかし手を抜く気など一切ないのだろう。当然だ。彼の最大の目的はあくまで復ふく讐しゆうであり、自分を阻止してほしいという願望は、心の片隅に残った副次的なものに過ぎない。真っ向から自分を打倒してくれる者が現れない限り、防人はこの戦いを止やめたりしないだろう。


    　凛児は残ざん骸がいの陰に隠れたまま、矢継ぎ早に連理に指示を飛ばした。


    「連理、まずはＭ３に攻撃を集中させろ。左腕から高分子ゲルが漏れている。関節を損傷しているんだ。Ｍ１は何が何でも懐ふところに入れさせるな。もし大尉に距離を詰められたら──背後六時からＭ２！　……やめろ、斬り返すな！　今度はＭ４に背中を晒さらすことになる。敵に連係を取らせちゃだめだ！」


    　連理の視界の外を凛児の指揮で補完することにより、彼女の死角をカバーする。機巧外骨格同士の戦闘に生身の人間が迂う闊かつに近づくことはできないが、こういった形であれば凛児もサポートを行うことが可能だった。連理は凛児の指揮に従い、敵機同士の連係を防ぎつつ、リーチのある太刀を駆使して敵の接近を阻止していく。


    「よし。いいぞ……！」


    　戦闘は、凛児の思惑どおりに進んでいた。四機の攻勢は依然厳しいままだが、防御に徹した連理の《墨金》を崩すまでには至っていない。防人には劣るかもしれないが、それでも連理の驚異的な操縦技術は間違いなく他の機兵たちを上回っていた。敵が火器を使えないのも大きい。このまま講堂からつかず離れずで立ち回り続ければ、時間もすぐに──。


    　その戦闘の最中、Ｍ３と凛りん児じの目が合った。


    　奇襲により連れん理りに気を取られていた敵の《墨すみ金がね》が、凛児の──赤い《墨金》に指示を与えている者の存在を認知したのだ。


    「っ……！」


    　残ざん骸がいから飛び出し、横っ飛びに身を投げる。直後、凛児のいた場所が爆発した。Ｍ３が撃発したライフル弾が、校庭に着弾したのだ。猛烈な熱波と爆風。殺人的な衝撃にもみくちゃにされ、凛児は固い地面に身体からだを擦りつけられた。


    「っ、が……っ」


    　驚くことに、凛児は生きていた。手も足も繋つながっているし、痛みを感じるということは神経も無事なのだろう。幸運ゆえか特殊部隊用に強化された強きよう靭じんな肉体ゆえか、とにかく凛児は死んでいなかった。重傷には変わりないが、かろうじて生き延びたようだ。


    　しかし、その延命が三秒と持たないことはわかっていた。


    　ライフルを撃ったＭ３が、再び銃口をこちらに向ける。至近距離だ。身を隠すような遮しや蔽へい物もない。凛児が敵弾から逃のがれる術すべは、もうどこにもなかった。


    　Ｍ３が、引き金にかけた指に力を込める。


    　砲声。衝撃。


    　そして────訪れるはずの死は、やってこなかった。


    「ばっ……」


    　絶句する凛児の目の前に、連理の《墨金》が立っていた。連理が、唯一の安全地帯である講堂前を捨てて、凛児を庇かばい銃撃を受けたのだ。徹てつ甲こう弾だんが機巧外骨格の弱点である関節に直撃し、機体の右腕が高周波ブレードごと千切れてなくなっていた。


    「バカ野郎！　なに考えてやがる！」


    　悲鳴にも似た叫びが凛児の喉のど奥から迸ほとばしった。


    「僕に構うなって言っただろ！　それが、なんでこんな……。これじゃ、君まで……！」


    『うるせえ大バカ野郎！　勝手に死のうとしてんじゃねえぞクソボケが！』


    　怒声を張り、連理の《墨金》はライフルを撃発したＭ３にがむしゃらな体当たりを繰り出した。縺もつれ合うように二機が倒れた拍子に、またも敵の銃口が火を噴く。今度は機体の右膝ひざから下が爆裂し、片足が明後日あさつての方向に飛んでいった。


    『死なせるかよ、誰も！　もう二度と！　あんな惨めな思いは絶対にご免だ。生きるんだよ、あたしも、みんなも、お前も。全員で！』


    　そのまま泥臭い格闘戦に持ち込み、連理がＭ３からライフルを奪い取った。対する敵は片手片足をなくして踏ん張りの利かなくなった連理の《墨金》を蹴けり上げ、機体を大きく弾き飛ばす。連れん理りはその反動を利用して、再び講堂の前へと機体を飛び退のけらせた。しかし不安定な片足での着地に失敗し、講堂前の舗装に背を打ちつける。


    　安全地帯には戻ったが、連理の《墨すみ金がね》は既に満まん身しん創そう痍いだった。ライフルを乱射して敵機を銃撃するも、今の攻防で機体の火器管制装置がイカレてしまったのか、照準がばらついている。あれでは、精神加速装置を起動した機巧外骨格を仕留めることなど不可能だ。


    「もういい、連理。機体を捨てて逃げるんだ！　君はよくやった。もう十分だ！　今すぐ脱出してくれ！」


    『まだだ！　まだ諦あきらめんな！』


    　連理の牽けん制せい射撃。しかしやはり敵機には一発たりとも当たらない。連理を取り囲んだ四機が、その包囲網を徐々に狭めていった。いくら敵が銃撃を行えないとはいえ、接近を許せば連理はあの四機に切り刻まれてしまうだろう。このままでは《墨金》が撃破されるのも時間の問題だ。


    　しかしそれでも、連理の声は死んでいなかった。


    『もうすぐ陸軍が再突入を仕掛ける。それまで耐えるしかねえだろ！』


    　全ての敵機に傍ぼう受じゆされることも厭いとわず、連理がオープンチャンネルで応答する。もちろん、再突入など真っ赤な嘘うそだ。連理は敵に、偽の情報を与えて混乱させようとしているのだ。


    　つまり、彼女はまだ諦めていない。


    　絶体絶命の窮地に陥り、すぐそこまで死が迫っているというのに、それでも連理は生徒たちを守るため、彼女を庇かばって死んだ両親に報いるため、戦いを続けようとしている。


    　罪の意識に囚とらわれ、未だ自分自身の過去に縛られている凛りん児じと違って。


    　防さき人もりの駆る《日輪ひのわ》に銃撃を集中させていた連理の《墨金》が、横手から投とう擲てきされた高周波ブレードの直撃を受けた。Ｍ２の高周波ブレードが赤い頭部に突き刺さり、その顔面に深く食い込む。強烈な衝撃に堪たまらず《墨金》が上体を大きく反らし、背中から講堂の壁に倒れこんだ。轟ごう音おんとともに講堂の壁面が崩れ落ち、砂すな埃ぼこりが視界を霞かすませる。


    　そして、静寂。


    　赤い《墨金》は、それきり擱坐したまま動かなくなった。激しい衝撃に機兵が耐えられず、意識を失ったのだ。半壊した赤い《墨金》が、何も言わず戦場で沈黙している。


    　その《墨金》に、敵機が決して勝ちを焦あせることなく、慎重な足取りで近づいていった。


    「や、め……」


    　連理のもとに、死の巨人が歩み寄る。


    　死ぬ。連理が死ぬ。殺される。


    　自分と心を通わせた戦友が、また自分のせいで命を奪われる。


    　眼前の光景が二年前のものと重なったその瞬間、凛児の心臓が凍りついた。


    　加速する呼吸。手足を支配する震ふるえ。かつてないほど激しくなった心臓の鼓動が自分の胸を内側から叩たたき続け、焦しよう燥そうが頭の中を白紙に変える。


    　──嘘うそ……だろ……。


    　あのフラッシュバックがやってきたのだ。


    　機巧外骨格に乗っていないのに。操縦システムを起動させてもいないのに。


    　なぜ、よりにもよってこんなときに──。


    　過呼吸に陥りかけている凛りん児じには構わず、敵の《墨すみ金がね》と《日輪ひのわ》は用心深く反撃を警戒しながら、連れん理りのもとへ近づいていく。


    　犯人たちを刺激しないよう学校の周囲からは機巧外骨格を退かせているため、警察や陸軍の機体が今すぐ駆けつけてくることもない。仮に来たとしても、爆弾と連動した御堀のセンサーは未だ除去できていないままだ。つまり、自分たちを助けてくれる者は誰もいない。


    　このままでは、連理は間違いなく死ぬ。自分のせいで死んでしまう。


    　二年前と、同じように。


    



    　　　◆


    



    　完全に動きを停止させた敵の《墨金》を澱よどんだ瞳で見下ろしながら、防さき人もりは心からの敬意を機兵に──花はな枝え連理へと送った。


    　賞賛に値する戦闘だった。恐ろしいポテンシャルだ。修練を積めば、いずれは自分や凛児に匹敵する機兵になったかもしれない。


    　一対四という戦力差。ライフルなどの銃火器を持たず、まともな武装は高周波ブレードの太刀たち一振り。そして、おそらくは初めての機巧外骨格での実戦。


    　絶望的といっていいこれらの不利を撥はね除のけ、あの少女はよく戦った。防人自身、決して手を抜くことなどせず容赦なく殺しにかかったのに、まさかこの数的有利をもってして三分以上かかるとは。あの赤い《墨金》の動きには、強い意志が宿っていた。絶対に負けられないという決意が一つ一つの剣筋に表れ、機兵の覚悟が刃越しに伝わってくるかのようだった。防人をして、見事な戦闘機動だったと言わざるを得ない。この戦力差の中、あの少女はよくぞ諦あきらめることなく戦った。


    　だが、それも終わりだ。


    《日輪》が一歩を踏みだす。敵機を完全に撃破するために。今や自分は、復ふく讐しゆうを遂げるための鬼に成り下がっている。誰も自分を止められないというのなら、それでもいい。後はただ破壊の限りを尽くすだけだ。


    　死んでいった機兵隊の部下たちの顔を思い出す。寡か黙もくな真しん悟ご。兵士らしからぬ優しさを持っていた飛鳥あすか。暴走する《夜よる號ごう》を身を挺ていして止めた、激情家の大和やまと。そして──。


    　そのとき、機体の胸部に何かが当たった。


    　銃弾だ。着弾するまで防人がそれに気づかなかったのは、それがあまりに脅威度の低い攻撃──九ミリ口径の銃弾によるものだったからだ。


    　視線を下に向ける。《日輪ひのわ》の頭部が下を向く。


    　そこには、赤い《墨すみ金がね》を背に庇かばうようにして、ぐったりとしている寺てら須すを片手に抱かかえて防さき人もりたちに立ちはだかる少年の姿があった。


    　黒くろ宮みや凛りん児じががくがくと震ふるえながら、短機関銃サブマシンガンの銃口をこちらに向けていた。


    



    　　　◆


    



    　歯の根が合わない。涙が零こぼれ、嗚お咽えつが漏れる。仲間を刺殺した二年前の感触が全身に蘇よみがえり、凛児に猛烈な怖おぞ気けが襲いかかる。


    　敵機の足を止めることに成功したが、しかし、それも長くは持たない。凛児が手にしている短機関銃は、既に残弾が尽きている。気絶した敵のリーダーを人質に取ってはいるが、これが何の脅しにもなっていないことはいずればれるだろう。


    【──最終起動シークエンスを開始。到着予想時間ＥＴＡ、30セカンズ】


    　逢アイ瀬セからの通信。《夜よる號ごう》の起動手順が最終段階に入ったようだ。《夜號》の無線通信には高度な暗号化機能が搭載されているため、いかに《日輪》といえどもその内容を傍ぼう受じゆすることはできない。現状少なくとも、《夜號》側からの発信に関しては傍受の心配はないはずだ。


    　凛児は、込みあげる恐怖を懸命に噛かみ殺しながら、逢瀬に問うた。


    「ぁ……逢瀬。敵が僕に気を取られている隙に、連れん理りを連れて逃げることは……っ、可能か」


    【いいえ。不可能です】


    　凛児の最後の希望を打ち砕くように、逢瀬は冷然と即答した。


    【どんなに効果的な奇襲を行ったとしても、機巧外骨格一機を抱えて撤退などできるはずがありません。もし運よく他の三機を退けたとしても、防人様の《日輪》から逃げきることは不可能でしょう。……少なくとも、私の操縦では】


    　Ｍ２──《墨金》の内の一機が、メインカメラのピントをこちらに合わせた。まずい。いつまでも何の行動も起こさない凛児を不審に思っている。


    　逢瀬が言外に言わんとしていることは、当然凛児にも理解できた。


    　そうだ。わかっている。わかっているさ。他に方法はない。やるしかないのだ。


    　だけど──


    【怖いですか。《夜號》に乗ることが】


    　逢瀬が、無感情に尋ねた。


    「っ……ああ」


    　怖い。機巧外骨格に乗ることが、途と轍てつもなく恐ろしい。機体を起動させれば、またあのときのことを思い出さなければならないからだ。


    　そして何より、たとえ《夜號》に乗れたとしても、その上でまた暴走し、誰かを死なせてしまうことが一番怖い。またあのときと同じ結末を繰り返してしまうことが、何より恐ろしい。


    《日輪ひのわ》と戦えば、《夜よる號ごう》が重大なダメージを負うことは必至だ。


    　勝てるのか。今の自分が、防さき人もりに。あの防人を相手に、今のお前が《夜號》の損害を抑えながら本当に勝てるのか。


    　答えはわかりきっている。そんな奇跡を当てにすることなど、凛りん児じにはできない。


    「もし乗れても……僕が、大尉に勝てる確率なんて……っ」


    　だから、自分は諦あきらめている。


    　不可能だから。確率が低いから。そういった冷静な言葉を使い、さも理性ある賢い判断をしているかのように、自分を納得させようとしている。


    【確かに、確率は低いでしょう】


    　凛児のその胸中を見透かしたように、逢アイ瀬セが言った。


    【二年のブランク。焼きついたトラウマ。これらを抱かかえたまま防人様に打ち勝つことは、至難どころか不可能と言っても過言ではありません。先ほど計算致しましたが、現在の凛児様がその四機を撃破できる確率は、一二八分の一です。確率からいけば、私たちに勝ち目はないでしょう】


    　人工知能らしい、計算と論理的思考に基づいた台詞せりふ。やはり逢瀬も、この戦況を引っ繰り返すことなどできないとわかっているのだ。


    　しかし、続いて彼女から放たれた言葉は、凛児の予想を裏切った。


    



    【ですが──そんなものはくそ食らえです！】


    



    　その怒声に「熱」を込め、心を持たないはずのＡＩが、大きな声ではっきりとそう叫んだ。


    【確率!?　確率が何だというのです!?　くだらない。悪党から目の前の女の子を救うのに、そんな無機質な数字など関係ないでしょう！　人間が、たかが数字なんかで自分の可能性を切り捨てないでください。戦況が絶望的になった程度で勝つことを諦めるなど、男のすることではありません！】


    　火が灯った。


    　凛児の胸の奥深く。これまで諦観の内に朽ちてしまいそうだった重要な器官が、逢瀬の叱しつ咤たによりぴくりと反応したのだ。そこに点いた火は加速度的に燃え上がり、全身を呑のみ込む業ごう火かとなり、そして、凛児が忘れかけていた大切な何かを思い出させようとする。


    【貴方あなたしかいないのです。学校の皆様を救えるのは、凛児様だけなのです！　ここで貴方が諦めれば全員死ぬ。貴方も、学校の皆様も、そして花はな枝え様も。いつまで立ち止まっているおつもりなのですか!?　あのときから。二年前のあの戦場から。貴方はまだそこに留まり続けるというのですか!?】


    　Ｍ２の機兵が、こちらの残弾が尽きていることに気づいた。敵機のメインカメラに、虚仮こけにされたことへの明確な怒いかりが宿ったのがはっきりとわかった。《墨すみ金がね》が近づき、こちらに手を伸ばそうとする。凛りん児じだけを掴つかみ取って握り潰つぶすつもりだ。


    　しかし、そんなことは、もうどうでもよかった。


    　凛児の意識は、ただ逢アイ瀬セが放つ熱い言葉に注がれていた。


    【確かに貴方あなたは罪を犯しました。それは事実です。ですが、いつまでその過去に囚とらわれているおつもりですか！　自分の過去と向き合う花はな枝え様のお姿に、凛児様とて何かを感じたはずでしょう!?　許されざる罪を犯したからこそ！　耐え難い心の傷を抱かかえているからこそ！　それを踏破するために人は前に進むのです！　今こそ、その過去を乗り越えてこのくそったれな結末を変えるのです！】


    　そして。


    　続く叫びが、凛児の魂を震ふるわせた。


    【思い出しなさい、黒くろ宮みや凛児。貴方には、戦う理由があったでしょう！】


    　理由。


    　凛児が、兵士としての道を歩むと決めた、その理由。


    



    　──喪うしないたくないなら、強くなれ。


    　──皆を守れるよう、強くなれ。


    　──辛つらかっただろう。よく頑張ったな。もう大丈夫だ。


    



    　もう何年も前に、初めて出会った彼にかけてもらった、あの言葉。あの言葉が、凛児に兵士として戦う道を示した。あの言葉が、泣くことしかできなかった少年に勇気を与えた。


    　もう、あんな悲しい思いをしないために。今度こそ、大切な人々を守るために。


    　そのために、お前はあの日、彼のような兵士になると決めたはずだ。


    　ならば、今のお前がやらなければならないことはなんだ。


    　運命に屈することか。過去に縛られることか。この結末を受け入れることか。


    　違う。断じて違う。


    　思い出せ。自分の後ろにいる少女のことを。自分にとって彼女がどういう存在であるのかを。


    　機兵隊の初任務。あの瓦が礫れきの中から機兵隊が助け出した、一人の少女。お前にとって花枝連れん理りは、自分が初めて誰かを守ることができたという、その象徴とも呼ぶべき存在だったはずだ。


    　その少女が後ろにいて。その少女が死にかけていて。


    　お前はいつまで、こんなところで立ち止まってやがるんだ──！


    　顔上げろ！　前を向け！　背せ筋すじ伸ばして覚悟を決めろ！


    　お前には、いつも自分を支えてくれる相棒と。


    　そして、お前の助けを待つ少女がそこにいる！


    　お前が男だというのなら！　お前が兵士だというのなら！


    　過去も運命も蹴けっ飛ばし！


    　今度こそ、このくそったれな結末をぶち壊せ！


    　だから──！


    



    「────来い、逢アイ瀬セェェェエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ!!」


    



    　巨人が舞い降りた。


    　影よりも暗く、闇やみよりも深い、漆黒の淑しゆく女じよ。格納庫の天井を突き破ったその機巧外骨格が、凛りん児じを鷲わし掴づかみにしようとしていたＭ２を直上から力の限りに蹴り飛ばし、そして着地と同時に凛児を乱暴に掴み上げて項うなじの中に放り投げた。


    《夜よる號ごう》が、凛児をコクピットに叩たたき込んだのだ。


    　操そう縦じゆう桿かんを握ってフルダイブシステムを起動した瞬間、あの流感とともにまたもフラッシュバックが襲いかかってきた。自分の意志とは無関係に手足が震ふるえ、これまでの記憶が映像となって瞼まぶたの裏を駆け抜けて、そして──。


    　そして凛児の目の前に、幼い頃の花はな枝え連れん理りが倒れていた。


    「────」


    　凛児の記憶の中に眠る、原初の彼女。連理が小さな身体を丸め、膝ひざを抱かかえて泣いている。ごめんなさいと繰り返し、幼い連理が死んでしまった両親に何度も謝っていた。


    　深い暗闇に覆おおわれた空間の中、一人立ち尽くす凛児の前で、幼い連理が泣きじゃくっている。


    　わかっている。これは、ただの虚構だ。錯さく綜そうする記憶が見せただけの幻だ。


    　だがそれでも、凛児の目の前で、一人の女の子が確かに泣いているのだ。


    　もし──もしここで凛児が再びトラウマに屈し、過去を乗り越えることができなければ、眼前の少女はいつまでも涙を流したままだろう。その涙を拭ぬぐってくれる者もなく、その悲しみを癒やしてくれる者もなく、瓦が礫れきに押し潰つぶされてしまうだろう。


    　今、彼女を助けられるのは凛児しかいないのだから。


    　だから、もう一度。もう一度だけでいい。


    　勇気を、振り絞れ。


    　お前はもう既に、彼女を一度救ったはずだ。彼女の命を掬すくい上げたはずだ。だから、お前にならできる。お前ならやれる。


    　信じろ、黒くろ宮みや凛児。


    　お前にならば、もう一度彼女を救えるはずだ。


    「……待たせてごめん」


    　涙を流す幼い連理に、凛児が手を伸ばす。彼女の細い背中に腕を回し、その矮わい躯くを優しく抱きしめる。


    「もう泣かないで。今──助けるから」


    　そう呟つぶやいたと同時、その虚構の世界に亀裂が走った。振動が空間を揺さぶり、暗闇となっていた周囲の壁ががらがらと崩れていく。


    　空間が消えた。ゆっくりと瞼まぶたを開け、視界を開く。


    　目の前に広がっていたのは、《夜よる號ごう》の狭苦しいコクピットだった。


    【お帰りなさいませ、凛りん児じ様】


    　声が聞こえた。


    　冷淡な、しかしそれでいて慈愛に満ちた優しい電子音声が、コクピットに反響する。


    【貴方あなたのお帰りを心よりお待ち申し上げておりました。今こ宵よい、このとき、この瞬間。再び貴方の剣となれる名誉に感謝を捧げます】


    　震ふるえが止まった。


    　恐怖が消えた。


    　燃え盛るような力が凛児の全身に漲みなぎり、失われていた熱量が取り戻される。


    　凛児は機体の設定を行いながら、普段どおりの声こわ音ねで逢アイ瀬セに言った。


    「『心』より、か。ほんと、お前は変わったＡＩだよ、逢瀬」


    【ＡＩがそんなことを言うのはおかしいでしょうか？】


    「いや……お前は間違いなく、誰よりも熱い心を持ってるよ」


    【ありがとうございます。ですが、心根の熱さなら凛児様も負けてはおりませんよ】


    「そうかな」


    【はい。地面を舐なめても最後に立ち上がれる者の心が、冷めているはずなどありませんから】


    　凛児の感覚が機体と同調し、《夜號》の視界が網膜に映し出される。


    　眼前に見えるのは、四機の機巧外骨格。逢瀬が蹴けり飛ばした《墨すみ金がね》は既に立ち上がり、他の三機とともに《夜號》を取り囲もうとしていた。《墨金》の機兵たちは度重なる奇襲に混乱しているようだが、《日輪ひのわ》の機兵──防さき人もりだけは、一切取り乱すことなく泰たい然ぜんとこちらを見据えている。


    　──来い。


    《日輪》の視線が、確かにそう告げていた。


    　凛児はその視線を真っ直すぐに見返し、逢瀬に命じた。


    「いくぞ、逢瀬。この戦域を制圧する」


    【イエス、准尉ウオラント・オフイサ。どこまでも】


    　戦闘開始。


    　空に輝く満月を背負い、《夜號》は敵機に強襲した。


    



    　　　◆


    



    「う……っ」


    　コクピットを揺らす断続的な振動により、連れん理りは意識を取り戻した。


    　操縦システムはまだ生きているのか、連理の感覚は機体と接続されたままだった。


    　しかしシステムは無事だが、機体はほとんど動かせなかった。展開された表示枠に、いくつもの警告が書かれている。右腕及び右足、完全消失。高ベータ核融合炉、出力低下。火器管制装置全損。光学センサー大破。サブセンサーへ切り替え。機兵の頭部より出血あり、等々。現在の《墨すみ金がね》がまともに動かせるのは、左の手足だけだった。


    　だが、連理の視線はそんな警告文などに向けられていなかった。彼女の瞳は、尚しよう特とく館かん高校の校庭で繰り広げられる激戦に釘くぎ付けにされていた。


    　そこでは、黒い竜巻が暴虐の限りを尽くしていた。


    　敵の《墨金Ｍ３》が、片腕を肩から断ち切られた。切断面から高分子ゲルが撒まき散らされ、ショートした配線が火花を散らす。左腕を失いバランスを崩したＭ３に一気に詰め寄り、《夜よる號ごう》がいつの間にか敵から奪っていた高周波ブレードで顔面を串刺しにした。次いでもう一方のナイフを機体の腹部に突きこみ、ジェネレータを完全に破壊する。


    　他の《墨金》、Ｍ２とＭ４が、一斉に《夜號》に向けてライフルを撃発。濃密な弾幕が襲いかかるが、しかし《夜號》はサイドステップだけでその射線を回避した。そのまま腰部のＥＭドライブを駆動させ、高速で敵機に突貫。《夜號》がＭ４に強烈な体当たりをぶちかまし、敵から二本目のナイフを強奪して瞬時に地面に組み敷く。


    　そして敵機からマウントを取った《夜號》が、両手の高周波ブレードを振り上げ、Ｍ４の機体を滅多刺しにした。装甲を穿うがち、高分子ゲルを抉えぐり出し、拳ごと叩たたきつけるように切っ先を振り下ろす。漆黒の淑しゆく女じよが獰どう猛もうな全てを解き放ち、Ｍ４の関節という関節をずたずたに切り裂いた。


    　連理が手こずった敵を、一瞬で二機撃破。しかも《夜號》は、連理のように講堂という安全地帯を利用せず、機体の運動性とＥＭドライブの推進のみで正面から敵の機巧外骨格を打ち破ったのだ。どす黒く染まった高分子ゲルを返り血のように浴びた《夜號》がゆらりと立ち上がり、残った二機に刃を向けて戦闘を続行する。


    「へ……なんだよ、ヘタレ野郎。ちゃんと乗れてんじゃねえか……」


    　自然と頬ほおに笑みが生まれた連理は、そのまま視線を下へと落とした。機体の足もとに、対鎧アンチアーマーライフルが転がっている。サブセンサーの画質は粗いが、その銃が先ほどまで自分が使っていたものであることがわかった。連理は痛む身体を鞭むち打うち、かろうじて動く左手を伸ばしてライフルを掴つかみ取る。


    　残弾は、一発だけだった。しかも機体の火器管制装置は既に壊れているため、照準してもまともに当たることはないだろう。視界に映るターゲットボックスも先ほどからでたらめに動き回っている。これでは、凛りん児じの援護をするどころか下へ手たをすれば《夜よる號ごう》を誤射してしまうかもしれない。


    『連れん理り、聞こえる？』


    　回線が開き、凛児からの通信が聞こえてきた。


    「ああっ……何とかな」


    『なら、今度こそ機体を放棄して脱出するんだ。敵の相手は僕がする。もう絶対に、逃げも諦あきらめもしない。誰も死なせない。僕が必ず君やみんなを守ってみせる』


    　固い決意の刻まれた、力強い言葉。トラウマを乗り越えた今の凛児には、もう何も恐れるものがないのだろう。その声にも《夜號》の機動にも、確かな覚悟が感じ取ることができる。


    　そして、連理が返事をするよりも早く、凛児は優しい声こわ音ねでこう言った。


    『よく頑張ったね。もう大丈夫だよ』


    　何気なくかけられた、その言葉が。


    　自分を守る凛児の口から出た、その励ましの声が。


    



    　──大尉……っ、大尉！　いました。生存者、女の子です！


    　──大丈夫？　怪け我がはない？


    　──よく頑張ったね。もう大丈夫だよ。


    



    　かつて、あの瓦が礫れきの中から自分を救い出したパイロットの言葉と重なった。


    「────」


    　眼前で自分を守るために戦っている《夜號》の機影が、あのとき連理に手を差し伸べてくれた機巧外骨格のシルエットと、ぴたりと合わさる。


    　気づいた。気づいてしまった。


    　あのときから黒くろ宮みや凛児は、いつだって連理を守ってくれていたのだと。


    　その真実に胸が詰まる。驚きと喜びの感情が爆発しそうになる。今すぐ機体を降りて、あいつにどれほど自分が感謝しているかを伝えてやりたい。


    　しかしそれらと同じくらい、連理の胸中にはある感情が湧き上がっていた。


    　それは──。


    「ざ……っっっけんな、くそったれ……！」


    　激烈な怒いかりを込め、凛児に怒鳴った。


    「何が脱出しろだ……っ。何があたしを守ってみせるだ……！　お前、いつまであたしのことを見下してやがんだ!?　お前、言ってたじゃねえか。あたしはもう兵士だって。ただの学生でも民間人でもなく、一人の兵士だって、そう言ってくれたじゃねえか！　だってのに、あたしにこの戦場を放り出せってのか!?　ざけんじゃねえぞ！」


    《夜よる號ごう》の放った斬ざん撃げきが遂に最後の《墨すみ金がね》、Ｍ２を捉えた。機体が真っ二つに斬り飛ばされ、上半身が下半身と泣き別れになる。Ｍ２の下肢が膝ひざをつき、ゆっくりと頽くずおれた。


    　そして残った敵機は、白一色で塗装された機巧外骨格。


    　防さき人もりの《日輪ひのわ》が僚機の残ざん骸がいからナイフを取り、両手に双刃を構えて《夜號》と相対する。


    「あの日から……あの日からずっと、お前はあたしの目標だった。お前みたいな兵士になりてえって、そう思って強くなろうとしてきたんだ！　だから、あたしのことをお荷物みたいに言うな。あたしは、守られるだけのお姫様なんかじゃねえ！　お前に守られるだけの女なんかじゃねえんだ！　あたしは、お前みたいに……お前と対等になりてえんだよ！」


    　校庭に吹き込む微風。互いに睨にらみ合う《夜號》と《日輪》との間に、ほんの一瞬、決戦前に特有の張り詰めた静けさが訪れる。


    『……もうすぐ、二十一時になる』


    　その静寂の中、凛りん児じが言った。


    『今の僕たちが大尉を打ち倒せるとしたら、チャンスはその一度きりしかない。やれるね？』


    　二十一時。チャンス。一度きり。


    　凛児のその言葉の意味を理解した連れん理りは、勝気に笑ってみせた。


    「上等。今日一日で、ぶっつけ本番は慣れっこだ」


    　連理の言葉に頷うなずく《夜號》。


    　そして凛児は、自分の機体を前へと進ませた。


    



    　　　◆


    



    　学校の校庭で、二機の機巧外骨格が対たい峙じする。


    　足元に散らばる《墨金》の残骸。校庭に充満する硝しよう煙えんの香り。数々の砲撃により周囲の草木が火に包まれ、燃え盛る炎が夜空を焦こがしている。


    　コクピットの中にいてもなお感じ取れる、ひりひりと張り詰めた空気。揺れる炎が二機の機影を歪ゆがませ、爆はぜた火の粉が両者の間で躍り散る。そして、今や完全に決戦の場と化したその校庭に立つのは、全ての機巧外骨格の元となった始まりの機体。


    　白と黒。白銀と漆黒。《日輪》と《夜號》。


    　かつて共に戦い、戦場で背中を預け合った二機が、今では向き合い、敵対している。
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    「大尉。最後に、一度だけ言います」


    　張り詰める空気の中、凛児が静かに呟つぶやいた。


    「もう、こんなことは止やめてください。機巧外骨格を降りて、武器を捨てて投降するんです」


    『断る』


    　防人が即答し、


    『これは、俺が始めた戦いだ。この戦いが終わるまで、立ち止まるわけにはいかない』


    「……僕を倒した後も、大尉はまだ戦うつもりなんですか」


    『無論だ。あらゆる敵を排除し、立ち塞ふさがる全てを撃破する。いつだって俺は……機兵隊はそうしてきた』


    《日輪ひのわ》から放たれる視線が、《夜よる號ごう》を射抜く。


    『そして……凛りん児じ。お前も機兵隊だ。俺とお前は、ともに機兵として生きてきた。ならば、機兵として決着をつけよう』


    「いい加減目を覚ましてください、大尉。これ以上貴方あなたが戦う必要なんてどこにもないんです。もう戦いは……戦争は終わったんです」


    『終わってなどいない。俺がこうして死にぞこなっている限り』


    「終わったんです。僕たちだけが生き残ってしまったあのときに」


    　両者が刃やいばを構える。


    　これ以上、言葉は無用だ。


    　男と男の戦いに必要なのは、いつだって自分の意志と、それを伝える拳だけなのだから。


    　風が吹く。月が照らす。夜が深まる。


    　そして、戦いの火ひ蓋ぶたは切って落とされた。


    「──ッ！」


    　沈黙を破り、地面を砕いて爆進した《日輪》の初撃は、高周波ブレードによる刺突。敵機の刃が唸うなりをあげて《夜號》に襲いかかり、その鋭い斬ざん撃げきが圧力センサーを通じて凛児の首筋に刃風を届かせる。しかし凛児は《夜號》にろくな回避機動を取らせることなく、説得の言葉も語ろうとせず、ただ真っ向から《日輪》に斬り返した。高速で振動するナイフが際どいところで両者の装甲を削り、機体に大きな裂傷を創り出す。


    　致命傷ではないと判断した防さき人もりは、即座に次の攻撃を放ってきた。今度は反対の手に握ったナイフによる横よこ薙なぎ。凛児は《夜號》の腰を落としてその一刀を掻かい潜くぐり、同じくもう片方の刃で強烈な突きを繰り出す。敵の喉のど元を狙ねらったその刃は、《日輪》が上体をスウェーさせるだけで呆あつ気けなく空を切った。しかし凛児はその動きに即応し、手の中でグリップを反転させ、逆手に握りなおしたナイフを振り下ろす。


    　獲った──。


    　その甘い期待が脳裏を過ぎ去ったときには、《夜號》の握っていたナイフは遥はるか上方に弾き飛ばされていた。


    　上半身を反り返らせていた《日輪》がＥＭドライブを噴射させ、宙返りすると同時に《夜號》の高周波ブレードを蹴けり上げたのだ。六メートル近い機巧外骨格の巨体で、これほどアクロバティックな機動を取れるとは。こんなサマーソルトキックのような曲芸じみた真似まねができるのは、おそらく世界でもトップクラスの機兵に限定されるだろう。


    　こちらに背を向けて中空で逆さまになった《日輪ひのわ》が、その状態で再びＥＭドライブを駆動させた。マイクロ波の反射が生み出す鋭い推進により《日輪》が前後に百八十度旋回し、その勢いを乗せて刃を振るう。高周波ブレードの一振りが、《夜よる號ごう》の足首を断たんとした。


    「くっ──ぉおお！」


    　咄とつ嗟さに跳躍。《夜號》の直下を、高速の刃が通過した。寸でのところで回避に成功する。


    　しかし、


    『格闘戦では、安易に跳躍するなと教えたはずだ』


    　逆立ちのように地面に手をついた《日輪》が、その体勢のままギロチンの如ごとき蹴けりを放ってきた。カポエラの要領で凛りん児じの頭上から振り下ろされた脚部が、《夜號》の肩を拉ひしげさせた。何とか首を反らしてギリギリで頭部への直撃こそ避けたものの、宙に浮いていた《夜號》がその蹴りにより大きく体勢を崩される。その隙に防さき人もりの《日輪》は、逆立ちの状態から直立姿勢へと立ち直っていた。


    【来ます！】


    　逢アイ瀬セの警告。それを聞き終わらないうちに、斬ざん撃げきの嵐が《夜號》に襲いかかってきた。


    　銃撃かと見紛まがうほどの刺突。幾多もの激烈な突きが凛児の眼前から叩たたき込まれ、その全てが《夜號》のコクピットや装甲の薄い関節部を精確に狙ねらい放たれた。二つの切っ先が疾風となって凛児を殺しにかかり、一いつ気き呵か成せいに攻め立てる。


    　しかし凛児は、防人のその攻勢を荒々しくも確かな駆動でいなし続けた。突き出されるブレードの斬線を機体の手の甲や前腕の装甲で逸そらし、少しも後退することなく反撃のナイフを振るう。逢瀬の制御ですら追いつかないターゲットボックス。無軌道に揺れ動く姿勢指示インジケータ。《夜號》のＧメーターが滅茶苦茶に暴れ回り、出力ゲージが機体の限界を超えた数字を叩き出していく。


    　今や高周波ブレードを一本しか保持していない《夜號》は、その一撃に必殺の威力を込めて迎撃。対する《日輪》は双剣であることの利点を最大限活かし、手数で凛児を圧倒。互いの装甲が徐々に掠かすめ散らされ、《夜號》と《日輪》の機体が少しずつ限界を迎えようとする。


    　しかし、それでも二人は止まらなかった。


    　凛児と防人は一歩たりとも譲ろうとせず、全ての攻撃に全身全霊を注いで斬撃を繰り出す。牽けん制せいや目め晦くらましといった搦からめ手は使わず、フェイントらしいフェイントさえ織り交ぜることもなく、とにかくひたすら攻めて攻めて攻めまくる。限界まで精神加速装置を駆動させた二機が、目にも止まらぬ超高速機動で凄すさまじい攻防を展開。二人とも、ほんの一秒さえも止まらない。己の全生命力を刃に乗せて、二つの巨人が死闘の限りを尽くして殺し合う。


    「大尉……っ」


    　彼の心中はわかっている。復ふく讐しゆうに至ったその想いも、凛児はこの世界の誰よりも理解しているつもりだ。防人の復讐を否定するつもりなど、毛頭ない。


    　だが、止める。防さき人もりを倒す。


    　凛りん児じのすぐ傍そばには、連れん理りたちがいる。凛児が死ねば今度こそ人質たちは殺される。ここが正念場だ。絶対に譲れない大一番。自分の死が、他の人々の死に繋つながっている。


    　勝つ。勝つのだ。勝たねばならないのだ。


    「だから僕は──貴方あなたを超える……！」


    　そして、《夜よる號ごう》の右足が切断された。


    　高周波ブレードの一いつ閃せんにより、《夜號》の足が校舎の向こう側へと飛んでいった。脛すねから下を喪失した漆黒の淑しゆく女じよが、体勢を崩して校庭の地面に膝ひざをつく。


    　遂に、凛児の疲労が限界に達したのだ。度重なる戦闘と数多あまたの負傷が、凛児から防人の猛攻を凌しのぐための体力を奪い去っていた。


    　そして、あれが来た。


    〈オーバードライブ、起動〉


    　表示枠に映し出される冷酷な文字。視界がわけのわからない警告文で埋め尽くされ、コクピットにアラートが鳴り響く。


    　精神加速装置のリミッターが解除状態に移行されたという表示。機体の操縦が凛児の手から離れ、彼の脳内に凄すさまじい激痛が走る。神経伝達物質の過剰分ぶん泌ぴつが行われたのだ。損傷した《夜號》が、自機の保護を優先して暴走を開始しようとする。


    　しかし、


    「引っ込んでろッ!!」


    《夜號》を捻ねじ伏せるかの如ごとき、凛児の一いつ喝かつ。それに呼応するように、オーバードライブの起動シークエンスに『強制中止』の表示が割って入った。警報が止まり、頭を襲っていた痛みが消え失うせる。


    【この私が、二年前の教訓から何も学んでいないとお思いですか。舐なめられたものですね】


    　逢アイ瀬セが得意げに言って、


    【このじゃじゃ馬の躾しつけは私にお任せを。長くは持ちませんが、決して防人様との勝負は邪魔させません。凛児様はただ前だけを見ていてください】


    　逢瀬の言葉を受け、凛児が《夜號》の操縦を取り戻した。


    　片足を失って膝をついた《夜號》に、《日輪ひのわ》が追撃を繰り出す。即座に応戦。《日輪》が振り下ろした左右の高周波ブレードに対し、凛児は手を突き出して敵機の両刃を防御する。右から迫るナイフは《夜號》の高周波ブレードで鍔つば迫ぜり合いのように受け止め、左のナイフは機体の右手で受け止める。掌てのひらを貫通した高周波ブレードが、そのまま《夜號》の胸部に突き立った。切っ先がコクピットの天井を貫き、凛児の頭上にまで迫り来る。


    　両機のＥＭドライブから、強烈な光が奔流した。《日輪》が《夜號》を押し倒そうと推進器に電力を叩たたき込み、《夜號》も敵機を跳ね返そうと出力を上昇させる。


    　だが、機体の出力は《日輪ひのわ》のほうが上だった。


    　刃が押し込まれる。


    《夜よる號ごう》の上体が少しずつ仰のけ反っていき、《日輪》のパワーに押し負けていく。


    　凛りん児じの死が、すぐそこまで訪れようとしていた。


    



    　　　◆


    



    　防さき人もりの心を、諦観にも似た絶望が侵しん蝕しよくしていった。


    　──凛児でも、だめか。


    　これだけの外道を働き、これほどの所業を積み重ねながら、それでも自分に断罪のときはやってこないのか。こんな不条理が許されていいはずがない。だというのに、自分を止めてくれる者は本当に現れないというのか。


    　だが──ならばもう、それでも構わない。


    　凛児を倒し、あの少女を排し、迫り来る全てを撃滅する。この国と陸軍に復ふく讐しゆうするために、自分は最後の最後まで戦い続ける。


    「……よく戦った」


    　脆ぜい弱じやくな殺意を掻かき集め、嘘うそで塗り固めた決意で自分を誤ご魔ま化かし、防人が機体の両腕に力を込めた。《日輪》の刃が、徐々に敵機に食い込んでいく。


    「だが……もう無駄だ」


    　どこまでも冷たい防人の言葉。そう、無駄なのだ。《夜號》が勝てる確率は万に一つもない。厳然たる事実を、防人は突きつけた。


    　だが──。


    『無駄……？　無駄だって!?　そんなわけあるもんか！』


    　だが、それでも。


    　それでも、凛児の声は、まだ死んではいなかった。


    　勝つことを、諦あきらめてはいなかった。


    『大尉が言ったんだ！　喪うしないたくないなら、強くなれと。皆を守れるよう強くなれと。あの始まりの日に貴方あなたからもらったその言葉が、僕に戦う力をくれたんだ！』


    《夜號》の両眼デユアルセンサーが強く発光する。自壊の危険さえも厭いとわず高ベータ核融合炉が莫大な電力を発生させ、機体腰部のＥＭドライブに激烈なエネルギーをぶち込んだ。推進器から噴き出る閃せん光こうが眩まばゆく反射し、漆黒の淑しゆく女じよを輝きに染めていく。


    『だから、逃げない……っ。もう逃げ続けるわけにはいかない！　たとえ敵が誰であろうとも！　たとえ負けることになったとしても！　それでも僕は、今ここで立ち向かわないといけないんだ！　それが……それだけが、僕にできる唯一の贖しよく罪ざいだから！』


    　そして、凛児は叫んだ。


    『──今だ、連れん理り！』


    　その声は、講堂の壁に背を預けた赤い《墨すみ金がね》に向けられたものだった。


    　下らないブラフだ。あの少女が意識を取り戻したことには気づいていたが、あの《墨金》は間違いなく火器管制装置を損傷している。あれだけでたらめに銃撃を行ったのだから、残弾もほとんど残っていないはず。仮にそんな状態でこちらを照準することができたとしても、敵機は防さき人もりの視界に映る範囲にいる。たとえ銃口を向けられても、即座に回避することは可能だ。


    　だから、何もできるわけが──。


    　直後、《日輪ひのわ》の背後で、火薬の爆はぜる轟ごう音おんが響き渡った。


    「っ」


    　馬鹿な。背後だと。


    　咄とつ嗟さに振り向く。視線を、尚しよう特とく館かん高校の東に向ける。


    　機体のセンサーが捉えた、その映像。防人の眼めに映った、その光景。


    　それは、夜空に咲き誇る、満開の花火だった。


    



    　　　◆


    



    　二十一時。尚特館高校の開発科の生徒が仕掛けたという花火の発射装置は、一秒の狂いもなく時間どおりに作動してくれた。


    《夜よる號ごう》が渾こん身しんの力で《日輪》を弾き飛ばし、放物線を描いて飛んできたライフルに手を伸ばす。凛りん児じの意図を察してくれていた連理が、彼女の《墨金》に最後の力を振り絞らせ、これ以上ないほど最高のタイミングで投げ渡したのだ。


    　そのライフルを、《夜號》は確かに掴つかみ取った。


    『ぶちかましてやれ──凛児』


    　安全装置解除。


    　膝しつ射しや姿勢。


    　照準。


    【これでも食らいやがれ、くそったれイピカイエー、マザーフアツカー】


    　逢アイ瀬セの口汚い罵ののしり文句。


    　音速で撃発された徹てつ甲こう弾だんが、《日輪》の腹部を食い破った。


    



    　　　◆


    



    《日輪》は、全ての機能を停止させた。


    《夜號》の放った弾丸が、赤い《墨金》との交戦で生じた腹部の裂け目を精確に狙ねらい撃ち、動力系統を破壊したのだ。高ベータ核融合炉は完全に停止。もう何をしようとも、この機巧外骨格を動かすことはできない。


    　操縦システムの回復を断念した防さき人もりは、操そう縦じゆう桿かんを操作してハッチを強制的に開放した。分離ボルトが扉の溝に沿って爆発し、《日輪ひのわ》の項うなじが吹き飛ぶ。


    　防人が這はうように機外へと脱出すると、彼の頬ほおが硬い拳に殴りつけられた。


    「大尉ぃいいいいいい！」


    　蹈鞴たたらを踏んだ防人に、《夜よる號ごう》から降りた凛りん児じが追撃を行った。技術もへったくれもないタックルで防人を引き倒し、そのまま馬乗りになって力任せの殴打を振るう。言語の態をなさない怒号をあげながら、凛児が防人をきつく打ち据える。


    　かつての部下は、声をあげて泣いていた。


    「凛児……っ」


    　防人が背筋の力で上半身を振り、相手の顔面に頭突きをぶち込んだ。鼻から鮮血を噴き出し、凛児の体勢が乱れる。しかし凛児は、決してマウントを譲ろうとはしなかった。その小柄な体たい躯くで防人を押さえ込み、何度も何度もこちらの顔面に拳を振り下ろす。防人も必死に抵抗を続け、手当たり次第に凛児の肉体を殴打した。


    　子供じみた殴り合い。


    　戦いと呼ぶにはあまりにもみっともない乱闘騒ぎ。


    　その末に力尽きたのは、防人のほうが先だった。


    「大尉の……気持ちは、わかります……っ！」


    　顔中を真っ赤な血に染めた凛児が、防人の胸倉を掴つかみあげ、息も絶え絶えに吼ほえた。


    「僕だって、気持ちは同じです。みんなの……機兵隊の死を嘲あざ笑わらい、帰還兵たちを差別するこの世界に憤りを感じます。知ったような口で罵ば倒とうする市民に、何度殺意を抱いだいたか数えきれません。大尉の復ふく讐しゆうを否定するつもりはありません」


    「…………」


    「でも……でも僕は、大尉の行いを肯定することはできない。できないんですっ」


    　そう叫ぶ凛児が、赤い《墨すみ金がね》を見やる。


    　彼の視線の先に、コクピットから降りて機体の傍そばでへたり込む花はな枝え連れん理りの姿があった。


    「大尉は……たぶん、気づいているでしょう。彼女……連理が、六年前、僕たち機兵隊が新しん宿じゆくのテロ現場から助け出した女の子だってこと」


    　防人は答えなかった。


    　しかしその沈黙は、どんな回答よりも雄弁だった。


    「この学校に出入りするようになって、彼女と知り合ったのは偶然でしたが……連理、言ってたんですよ。自分は、機兵隊のおかげで命を救われたって。ほ……他の誰が機兵隊のことを悪く言っても……っ、自分が彼らに助けられたというその事実は変わらないって！　連理はっ、自分を助けてくれた機兵みたいになりたいって、そう言ってくれたんですよ……っ！」


    　凛児の瞳から零こぼれる涙が、防人の頬ほおを打つ。


    　凛りん児じのしゃがれた声が、既に捨てたはずの防さき人もりの心を強く打つ。


    「だから僕は、たとえ何千何万の人に罵ば倒とうされ、唾つばを吐かれようとも、絶対に絶望したりなんてしない。だって……っ、だって僕たち機兵隊が誰かを守ったという証あかしは、確かにあそこにあるんですから……ッ！」


    　そう言って、凛児は大粒の涙を流した。


    　まるで、初めて二人が出会ったときのように。


    「…………」


    　防人の手が、虚空を彷徨さまよう。長い躊ちゆう躇ちよの果て、自分にそんな資格はないと知りつつも、彼はその手を凛児の頭に乗せた。できる限り優しい手つきで凛児の髪を掻かき分け、その小さな頭を慈いつくしむように撫なでる。


    　しばらくして、防人の口からこんな言葉が零こぼれた。


    「……強くなったな、凛児」


    　凛児がはっと目を見開く。


    　そして彼は、嬉しいような悲しいような、そんな笑みを浮かべ、顔をくしゃくしゃにした。


    　東の空からヘリがやってきた。軍のヘリだろう。ローターの音が、徐々に大きくなってくる。


    　そのヘリが学校の校庭に着陸するまでの間、防人は凛児の頭を撫で続けた。


    



    　　　◆


    



    　夜の街に、サイレンの音が響き渡る。


    　救助部隊が学校の敷地に展開すると、人質たちが次々に講堂から運び出されていった。腹部を撃たれた操縦科の学生、気絶していた他の生徒や教師、整備士たちが処置を施ほどこされ、重傷者から優先的に輸送ヘリに乗せられて、最寄りの病院へと搬送されていく。


    　自力で歩ける生徒や教師は、爆破された橋の上に応急処置的に架けられた鉄板を渡り、校庭から尚しよう特とく館かん高校正面の道路へと誘導された。帰還兵たちが仕掛けたセンサーはまだ残っているが、人質に括くくりつけられていた爆弾は既に処理されたため、爆発の危険はもうない。そのため、堀周辺の市道は警察や軍の人間、マスコミなどで溢あふれかえっていた。まるでクリスマスのような喧けん騒そうだ。戦闘の終わった尚特館高校の周辺で人々の怒号が飛び交い、歩くのにも苦労するほどの野次馬が形成されている。


    　その人ごみの中、凛児は警察の護送車の前に立ち、車内に入れられようとしている防人に声をかけた。


    「大尉……これを。お返しします」


    　手錠をかけられた防人に、凛児がポケットから取り出したものを手渡す。


    　それは、あの口の裂けたマスクだった。防人が失しつ踪そうと同時に残していき、凛児が預かっていたマスク。機兵隊への所属を示すその証あかしを差し出し、凛りん児じは言った。


    「防さき人もり大尉。おそらく貴方あなたには、厳しい刑罰が下されることになると思います。大尉の想いは理解していますが……ですが、貴方がこのテロに組したことで犠牲になった人々がいるということは、紛まぎれもない事実です。貴方には、その罪を償つぐなう義務がある」


    「…………」


    「それでも……っ。それでも、貴方はいつまでも僕にとっての大尉です。僕の尊敬する上官です。黒くろ宮みや凛児准じゆん尉いはっ……機兵隊隊長、防人護ご道どう大尉の帰還を、いつまでも待っています。だから……っ」


    　防人が、凛児の手に握られたマスクに視線を落とす。


    　しかしすぐに、彼は首を横に振った。


    「俺にはもう、そのマスクをつける資格はない。それは……凛児。お前が持っていてくれ」


    「ですが……」


    「お前なら、どんな苦境に陥っても俺のようにはならない。俺のように、復ふく讐しゆうに囚とらわれ、過去に縛られた人間にはならない。それを、お前はあの戦いで証明した」


    　凛児の両眼を、防人が真っ直すぐに見つめる。


    　そして彼は悲しそうに、しかしほんの少しだけ光を取り戻した瞳で、凛児に言った。


    「凛児。すまなかった。だが……ありがとう」


    　その言葉を残し、防人は護送車の中へと消えた。


    　防人を乗せた護送車の運転手が、アクセルを踏み込む。凛児の大切な上官を乗せた車両が夜空の下を進み、道路の向こうへと走り去っていく。


    　凛児は護送車が完全に見えなくなるまで、その後ろ姿から決して目を離さなかった。


    【凛児様】


    　心に大きな空洞ができたような喪失感を味わっていると、コアユニットを左腕のバンドへと戻された逢アイ瀬セが、こちらに声をかけてきた。


    【バンドのバッテリーが底を尽きそうです。私はこれよりスリープモードに入らせていただきますが、よろしいでしょうか？】


    「……ああ。十分休んでくれ」


    　凛児はバンドを優しく撫なでて、


    「逢瀬。あのときの言葉……すごく心に響いたよ。あの叱しつ咤たがなかったら、僕がもう一度立ち上がることはできなかった。本当に、ありがとう。お前は……僕の、最高の相棒だ」


    【──お褒ほめにあずかり、恐悦至極に存じます。ですが、礼には及びませんよ】


    　淡々とした電子音声に、わずかだが、抜けるような吐息が混ざる。


    　それは間違いなく、機械の浮かべた笑みだった。


    【私は、凛児様専用のＡＩですから。いつまでも、ずっと】


    　それだけ言い残すと、バンドから光が消えた。凛りん児じを数々の窮地から救ってくれたこのお喋しやべりな相棒が、休眠状態へと入ったのだ。


    　そうして、凛児は一人になった。


    　喧けん騒そうの中、凛児だけが取り残される。世界から、自分だけが隔絶されたような錯覚を覚える。


    　理由わけもなく、凛児は寂しさを感じた。


    「…………」


    　いや、違う。


    　今の自分には、共に今日という日を戦い抜いた大切な戦友がいる。


    　凛児は踵きびすを返すと、人ごみを掻かき分けて歩きだした。忙しそうに駆け回る警官や救急隊員の中を苦労して進み、堀近くに停とめられていた救急車へと近づいていく。


    　その車体の後部に腰かけている少女に向かって、凛児は片手を上げた。


    「や」


    「ん」


    　こちらに気づいた連れん理りが、小さく手を上げ返した。凛児は彼女の隣に腰を下ろし、頭に包帯やガーゼを貼られた連理を見やる。


    「無事でよかったよ。怪け我がは痛まない？」


    「ああ。さっき縫ぬってもらったからな。もう出血は治まってるよ。ほら」


    　前髪を掻き上げ、額の傷を見せる連理。どうやら、怪我自体は深刻なものではないようだ。


    「ああ、そうだ。凛児、これ」


    　連理が手を差し出す。その手にあったのは、凛児が彼女に貸していた自分のマスクだった。


    　しかし凛児は、先ほど自分がそうされたように、ゆっくりと首を横に振った。


    「いや、いいよ。そのマスクは君にあげる。僕には……もう、自分のがあるから」


    「……？　あ、そ。ま、それなら記念にもらっとくわ」


    　怪け訝げんそうにしながらも、連理はその口裂けマスクをスーツのポーチへと仕舞った。


    「さっき、救急隊の人が言ってたぞ。撃たれた生徒……富と樫がしは、何とか助かりそうだってよ。処置があと少しでも遅れてたら、出血多量でやばかったらしいけど。悪運の強い野郎だぜ」


    「……よかった。それを聞けて安心したよ」


    　凛児がそう答えた直後、連理が続けて言った。


    「曽そ谷や中将の遺体は陸軍が回収したらしい。……裏門の警備員や、陸軍の突入の報復で処刑された来らい賓ひんや先生たちの亡なき骸がらも、さっき運び出されていったよ。犠牲者の数は、全部で十人近くになるらしい」


    「…………」


    「きついな。想像してたのよりも、ずっと。自分が助けられなかったんだって思うと……胸ん中、すげえ苦しい」


    「連れん理り……」


    　視線を落とし、連理が顔を俯うつむけた。垂れ下がった長い金髪が、彼女の横顔を覆おおい隠す。


    「そもそも……お前がいてくれなきゃ、あたし一人じゃ何もできなかった。所詮あたしなんてただの素人だったんだって、嫌ってほど思い知らされたよ。結局、あたしはお父さんとお母さんが死んだときから何も変わってねえ。凛りん児じがいてくれなきゃ、もっとたくさんの犠牲者が出てたかも──」


    　その言葉の途中で、雨が降った。


    　ぽつりぽつりと垂れた雫しずくが、乾いたアスファルトを濡ぬらす。勢いを増したその水滴はとどまることを知らず、次々に凛児の目の前で零こぼれ落ちていく。


    　足もとの雫に気づいた連理が、自分の目め尻じりに手を伸ばした。


    　それが涙であるということに、彼女は遅まきながら気づいたようだった。


    「あ……れ。なんで……へ、おかしいな。なんか……涙、止まんねーや……」


    　困惑の表情を浮かべ、涙を流したまま曖あい昧まいな笑みを作る連理。


    　痛々しい表情だった。直視に耐えない笑顔だった。


    　不意に、凛児は理解した。


    　あのとき──初めての殺人に動揺する連理から、凛児が手を離すことを躊躇ためらった、その理由。


    　同じなのだ。彼女も。


    　どれだけ身体を鍛え、どれだけ兵士としての技量を高めようとも、連理が過去に負った心の傷──両親の死への罪悪感が消えることはない。凛児は、彼女が自分とは違い既に過去を乗り越えているのだと思っていたが、それはただの思い違いだった。その記憶があるからこそ、未だ癒えない傷を抱かかえているからこそ、彼女は前に進もうと努力しているのだ。彼女は強いのではない。強くあろうとしているのだ。彼女も、自分と同じ人間なのだ。


    　ゆえに、耐えられなくなるときだって、当たり前に訪れる。


    　だから──。


    「ぁ……」


    　連理の口から、か細い声が漏れる。


    　凛児が、もう一度彼女の手を握り締めたからだ。


    「だ……だめ。やめて。今のあたしに……優しくすんな」


    　連理が搾り出すようにそう言って、凛児の手を振り払おうとする。


    「あたしは……強くなるって決めたんだ。あたしがお父さんとお母さんを死なせたから、そのぶんたくさんの人を守るために強くなるって、そう決めたんだ。なのに、こんな……こんなふうに優しくされたら、あたしはいつまでも弱いまんまで……！」


    「連理」


    　その手を決して離そうとはせず、凛児が優しい声こわ音ねで口を開いた。


    「僕だって同じだ。君と逢アイ瀬セがいてくれなかったら、僕がもう一度立ち上がることはできなかった。でも、そうはならなかった。どこまでも諦あきらめずに戦う君の姿に、僕は勇気をもらったからだ」


    「…………」


    「涙を流すことや誰かの優しさに頼ることは、弱さなんかじゃない。僕も、仲間を手にかけてしまったときはいっぱい泣いた。さっきの戦いでも、僕は堪こらえきれなくて大尉の前で泣いちゃったんだ。男なのにさ。でも……それでも、僕たちは確かにこの学校を守ったじゃないか。ほら」


    　凛りん児じが顔を上げ、前方を指差す。それに釣られ、連れん理りも視線を正面に向ける。


    　そこには、今日一日で半壊した尚しよう特とく館かん高校の校舎があった。壁は崩れ、硝子ガラスは砕け、見るも無残な姿へと変わり果てている。完全な復興までには、長い時間がかかることだろう。


    　だがそれでも、連理の学校は確かにそこに残っていた。


    　凛児たちが戦い抜いたという証あかしが、そこに残っていたのだ。


    「僕たちは、人前で泣いちゃう泣き虫かもしれないけど。全ての人を救うことは無理だったけど。……だけど少なくとも、あの最後の戦いでは、僕たちは自分の手が届く範囲の人々は確かに守ったんだ。大勢の生徒を守り抜いたって事実は、紛まぎれもない本物なんだよ。自分の過去と向き合ったからこそ、僕たちは戦えたんだ。だから、たぶんさ──」


    　凛児の瞳からも、涙が零こぼれた。


    「人は、涙を流すから強くなれるんだよ」


    　連理の顔が、大きく歪ゆがんだ。


    　その頬ほおに、いく筋もの雫しずくが尾を引いていく。もう無理に涙を堪えようともしない。彼女の喉のどが嗚お咽えつに震ふるえ、凛児の腕に縋すがりつくように泣き始める。


    　そして連理は、今だけは強がることを止やめてこう言った。


    「凛児。お願い。……ぎゅってして」


    　その願いを叶かなえるため、凛児は連理を強く抱き寄せた。


    　野次馬たちが作る喧けん騒そうの中、二人の兵士が身を寄せ合う。互いの瞳から流れる涙が、触れ合う頬の間で混ざり合う。


    　いつかきっとその涙が強さに変わることを信じて、凛児と連理は泣き続けた。
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    　これが、花はな枝え連れん理りが体験した初めての戦いの記録だ。


    　これから彼女が立ち向かうことになる数々の戦いの、その最初の一ページだ。


    



    　あの事件から、およそ一か月が過ぎた。


    　それはつまり、連理の前からあのバカが完全に姿を消して、それだけの時間が過ぎたということだった。


    　週刊誌。新聞。テレビ。ネットの掲示板。動画サイト。人種や国境、宗教宗派の違いを超えて、『尚しよう特とく館かん高校占拠事件』は連日連夜世界中で話題になり続けていた。当事者の身としてはいい加減うんざりだが、しかしあれだけの規模の事件だったのだし、葦あし原はら陸軍は未だかつてないスキャンダルに叩たたき込まれたわけなのだから、この熱狂も当然といえば当然かもしれない。連理自身も、あの事件を解決に導いた勇気ある学生として一躍有名になってしまっていた。


    　事件を起こした情報軍帰還兵への厳しい非難も行われている。しかし、それと同じくらいに世間では同情的な声も上がっていた。良識ある人々が、間違った情報を鵜う呑のみにして彼らを追い詰め今回のような凶行に駆り立てたのには、自分たち国民にも責任の一端があるのではないか、と言ってくれているのだ。まだまだその声は小さく、テロ自体への批判は続いているが、陸軍の陰謀が暴かれたことで情報軍に対するバッシングは格段に減少していた。テロを起こしたのは情報軍帰還兵であるが、人質を守ったのもまた同じ帰還兵であることが国民感情に大きな影響を与えているようだった。


    　だというのに、その肝心の黒くろ宮みや凛りん児じは事件以来、完全に表舞台に現れなくなっていた。


    　勤め先の整備会社は既に退職。会社に登録されていた彼のマイナンバーや電話番号は無価値なものになり下がっており、会社が提供していたアパートの部屋も引き払われた後だった。凛児の同僚たちに聞いてみても、「わからない」の一点張り。事情聴取で顔を合わせてきた政府の役人に尋ねてみても、その結果は同じだった。


    　黒宮凛児は、完全に表舞台から消えていた。


    　彼が元特殊部隊、機兵隊の人間であるため、内部の情報を漏らさないよう情報軍に拘こう束そくされているのだろうか。それとも彼自身の意志で、自分の過去を知られることを嫌い、姿を消しているのか。しかしどちらにせよ、目の前の事実は変わらなかった。


    　凛児は、連理に一言も告げることなく姿を消した。


    　尚特館高校は、七月になった今日から学校が再開される。修復中の校舎で授業が行われるのだ。政府からの援助で、事件によりほとんどが大破していた《墨すみ金がね》の修理も終わったという話だ。


    　だから連理は、久しぶりに袖を通した制服の具合を確かめるため、鏡の前に立っている。


    　左右反転した花枝連理の顔は、いつも以上に不機嫌そうだった。


    



    　およそ一か月ぶりに教室の扉を開けると、既に登校していた級友たちが一斉に連れん理りのほうを見た。


    「っ……」


    　その無数の視線の圧力に、思わず連理が後ずさる。久方ぶりの二年一組の教室で、各々の席に座る学生たちが無遠慮な視線で連理のことを見つめていた。一体全体なぜ自分がこんな珍獣のような扱いを受けなければならないのかと戸惑ったが、しかし数秒後、連理は彼らの視線に宿るものの正体に気づいた。


    　それは、感謝だった。


    　級友たちが、尊敬の念が混じった瞳で連理を見ている。女子の中には、感極まったように両眼を潤ませている者さえいた。頭髪の色や反抗的な態度のせいで教師から嫌われ、クラスでも腫はれ物扱いを受けていた連理が、まるで英雄を見るが如ごとき熱い視線に晒さらされている。


    　なぜ彼らがそんな視線で自分を見るのか、連理にはその理由がわかった。


    　しかしだからこそ、連理は級友たちの視線を振り払うように、足早に自分の席へと向かった。


    　彼らのその想いを受けるべきなのは、自分ではなく彼であるべきだと思ったからだ。


    　通学鞄かばんから教科書などを取り出して引き出しの中に仕舞うと、連理は早々に机に突っ伏した。級友たちの何か言いたげな雰囲気が感じられるが、一切反応することなくその全てを黙殺する。


    「……バカ野郎が」


    　誰にも聞こえないような小声で、ここにはいない彼に毒づく。


    　言いたいことが山ほどあった。話したいこともたくさんあった。だというのに、彼はいない。


    　同じ傷を抱かかえ、同じトラウマに苦しんだ同類。それが連理たちだ。あのたった一日──しかしこれ以上ないくらいに密度の濃い一日で、連理と凛りん児じはは互いの脆もろさを知り、その過去を垣間見て、そして共に支えあった。だからこそ、連理たちは過去を乗り越えて人質を守りきることができたのだ。


    　その彼が、もういない。


    　連理には、それが堪たまらなく悲しかった。


    「はい、みなさん。おはようございます。お久しぶりですね」


    　不意に、連理の担任である初老の女性教師の声が聞こえた。いつのまにか、朝礼の時間になったようだ。しかし朝礼が始まっても、連理は顔を上げることなく額を腕の間に埋うずめていた。


    「みんなが登校してきてくれて、先生本当に嬉しいわ。他のクラスでは、あの事件のショックからまだ立ち直れていない生徒もいるって聞いたから……」


    　そう言うと、教師は事件後の学校の近況を話し始めた。教師が滔とう々とうと語る間、やはり連理の関心は自分の頭の中にいる彼のことにしか向いていなかった。いつか再会した暁には言ってやりたい台詞せりふが、五十個ばかり浮かんできた。連理は教師の話を聞くことなく、その台詞を心のメモ帳に殴り書きしていく。


    「もっと他にもお話ししたいことがあるんだけど、長くなっちゃうのでこれくらいにしますね」


    　教師の話がやっと終わった。しかし直後、ぱちんと手を叩たたく音が聞こえ、


    「でも授業を始める前に、みなさんに紹介しておきたいことがあります。今日はこのクラスに新しいお友達が増えることになりました。たぶん、みなさん驚くんじゃないかしら」


    　こんな時期に、転校生？　顔を伏せながら、連れん理りは眉まゆ根ねを寄せた。クラスメイトたちのざわつきが聞こえてくる。


    「それじゃあ、入ってきて」


    　教師が教室の外に声をかけた。


    　引き戸が開かれる音が教室に響く。次に聞こえたのは足音だ。つかつかと進んだその転校生らしき人物が登壇し、黒板にチョークを走らせる。自分の名前でも書き終わったのか、チョークが置かれる音が届くと、すぅっと深呼吸する息遣いが聞こえ、その転校生が口を開いた。


    「黒くろ宮みや凛りん児じといいます。今日からよろしくお願いします」


    【凛児様専用のＡＩ、逢アイ瀬セです。以後、お見知りおきを】


    　跳ね起きた。


    　教室の正面。連理の前方。女性教師の傍らに立つ小柄な男子生徒の顔が、彼女の瞳に映る。


    　尚しよう特とく館かん高校の制服を着た黒宮凛児が、花はな枝え連理の前に立っていた。
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    「僕の経歴については、既にご存じの方もいると思います。そんな僕が、どうして機巧外骨格の教練学校に入学したのか不思議に思う人もいるかもしれません」


    　凛りん児じが、ぽかんと口を開けて呆ほうけたままの生徒たちを見渡す。


    「僕が尚しよう特とく館かん高校に入学を決めたのは……もう一度、機兵としての初心に返るためです。僕はこの二年、機巧外骨格を避けて生きてきました。でも……ある人のおかげで、僕は再び機巧外骨格に向き合おうと思えるようになったんです。だから、この操縦科への入科を決めました」


    　不意に、凛児が視線を動かす。彼の両眼が捉えたのは、他の生徒たちと同様に呆あつ気けに取られている連れん理りだった。


    　連理を見つめる凛児が、その顔に柔和な笑みを浮かべ、


    　ありがとう。


    　声には出さず、口だけを動かしてそう言った。


    　連理の胸に、熱い感情が湧き上がった。


    　──バカ野郎。礼を言うのはこっちが先だっての。


    　自然と連理の頬ほおが綻ほころび、それまでしかめっ面だった顔の筋肉が弛し緩かんする。そのことに気恥ずかしさを感じた連理は、必死に顔に力を入れて表情筋を維持した。間違っても、自分が凛児に再会できたことを心の底から喜んでいる、などという事実を彼に気取られないためだ。


    　自己紹介を終えた凛児が、教師の指示に従って空いていた席に座る。連理のすぐ近くだった。しかし連理は凛児のほうを見ることなく、顔を背そむけて教室の窓を見た。


    　硝子ガラスに反射する花はな枝え連理の顔は、努力の甲斐もなくニヤつきが収まっていないようだった。


    　ああ、畜生。


    　あまりの嬉しさに、さっきまで考えていた再会の台詞せりふが全て吹っ飛んでしまった。


    　予鈴が鳴った。一限目を告げる鐘の音だ。衝撃覚めやらぬ生徒たちが、しかしそれでも次の授業の準備を始めようと慌てて筆記用具を取り出している。


    　学校が始まる。


    　凛児とともに守り抜き、そしてこれからは彼とともに過ごすことになる学校が。


    　事件の傷きず痕あとは、まだところどころに残っているけど。


    　少し前までは、あまり好きな学校じゃなかったけれど。


    　だけど、今日から自分の傍そばに彼がいると思うと。


    　連理の緩ゆるみきったその笑みは、いつまでも彼女の頬から消えてはくれないようだった。
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